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繰り返す修正から洗練へ
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建主も建築家も走った

ふたつの案が同時進行
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住
宅
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
を
、思
い
き
っ
て
《
与
件
―
試
論
―
定
着
》
と
い
う
3
段
階
で

表
現
し
て
み
た
。
住
ま
い
手
で
あ
る
建
主
の
要
望
や
土
地
の
状
況
な
ど
の
《
与
件
》

を
建
築
家
が
読
み
取
り
、
そ
の
与
件
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
案
が
《
試
論
》
と
し
て
考
え

出
さ
れ
、
多
く
の
対
話
や
調
整
を
経
て
最
終
形
が
《
定
着
》
す
る
、
と
い
う
お
よ
そ

一
般
的
な
流
れ
の
こ
と
で
あ
る
。
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
深
慮
の
す
え
に
設
計
さ
れ
た

住
宅
ほ
ど
、
あ
た
か
も
ほ
か
に
選
択
肢
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
街
や
暮
ら
し
と

違
和
感
な
く
調
和
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
自
然
発
生
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
多
寡
は
あ
れ
ど
も
、
与
件
と
試
論
の
応
答
の
す
え
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
建
築
家
に
プ
ロ
セ
ス
を
聞
く
と
、「
ふ
つ
う
に
考
え
た
だ
け
で
す
よ
」
と

言
う
人
も
い
る
が
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
独
自
の
思
想
と
才
覚
が
表
れ
て
い
る
と
思

う
か
ら
、
少
し
過
去
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
種
明
か
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

建主の要望や
土地の状況

与件を受けて
考え出された
さまざまな案

試論のすえに
決断した
最終形

「s-house」（26～35ページ）のCG。
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[ Process Study ]
part

取材・文／伊藤公文　写真／川辺明伸

玄関から客間・食堂・居間が一直線に連なる住宅。
初期案で大枠の方向性が決まりながら、

可能なバリエーションをすべて追うように、検討が繰り返され、洗練されていった。

繰り返す修正から洗練へ富士宮の家

与件
西の道路と東の公園のあいだで
緑と山と夕焼けが眺められる家

Process 1 / Conversation

［ 建主からの要望 ］

全体イメージ
・外見、中身、色彩ともに、シンプルでモダンで落ち着きのある家。
・一日いても飽きない家。
・敷地にあった、日当たり、風通しのよい家。
・東側の公園の緑、北東側の富士山、西側の夕焼けが眺められる家。

部分イメージ
・中庭が見える玄関。
・リビングは落ち着ける雰囲気。テレビ（52インチ）でDVD鑑賞を楽しみたい。
・キッチンはアイランドで、食器、電化製品は収納したい。
　また別に食品庫がほしい。
・寝室はシングルベッド2台。収納スペースがほしい。
・風呂からは外の景色を楽しみたい。
・仏壇を収納するスペースを確保したい（リビングまたは和室）。
・車を降りてから、雨に濡れないで家のなかに入ることはできないでしょうか。
・パソコン1台、プリンター1台の作業部屋。
　その部屋は、子どもが来たときに泊まれる部屋を兼ねてほしい。

設備など
・予算のことがあると思いますが、リビングは床暖房がほしい。
・オール電化にしたい。
・暑さ寒さに対する工夫がほしい（日照、通風、断熱など）。

［ 家族構成（駐車台数） ］
・夫婦（車2台、バイク1台）

設計／横田典雄＋川村紀子

Yokota Norio + Kawamura Noriko

土地概要

所在地

地域地区

道路幅員

敷地面積

備考

静岡県富士宮市

第一種低層住居専用地域

法第22条区域

西12m

444.68㎡

土地購入ずみで依頼1/2,000

写真提供：CASE DESIGN STUDIO

写真提供：CASE DESIGN STUDIO

Special
Feature

[ Process Study ]
part 01

与件、試論を経て定着に
至った「富士宮の家」。東
の公園側からの外観。西
の玄関まで一直線に見通
すことができる。

建主は、この住宅を雑誌
で見て、シンプルな外観
と室内外のつながりを気
に入ったという。

「山陰の家」
設計依頼の
きっかけとなった
過去の作品

配置図
東側が公園（写真上部）
に接する分譲住宅地。ゆ
るやかな南傾斜であり、
山々を遠景に臨む。

0 20 40m

建築家のホームページの入力フォ
ームから、建主の最初の要望が送
信された。現実的で具体的な要望
が列挙され、ほぼ最終案に反映さ
れている。

富士宮の家

N

公園

45

2007



01

Special
Feature

[ Process Study ]
part

取材・文／伊藤公文　写真／川辺明伸

玄関から客間・食堂・居間が一直線に連なる住宅。
初期案で大枠の方向性が決まりながら、

可能なバリエーションをすべて追うように、検討が繰り返され、洗練されていった。

繰り返す修正から洗練へ富士宮の家

与件
西の道路と東の公園のあいだで
緑と山と夕焼けが眺められる家

Process 1 / Conversation

［ 建主からの要望 ］

全体イメージ
・外見、中身、色彩ともに、シンプルでモダンで落ち着きのある家。
・一日いても飽きない家。
・敷地にあった、日当たり、風通しのよい家。
・東側の公園の緑、北東側の富士山、西側の夕焼けが眺められる家。

部分イメージ
・中庭が見える玄関。
・リビングは落ち着ける雰囲気。テレビ（52インチ）でDVD鑑賞を楽しみたい。
・キッチンはアイランドで、食器、電化製品は収納したい。
　また別に食品庫がほしい。
・寝室はシングルベッド2台。収納スペースがほしい。
・風呂からは外の景色を楽しみたい。
・仏壇を収納するスペースを確保したい（リビングまたは和室）。
・車を降りてから、雨に濡れないで家のなかに入ることはできないでしょうか。
・パソコン1台、プリンター1台の作業部屋。
　その部屋は、子どもが来たときに泊まれる部屋を兼ねてほしい。

設備など
・予算のことがあると思いますが、リビングは床暖房がほしい。
・オール電化にしたい。
・暑さ寒さに対する工夫がほしい（日照、通風、断熱など）。

［ 家族構成（駐車台数） ］
・夫婦（車2台、バイク1台）

設計／横田典雄＋川村紀子

Yokota Norio + Kawamura Noriko

土地概要

所在地

地域地区

道路幅員

敷地面積

備考

静岡県富士宮市

第一種低層住居専用地域

法第22条区域

西12m

444.68㎡

土地購入ずみで依頼1/2,000

写真提供：CASE DESIGN STUDIO

写真提供：CASE DESIGN STUDIO

Special
Feature

[ Process Study ]
part 01

与件、試論を経て定着に
至った「富士宮の家」。東
の公園側からの外観。西
の玄関まで一直線に見通
すことができる。

建主は、この住宅を雑誌
で見て、シンプルな外観
と室内外のつながりを気
に入ったという。

「山陰の家」
設計依頼の
きっかけとなった
過去の作品

配置図
東側が公園（写真上部）
に接する分譲住宅地。ゆ
るやかな南傾斜であり、
山々を遠景に臨む。

0 20 40m

建築家のホームページの入力フォ
ームから、建主の最初の要望が送
信された。現実的で具体的な要望
が列挙され、ほぼ最終案に反映さ
れている。

富士宮の家

N

公園

45

2007



前庭

庭園

居間
（15.1J）客間

（6.5J）

主寝室
（7.2J）

光庭
（4.5J）

ポーチ
（8.0J）

食堂
（6.9J）

ホール
（4.3J）

CH 4,650
CH 2,100
FL +150

CH 2,250

CH 2,250

書斎コーナー

CH 4,650

ベンチ

書斎コーナー

CH 4,600

CH 2,350
FL +50

CH 2,400

CH 2,600

CH 2,400CH 2,580
FL -180

前庭 庭園広間
（23.1J）客間

（6.3J）

主寝室
（7.1J）

光庭

食品庫車庫

納戸
（2.3J）

洗面所

浴室

台所

テラス

屋外機置場

玄関ポーチ

前庭 庭園

テラス

物干場

CH 2,200
主寝室

車庫

浴室洗面所

CH 2,150
家事室

ポーチ

CH 3,942
玄関

CH 3,900
食堂

CH 3,900
居間CH 3,700

客間

スケッチ
試論1

平面図
試論1

Process 2 / D
esign

試
論
雁
行
か
、一直
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初期案から、玄関、食堂、
居間をどのように東西に
展開させるかが考えられ
ていた。最初は諸室を雁
行させ、公園方向に次第
に開けていく構成。

駐車場が外部にあり、ポ
ーチから居間まで雁行す
る構成の初期案。

与件どおり車庫を室内に
取り込み、玄関と広間が
一直線に。

さらに客間も軸線に組み
込まれ、各室が一直線に
連なる最終形へ。

試論2

玄関、食堂、居間が一直
線で配置されるようにな
る。玄関と客間が南北に
並列し、食堂と居間が広
間として一体化して考え
られているスタディ。
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与件どおり車庫を室内に
取り込み、玄関と広間が
一直線に。

さらに客間も軸線に組み
込まれ、各室が一直線に
連なる最終形へ。

試論2

玄関、食堂、居間が一直
線で配置されるようにな
る。玄関と客間が南北に
並列し、食堂と居間が広
間として一体化して考え
られているスタディ。

定着

試論2

定着

シンプルな東西の軸線を
検討している。近隣の住
宅が南面しているなかで、
「公園の緑を眺める」など
の与件が素直に実体化し
た東面・西面の家に。

0 2 4m

1/250
N

01
Special
Feature

[ Process Study ]
part 富士宮の家

67

「
東
側
の
公
園
の
緑
」と「
西
側
の
夕
焼
け
」

そ
し
て「
北
東
側
の
富
士
山
」を
眺
め
た
い

と
い
う
与
件
に
応
え
る
た
め
東
西
の
軸
を

ど
う
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。

公
園

道
路

公
園

道
路

公
園

道
路



間口11,400㎜の平屋。上
部の突き出ている部分に
よって、中央は天井が高
くなっている。

西側外観

定着
西から東へ
動線と視線が
一直線に

Process 3 / Build01
Special
Feature

[ Process Study ]
part 富士宮の家

東の公園と西の夕焼け、さらに北
東の富士山を眺めるという与件を
受け、東西方向に強い軸線をもち、
かつ外部に対し東面・西面する家
がつくられた。
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オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
。
注
文
主
が
オ
ー
ダ
ー
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
受
け
手
が
案
を
練
り
、

つ
く
り
手
が
製
品
を
完
成
さ
せ
る
。
受
け
手
と
つ
く
り
手
は
同
一
で
あ
る
こ
と
も
別
で

あ
る
こ
と
も
あ
る
。
家
具
、
器
、
衣
服
、
料
理
、
ア
ー
ト
ほ
か
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
は
い
く
ら
も
あ
り
、
建
築
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　
た
と
え
ば
家
具
の
よ
う
に
オ
ー
ダ
ー
の
段
階
で
最
終
形
が
明
確
で
あ
る
場
合
も
あ
れ

ば
、
料
理
の
よ
う
に
概
略
の
オ
ー
ダ
ー
が
発
せ
ら
れ
て
以
降
は
つ
く
り
手
が
自
由
に
腕

を
振
る
う
場
合
も
あ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
注
文
主
が
「
正
解
」
を
指
定
し
、
後
者
で
あ

れ
ば
つ
く
り
手
が
ひ
と
り
で
「
正
解
」
を
探
り
出
す
。
し
か
し
商
品
化
住
宅
を
除
い
て
、

建
築
の
設
計
の
場
合
は
事
情
が
違
う
。

最
初
か
ら
「
正
解
」
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
は
な
い
し
、
設
計
者
が
ひ
と

り
で
「
正
解
」
に
行
き
着
く
こ
と
も

な
い
。
注
文
主
が
要
望
を
出
し
、
設

計
者
が
案
を
つ
く
る
。
両
者
が
応
答

を
繰
り
返
し
、
修
正
を
続
け
た
果
て

に
、
完
成
形
が
お
ぼ
ろ
げ
に
現
れ
る
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
詳
細
に
踏
み
込
ん

で
応
答
が
続
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
通

常
だ
。
教
育
の
分
野
で「
正
解
主
義
」

か
ら
「
修
正
主
義
」
へ
の
転
換
が
い

わ
れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
の
場
合

は
ま
さ
に
そ
れ
に
当
た
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
修
正
な
く
し

て
設
計
は
収
束
し
な
い
。
建
築
設
計

の
楽
し
さ
、
難
し
さ
は
、
す
べ
て
そ
こ
に
起
因
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
設
計
者
は
誰
し
も

が
、
ス
ム
ー
ズ
で
効
率
よ
い
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
探
っ
て
止
ま
な
い
。

　
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
理
想
的
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。「
富
士
宮
の
家
」。建
主
は
ご
夫
妻
お
ふ

た
り
、
設
計
者
は
C
A
S
E 

D
E
S
I
G
N 

S
T
U
D
I
O（
横
田
典
雄
さ
ん
と
川
村

紀
子
さ
ん
、
以
下
C
D
S
と
略
記
）。
両
者
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、何
が
ど
の
よ
う
に

円
滑
な
進
行
に
寄
与
し
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

　
2
0
0
7
年
、
ご
夫
妻
は
定
年
後
の
住
ま
い
を
建
て
る
た
め
に
、
土
地
勘
の
あ
る
地

区
を
ま
わ
り
、
格
好
の
敷
地
を
探
し
当
て
た
。
ゆ
る
や
か
な
南
傾
斜
、
東
は
緑
豊
か
な

公
園
に
接
す
る
閑
静
な
分
譲
住
宅
地
。
北
東
に
富
士
山
、
西
に
は
天
守
山
地
の
山
並
み

を
遠
く
望
む
。
第
一
種
住
居
専
用
地
域
。
敷
地
面
積
約
4
4
4
㎡
。
完
成
の
目
標
は
11

年
末
。
環
境
は
の
び
の
び
、
工
程
は
ゆ
っ
た
り
、
せ
せ
こ
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
08
年
2
月
、
雑
誌
に
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
住
宅
「
山
陰
の
家
」（
07
）
を
見
つ
け

た
。
そ
の
設
計
者
で
あ
る
C
D
S
に
連
絡
を
と
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
に
参
加
し
た

の
が
7
月
、
少
し
間
を
お
い
て
翌
1
月
、
C
D
S
の
「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
に
申
し

込
ん
だ
。

 

「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
と
は
建
主
と
設
計
者
の
お
見
合
い
の
よ
う
な
も
の
。
設
計
を

希
望
す
る
人
が
C
D
S
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

送
信
、
そ
れ
を
受
け
た
C
D
S
が
建
主
と
打
ち
合
わ
せ
の
場
を

設
け
、
そ
の
後
に
概
略
の
案
を
提
示
す
る
。
双
方
が
了
解
す
れ

ば
、
そ
こ
で
初
め
て
契
約
を
結
ん
で
設
計
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

仕
組
み
で
あ
る
。

　
建
主
の
ご
夫
妻
の
申
込
書
が
残
っ
て
い
る
。
全
体
イ
メ
ー
ジ

は
「
シ
ン
プ
ル
で
、
モ
ダ
ン
で
落
ち
着
き
が
あ
り
、
終
日
い
て

も
飽
き
な
い
家
。
公
園
の
緑
、
北
東
の
富
士
山
、
西
の
夕
焼
け

を
眺
め
ら
れ
る
家
」。そ
の
ほ
か
に
「
中
庭
が
見
え
る
玄
関
。
ア

イ
ラ
ン
ド
型
の
キ
ッ
チ
ン
。
そ
の
脇
に
食
品
庫
。
外
を
眺
め
ら

れ
る
浴
室
。
雨
に
濡
れ
ず
に
中
に
入
れ
る
車
庫
。
簡
単
な
作
業

部
屋
。
来
客
が
泊
ま
れ
る
部
屋
」
な
ど
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

る
。
簡
潔
だ
が
、
そ
の
じ
つ
、
全
体
を
貫
く
住
ま
い
の
イ
メ
ー

ジ
に
ブ
レ
が
な
く
、
暮
ら
し
方
の
具
体
像
が
必
要
十
分
に
示
さ

れ
て
い
る
。
あ
り
が
ち
な
、
予
算
に
合
わ
な
い
過
大
な
ニ
ー
ズ
、

住
み
手
の
あ
い
だ
で
の
意
見
の
食
い
違
い
。
そ
う
い
っ
た
も
の

は
、
か
け
ら
ほ
ど
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
申
込
書
は
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
で
絶
え
ず
参
照
さ
れ
、
結
果
と
し
て
も
そ
こ
に
記
載

さ
れ
た
内
容
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
は
ひ
と
つ
と
し
て
な
い
。

 
「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
と
し
て
第
1
案
が
提
示
さ
れ
た
の
は
09
年
9
月
。
通
例
よ
り

検
討
時
間
が
十
分
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
の
域
を
越
え
て
基
本
設
計
そ
の
も

の
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
決
定
的
な
骨
格
が
3
つ
。

　
ひ
と
つ
に
、
平
屋
の
建
物
を
西
の
前
面
道
路
か
ら
約
7
m
、
東
の
公
園
か
ら
約
11
m

後
退
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
庭
を
形
成
す
る
こ
と
。
西
庭
は
平
坦
な
芝
生
で
臨
時
の
駐
車
場

と
も
な
る
。
東
庭
は
斜
面
の
庭
で
、
外

か
ら
の
視
線
を
さ
え
ぎ
り
な
が
ら
公
園

を
借
景
と
す
る
。

　
ふ
た
つ
に
、
正
方
形
平
面
の
中
央
を

西
か
ら
東
に
主
空
間
が
貫
き
、
そ
の
両

側
に
付
随
的
な
機
能
が
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

　
3
つ
に
、
近
隣
の
同
じ
条
件
の
住
宅

が
み
な
南
面
と
し
て
い
る
な
か
で
、
あ

え
て
南
側
の
全
面
を
壁
で
閉
じ
、
東
側

の
公
園
に
正
対
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
も
寸
分
も
変
わ

ら
ず
に
実
施
案
に
至
っ
て
い
る
。
建
主

の
要
望
、
敷
地
条
件
な
ど
を
設
計
者
が

的
確
に
読
み
取
っ
た
成
果
に
ち
が
い
な

く
、
建
主
は
こ
の
案
を
予
想
と
は
違
っ

て
い
た
が
要
望
は
ほ
ぼ
充
足
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
ま
ま
で
も
よ
い
と
思
っ
た
そ

う
だ
。

　
契
約
が
結
ば
れ
、
設
計
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
09
年
11
月
。

　
可
能
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
を
追
う
よ
う
に
、
平
面
、
断
面
の
検
討
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
次
元
の
違
う
複
数
の
条
件
を
整
理
し
な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
新
し
い
姿
を
求

め
て
い
く
作
業
は
、
数
式
を
解
い
て
唯
一
の
正
解
に
た
ど
り
着
く
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
と

は
異
な
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
山
ほ
ど
の
前
例
を
詰
め
込
み
、
性
能
の
最
適
値
を
導
く
演
算

シ
ス
テ
ム
を
可
能
な
限
り
組
み
込
ん
だ
と
し
て
も
、
住
み
や
す
く
美
し
い
空
間
に
行
き

着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
つ
く
り
手
の
絶
え
ざ
る
創
造
的
な
動
機
と
精
妙
な

感
性
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
第
2
案
は
先
の
骨
格
を
守
り
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
変
更
が
あ
っ
た
。
最
も
大
き
な
変

更
は
中
央
の
主
空
間
の
扱
い
。
第
1
案
で
は
正
面
中
央
の
玄
関
を
入
り
、
居
間
・
食
堂

へ
つ
な
が
る
主
空
間
が
雁
行
し
て
公
園
方
向
に
次
第
に
開
け
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
一
度
に
先
ま
で
見
通
せ
な
い
よ
う
に
し
て
奥
行
き
感
を
も
た
せ
、
天
井
高
さ
を
徐

徐
に
高
め
る
な
ど
し
て
、
空
間
に
抑
揚
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
2
案

で
は
車
庫
を
取
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
構
成
と
す

る
必
要
が
あ
り
、
玄
関
、
食
堂
、
居
間
が
一
直
線
に
連
な
る
天
井
の
高
い
東
西
軸
が
出

現
し
、
両
側
の
天
井
高
の
低
い
諸
室
と
明
快
な
対
比
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
奥
行
き

感
が
薄
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
壁
で
仕
切
ら
れ
た
空
間
が
層
状
に
連
な
っ
て
い
く
構
成
。

終
着
点
ま
で
あ
と
一
歩
だ
。

　
第
3
案
。
ほ
ぼ
最
終
形
。
和
室
（
客
間
）
が
軸
線
に
組
み
込
ま
れ
、
土
間
の
玄
関
か

ら
和
室
、
作
業
コ
ー
ナ
ー
、
食
堂
、
居
間
が
直
線
的
に
並
び
、
そ
の
あ
い
だ
の
ガ
ラ
ス

格
子
戸
、
障
子
、
襖
障
子
、
ガ
ラ
ス
戸
を
開
閉
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
視
線
、

空
間
の
広
が
り
が
制
御
さ
れ
る
。
鴨
居
、
欄
間
の
縦
格
子
、
居
間
の
上
部
の
大
き
な
高

窓
、
玄
関
と
作
業
コ
ー
ナ
ー
上
部
の
小
さ
な
高
窓
な
ど
に
よ
っ
て
、
空
間
に
微
妙
な
陰

翳
、
穏
や
か
な
躍
動
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
家
屋
の
影
す
ら
見
え
な
い
静
謐
な
居
間
。
家
事
室
が
付
属
す
る
台
所
、
庭

を
望
む
浴
室
、
登
り
庭
に
面
し
た
半
戸
外
の
テ
ラ
ス
な
ど
、
適
度
に
独
立
し
た
使
い
勝

手
が
よ
い
場
所
が
そ
こ
こ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
わ
た
っ
て
ご
夫
妻
の
満
足

度
は
き
わ
め
て
高
い
と
見
受
け
ら
れ
た
。

　
ご
主
人
は
、
庭
の
植
栽
や
池
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
ラ
ス
に
設
置
す
る

テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
や
屋
上
に
上
る
は
し
ご
を
自
作
す
る
な
ど
、
持
ち
前
の
器
用
さ
と

セ
ン
ス
を
発
揮
し
て
、
生
活
を
目
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
「
富
士
宮
の
家
」
の
理
想
的
な
設
計
プ
ロ
セ
ス
は
、
建
主
の
十
分

な
ゆ
と
り
を
も
っ
た
建
設
計
画
、
過
不
足
が
な
い
要
望
、
設
計
図
か
ら
建
築
模
型
を
組

み
立
て
た
と
い
う
熱
意
、
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
相
互
理
解
、
ニ
ー
ズ
を
深

く
汲
み
取
っ
て
具
体
化
す
る
設
計
者
の
能
力
、
広
範
な
検
討
を
重
ね
つ
つ
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
案
を
提
示
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
一
体
と
な
っ
て
生

ま
れ
た
必
然
と
思
わ
れ
た
。

建
築
設
計
は
修
正
主
義

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
申
込
書
」で
与
件
を
伝
え
る

試
論
1
　
最
初
の「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」

玄関

居間から、食堂、客間越
しに玄関側を見る。諸室
が東西一直線に配置され、
境には障子、縦格子欄間、
無目鴨居がある。

東西の軸線

軒下のポーチと連続した、
土間のように広い玄関。
右手は客間。高い天井の
両サイドには高窓が設け
られている。

01
Special
Feature

[ Process Study ]
part 富士宮の家
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オ
ー
ダ
ー
メ
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ド
。
注
文
主
が
オ
ー
ダ
ー
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
受
け
手
が
案
を
練
り
、

つ
く
り
手
が
製
品
を
完
成
さ
せ
る
。
受
け
手
と
つ
く
り
手
は
同
一
で
あ
る
こ
と
も
別
で

あ
る
こ
と
も
あ
る
。
家
具
、
器
、
衣
服
、
料
理
、
ア
ー
ト
ほ
か
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
は
い
く
ら
も
あ
り
、
建
築
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　
た
と
え
ば
家
具
の
よ
う
に
オ
ー
ダ
ー
の
段
階
で
最
終
形
が
明
確
で
あ
る
場
合
も
あ
れ

ば
、
料
理
の
よ
う
に
概
略
の
オ
ー
ダ
ー
が
発
せ
ら
れ
て
以
降
は
つ
く
り
手
が
自
由
に
腕

を
振
る
う
場
合
も
あ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
注
文
主
が
「
正
解
」
を
指
定
し
、
後
者
で
あ

れ
ば
つ
く
り
手
が
ひ
と
り
で
「
正
解
」
を
探
り
出
す
。
し
か
し
商
品
化
住
宅
を
除
い
て
、

建
築
の
設
計
の
場
合
は
事
情
が
違
う
。

最
初
か
ら
「
正
解
」
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
は
な
い
し
、
設
計
者
が
ひ
と

り
で
「
正
解
」
に
行
き
着
く
こ
と
も

な
い
。
注
文
主
が
要
望
を
出
し
、
設

計
者
が
案
を
つ
く
る
。
両
者
が
応
答

を
繰
り
返
し
、
修
正
を
続
け
た
果
て

に
、
完
成
形
が
お
ぼ
ろ
げ
に
現
れ
る
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
詳
細
に
踏
み
込
ん

で
応
答
が
続
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
通

常
だ
。
教
育
の
分
野
で「
正
解
主
義
」

か
ら
「
修
正
主
義
」
へ
の
転
換
が
い

わ
れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
の
場
合

は
ま
さ
に
そ
れ
に
当
た
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
修
正
な
く
し

て
設
計
は
収
束
し
な
い
。
建
築
設
計

の
楽
し
さ
、
難
し
さ
は
、
す
べ
て
そ
こ
に
起
因
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
設
計
者
は
誰
し
も

が
、
ス
ム
ー
ズ
で
効
率
よ
い
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
探
っ
て
止
ま
な
い
。

　
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
理
想
的
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。「
富
士
宮
の
家
」。建
主
は
ご
夫
妻
お
ふ

た
り
、
設
計
者
は
C
A
S
E 

D
E
S
I
G
N 

S
T
U
D
I
O（
横
田
典
雄
さ
ん
と
川
村

紀
子
さ
ん
、
以
下
C
D
S
と
略
記
）。
両
者
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、何
が
ど
の
よ
う
に

円
滑
な
進
行
に
寄
与
し
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

　
2
0
0
7
年
、
ご
夫
妻
は
定
年
後
の
住
ま
い
を
建
て
る
た
め
に
、
土
地
勘
の
あ
る
地

区
を
ま
わ
り
、
格
好
の
敷
地
を
探
し
当
て
た
。
ゆ
る
や
か
な
南
傾
斜
、
東
は
緑
豊
か
な

公
園
に
接
す
る
閑
静
な
分
譲
住
宅
地
。
北
東
に
富
士
山
、
西
に
は
天
守
山
地
の
山
並
み

を
遠
く
望
む
。
第
一
種
住
居
専
用
地
域
。
敷
地
面
積
約
4
4
4
㎡
。
完
成
の
目
標
は
11

年
末
。
環
境
は
の
び
の
び
、
工
程
は
ゆ
っ
た
り
、
せ
せ
こ
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
08
年
2
月
、
雑
誌
に
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
住
宅
「
山
陰
の
家
」（
07
）
を
見
つ
け

た
。
そ
の
設
計
者
で
あ
る
C
D
S
に
連
絡
を
と
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
に
参
加
し
た

の
が
7
月
、
少
し
間
を
お
い
て
翌
1
月
、
C
D
S
の
「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
に
申
し

込
ん
だ
。

 

「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
と
は
建
主
と
設
計
者
の
お
見
合
い
の
よ
う
な
も
の
。
設
計
を

希
望
す
る
人
が
C
D
S
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

送
信
、
そ
れ
を
受
け
た
C
D
S
が
建
主
と
打
ち
合
わ
せ
の
場
を

設
け
、
そ
の
後
に
概
略
の
案
を
提
示
す
る
。
双
方
が
了
解
す
れ

ば
、
そ
こ
で
初
め
て
契
約
を
結
ん
で
設
計
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

仕
組
み
で
あ
る
。

　
建
主
の
ご
夫
妻
の
申
込
書
が
残
っ
て
い
る
。
全
体
イ
メ
ー
ジ

は
「
シ
ン
プ
ル
で
、
モ
ダ
ン
で
落
ち
着
き
が
あ
り
、
終
日
い
て

も
飽
き
な
い
家
。
公
園
の
緑
、
北
東
の
富
士
山
、
西
の
夕
焼
け

を
眺
め
ら
れ
る
家
」。そ
の
ほ
か
に
「
中
庭
が
見
え
る
玄
関
。
ア

イ
ラ
ン
ド
型
の
キ
ッ
チ
ン
。
そ
の
脇
に
食
品
庫
。
外
を
眺
め
ら

れ
る
浴
室
。
雨
に
濡
れ
ず
に
中
に
入
れ
る
車
庫
。
簡
単
な
作
業

部
屋
。
来
客
が
泊
ま
れ
る
部
屋
」
な
ど
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

る
。
簡
潔
だ
が
、
そ
の
じ
つ
、
全
体
を
貫
く
住
ま
い
の
イ
メ
ー

ジ
に
ブ
レ
が
な
く
、
暮
ら
し
方
の
具
体
像
が
必
要
十
分
に
示
さ

れ
て
い
る
。
あ
り
が
ち
な
、
予
算
に
合
わ
な
い
過
大
な
ニ
ー
ズ
、

住
み
手
の
あ
い
だ
で
の
意
見
の
食
い
違
い
。
そ
う
い
っ
た
も
の

は
、
か
け
ら
ほ
ど
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
申
込
書
は
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
で
絶
え
ず
参
照
さ
れ
、
結
果
と
し
て
も
そ
こ
に
記
載

さ
れ
た
内
容
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
は
ひ
と
つ
と
し
て
な
い
。

 

「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
と
し
て
第
1
案
が
提
示
さ
れ
た
の
は
09
年
9
月
。
通
例
よ
り

検
討
時
間
が
十
分
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
の
域
を
越
え
て
基
本
設
計
そ
の
も

の
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
決
定
的
な
骨
格
が
3
つ
。

　
ひ
と
つ
に
、
平
屋
の
建
物
を
西
の
前
面
道
路
か
ら
約
7
m
、
東
の
公
園
か
ら
約
11
m

後
退
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
庭
を
形
成
す
る
こ
と
。
西
庭
は
平
坦
な
芝
生
で
臨
時
の
駐
車
場

と
も
な
る
。
東
庭
は
斜
面
の
庭
で
、
外

か
ら
の
視
線
を
さ
え
ぎ
り
な
が
ら
公
園

を
借
景
と
す
る
。

　
ふ
た
つ
に
、
正
方
形
平
面
の
中
央
を

西
か
ら
東
に
主
空
間
が
貫
き
、
そ
の
両

側
に
付
随
的
な
機
能
が
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

　
3
つ
に
、
近
隣
の
同
じ
条
件
の
住
宅

が
み
な
南
面
と
し
て
い
る
な
か
で
、
あ

え
て
南
側
の
全
面
を
壁
で
閉
じ
、
東
側

の
公
園
に
正
対
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
も
寸
分
も
変
わ

ら
ず
に
実
施
案
に
至
っ
て
い
る
。
建
主

の
要
望
、
敷
地
条
件
な
ど
を
設
計
者
が

的
確
に
読
み
取
っ
た
成
果
に
ち
が
い
な

く
、
建
主
は
こ
の
案
を
予
想
と
は
違
っ

て
い
た
が
要
望
は
ほ
ぼ
充
足
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
ま
ま
で
も
よ
い
と
思
っ
た
そ

う
だ
。

　
契
約
が
結
ば
れ
、
設
計
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
09
年
11
月
。

　
可
能
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
を
追
う
よ
う
に
、
平
面
、
断
面
の
検
討
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
次
元
の
違
う
複
数
の
条
件
を
整
理
し
な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
新
し
い
姿
を
求

め
て
い
く
作
業
は
、
数
式
を
解
い
て
唯
一
の
正
解
に
た
ど
り
着
く
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
と

は
異
な
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
山
ほ
ど
の
前
例
を
詰
め
込
み
、
性
能
の
最
適
値
を
導
く
演
算

シ
ス
テ
ム
を
可
能
な
限
り
組
み
込
ん
だ
と
し
て
も
、
住
み
や
す
く
美
し
い
空
間
に
行
き

着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
つ
く
り
手
の
絶
え
ざ
る
創
造
的
な
動
機
と
精
妙
な

感
性
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
第
2
案
は
先
の
骨
格
を
守
り
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
変
更
が
あ
っ
た
。
最
も
大
き
な
変

更
は
中
央
の
主
空
間
の
扱
い
。
第
1
案
で
は
正
面
中
央
の
玄
関
を
入
り
、
居
間
・
食
堂

へ
つ
な
が
る
主
空
間
が
雁
行
し
て
公
園
方
向
に
次
第
に
開
け
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
一
度
に
先
ま
で
見
通
せ
な
い
よ
う
に
し
て
奥
行
き
感
を
も
た
せ
、
天
井
高
さ
を
徐

徐
に
高
め
る
な
ど
し
て
、
空
間
に
抑
揚
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
2
案

で
は
車
庫
を
取
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
構
成
と
す

る
必
要
が
あ
り
、
玄
関
、
食
堂
、
居
間
が
一
直
線
に
連
な
る
天
井
の
高
い
東
西
軸
が
出

現
し
、
両
側
の
天
井
高
の
低
い
諸
室
と
明
快
な
対
比
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
奥
行
き

感
が
薄
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
壁
で
仕
切
ら
れ
た
空
間
が
層
状
に
連
な
っ
て
い
く
構
成
。

終
着
点
ま
で
あ
と
一
歩
だ
。

　
第
3
案
。
ほ
ぼ
最
終
形
。
和
室
（
客
間
）
が
軸
線
に
組
み
込
ま
れ
、
土
間
の
玄
関
か

ら
和
室
、
作
業
コ
ー
ナ
ー
、
食
堂
、
居
間
が
直
線
的
に
並
び
、
そ
の
あ
い
だ
の
ガ
ラ
ス

格
子
戸
、
障
子
、
襖
障
子
、
ガ
ラ
ス
戸
を
開
閉
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
視
線
、

空
間
の
広
が
り
が
制
御
さ
れ
る
。
鴨
居
、
欄
間
の
縦
格
子
、
居
間
の
上
部
の
大
き
な
高

窓
、
玄
関
と
作
業
コ
ー
ナ
ー
上
部
の
小
さ
な
高
窓
な
ど
に
よ
っ
て
、
空
間
に
微
妙
な
陰

翳
、
穏
や
か
な
躍
動
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
家
屋
の
影
す
ら
見
え
な
い
静
謐
な
居
間
。
家
事
室
が
付
属
す
る
台
所
、
庭

を
望
む
浴
室
、
登
り
庭
に
面
し
た
半
戸
外
の
テ
ラ
ス
な
ど
、
適
度
に
独
立
し
た
使
い
勝

手
が
よ
い
場
所
が
そ
こ
こ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
わ
た
っ
て
ご
夫
妻
の
満
足

度
は
き
わ
め
て
高
い
と
見
受
け
ら
れ
た
。

　
ご
主
人
は
、
庭
の
植
栽
や
池
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
ラ
ス
に
設
置
す
る

テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
や
屋
上
に
上
る
は
し
ご
を
自
作
す
る
な
ど
、
持
ち
前
の
器
用
さ
と

セ
ン
ス
を
発
揮
し
て
、
生
活
を
目
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
「
富
士
宮
の
家
」
の
理
想
的
な
設
計
プ
ロ
セ
ス
は
、
建
主
の
十
分

な
ゆ
と
り
を
も
っ
た
建
設
計
画
、
過
不
足
が
な
い
要
望
、
設
計
図
か
ら
建
築
模
型
を
組

み
立
て
た
と
い
う
熱
意
、
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
相
互
理
解
、
ニ
ー
ズ
を
深

く
汲
み
取
っ
て
具
体
化
す
る
設
計
者
の
能
力
、
広
範
な
検
討
を
重
ね
つ
つ
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
案
を
提
示
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
一
体
と
な
っ
て
生

ま
れ
た
必
然
と
思
わ
れ
た
。

建
築
設
計
は
修
正
主
義

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
申
込
書
」で
与
件
を
伝
え
る

試
論
1
　
最
初
の「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」

玄関

居間から、食堂、客間越
しに玄関側を見る。諸室
が東西一直線に配置され、
境には障子、縦格子欄間、
無目鴨居がある。

東西の軸線

軒下のポーチと連続した、
土間のように広い玄関。
右手は客間。高い天井の
両サイドには高窓が設け
られている。
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オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
。
注
文
主
が
オ
ー
ダ
ー
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
受
け
手
が
案
を
練
り
、

つ
く
り
手
が
製
品
を
完
成
さ
せ
る
。
受
け
手
と
つ
く
り
手
は
同
一
で
あ
る
こ
と
も
別
で

あ
る
こ
と
も
あ
る
。
家
具
、
器
、
衣
服
、
料
理
、
ア
ー
ト
ほ
か
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
は
い
く
ら
も
あ
り
、
建
築
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　
た
と
え
ば
家
具
の
よ
う
に
オ
ー
ダ
ー
の
段
階
で
最
終
形
が
明
確
で
あ
る
場
合
も
あ
れ

ば
、
料
理
の
よ
う
に
概
略
の
オ
ー
ダ
ー
が
発
せ
ら
れ
て
以
降
は
つ
く
り
手
が
自
由
に
腕

を
振
る
う
場
合
も
あ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
注
文
主
が
「
正
解
」
を
指
定
し
、
後
者
で
あ

れ
ば
つ
く
り
手
が
ひ
と
り
で
「
正
解
」
を
探
り
出
す
。
し
か
し
商
品
化
住
宅
を
除
い
て
、

建
築
の
設
計
の
場
合
は
事
情
が
違
う
。

最
初
か
ら
「
正
解
」
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
は
な
い
し
、
設
計
者
が
ひ
と

り
で
「
正
解
」
に
行
き
着
く
こ
と
も

な
い
。
注
文
主
が
要
望
を
出
し
、
設

計
者
が
案
を
つ
く
る
。
両
者
が
応
答

を
繰
り
返
し
、
修
正
を
続
け
た
果
て

に
、
完
成
形
が
お
ぼ
ろ
げ
に
現
れ
る
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
詳
細
に
踏
み
込
ん

で
応
答
が
続
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
通

常
だ
。
教
育
の
分
野
で「
正
解
主
義
」

か
ら
「
修
正
主
義
」
へ
の
転
換
が
い

わ
れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
の
場
合

は
ま
さ
に
そ
れ
に
当
た
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
修
正
な
く
し

て
設
計
は
収
束
し
な
い
。
建
築
設
計

の
楽
し
さ
、
難
し
さ
は
、
す
べ
て
そ
こ
に
起
因
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
設
計
者
は
誰
し
も

が
、
ス
ム
ー
ズ
で
効
率
よ
い
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
探
っ
て
止
ま
な
い
。

　
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
理
想
的
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。「
富
士
宮
の
家
」。建
主
は
ご
夫
妻
お
ふ

た
り
、
設
計
者
は
C
A
S
E 

D
E
S
I
G
N 

S
T
U
D
I
O（
横
田
典
雄
さ
ん
と
川
村

紀
子
さ
ん
、
以
下
C
D
S
と
略
記
）。
両
者
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、何
が
ど
の
よ
う
に

円
滑
な
進
行
に
寄
与
し
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

　
2
0
0
7
年
、
ご
夫
妻
は
定
年
後
の
住
ま
い
を
建
て
る
た
め
に
、
土
地
勘
の
あ
る
地

区
を
ま
わ
り
、
格
好
の
敷
地
を
探
し
当
て
た
。
ゆ
る
や
か
な
南
傾
斜
、
東
は
緑
豊
か
な

公
園
に
接
す
る
閑
静
な
分
譲
住
宅
地
。
北
東
に
富
士
山
、
西
に
は
天
守
山
地
の
山
並
み

を
遠
く
望
む
。
第
一
種
住
居
専
用
地
域
。
敷
地
面
積
約
4
4
4
㎡
。
完
成
の
目
標
は
11

年
末
。
環
境
は
の
び
の
び
、
工
程
は
ゆ
っ
た
り
、
せ
せ
こ
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
08
年
2
月
、
雑
誌
に
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
住
宅
「
山
陰
の
家
」（
07
）
を
見
つ
け

た
。
そ
の
設
計
者
で
あ
る
C
D
S
に
連
絡
を
と
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
に
参
加
し
た

の
が
7
月
、
少
し
間
を
お
い
て
翌
1
月
、
C
D
S
の
「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
に
申
し

込
ん
だ
。

 

「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
と
は
建
主
と
設
計
者
の
お
見
合
い
の
よ
う
な
も
の
。
設
計
を

希
望
す
る
人
が
C
D
S
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

送
信
、
そ
れ
を
受
け
た
C
D
S
が
建
主
と
打
ち
合
わ
せ
の
場
を

設
け
、
そ
の
後
に
概
略
の
案
を
提
示
す
る
。
双
方
が
了
解
す
れ

ば
、
そ
こ
で
初
め
て
契
約
を
結
ん
で
設
計
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

仕
組
み
で
あ
る
。

　
建
主
の
ご
夫
妻
の
申
込
書
が
残
っ
て
い
る
。
全
体
イ
メ
ー
ジ

は
「
シ
ン
プ
ル
で
、
モ
ダ
ン
で
落
ち
着
き
が
あ
り
、
終
日
い
て

も
飽
き
な
い
家
。
公
園
の
緑
、
北
東
の
富
士
山
、
西
の
夕
焼
け

を
眺
め
ら
れ
る
家
」。そ
の
ほ
か
に
「
中
庭
が
見
え
る
玄
関
。
ア

イ
ラ
ン
ド
型
の
キ
ッ
チ
ン
。
そ
の
脇
に
食
品
庫
。
外
を
眺
め
ら

れ
る
浴
室
。
雨
に
濡
れ
ず
に
中
に
入
れ
る
車
庫
。
簡
単
な
作
業

部
屋
。
来
客
が
泊
ま
れ
る
部
屋
」
な
ど
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

る
。
簡
潔
だ
が
、
そ
の
じ
つ
、
全
体
を
貫
く
住
ま
い
の
イ
メ
ー

ジ
に
ブ
レ
が
な
く
、
暮
ら
し
方
の
具
体
像
が
必
要
十
分
に
示
さ

れ
て
い
る
。
あ
り
が
ち
な
、
予
算
に
合
わ
な
い
過
大
な
ニ
ー
ズ
、

住
み
手
の
あ
い
だ
で
の
意
見
の
食
い
違
い
。
そ
う
い
っ
た
も
の

は
、
か
け
ら
ほ
ど
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
申
込
書
は
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
で
絶
え
ず
参
照
さ
れ
、
結
果
と
し
て
も
そ
こ
に
記
載

さ
れ
た
内
容
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
は
ひ
と
つ
と
し
て
な
い
。

 

「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
と
し
て
第
1
案
が
提
示
さ
れ
た
の
は
09
年
9
月
。
通
例
よ
り

検
討
時
間
が
十
分
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
の
域
を
越
え
て
基
本
設
計
そ
の
も

の
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
決
定
的
な
骨
格
が
3
つ
。

　
ひ
と
つ
に
、
平
屋
の
建
物
を
西
の
前
面
道
路
か
ら
約
7
m
、
東
の
公
園
か
ら
約
11
m

後
退
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
庭
を
形
成
す
る
こ
と
。
西
庭
は
平
坦
な
芝
生
で
臨
時
の
駐
車
場

と
も
な
る
。
東
庭
は
斜
面
の
庭
で
、
外

か
ら
の
視
線
を
さ
え
ぎ
り
な
が
ら
公
園

を
借
景
と
す
る
。

　
ふ
た
つ
に
、
正
方
形
平
面
の
中
央
を

西
か
ら
東
に
主
空
間
が
貫
き
、
そ
の
両

側
に
付
随
的
な
機
能
が
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

　
3
つ
に
、
近
隣
の
同
じ
条
件
の
住
宅

が
み
な
南
面
と
し
て
い
る
な
か
で
、
あ

え
て
南
側
の
全
面
を
壁
で
閉
じ
、
東
側

の
公
園
に
正
対
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
も
寸
分
も
変
わ

ら
ず
に
実
施
案
に
至
っ
て
い
る
。
建
主

の
要
望
、
敷
地
条
件
な
ど
を
設
計
者
が

的
確
に
読
み
取
っ
た
成
果
に
ち
が
い
な

く
、
建
主
は
こ
の
案
を
予
想
と
は
違
っ

て
い
た
が
要
望
は
ほ
ぼ
充
足
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
ま
ま
で
も
よ
い
と
思
っ
た
そ

う
だ
。

　
契
約
が
結
ば
れ
、
設
計
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
09
年
11
月
。

　
可
能
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
を
追
う
よ
う
に
、
平
面
、
断
面
の
検
討
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
次
元
の
違
う
複
数
の
条
件
を
整
理
し
な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
新
し
い
姿
を
求

め
て
い
く
作
業
は
、
数
式
を
解
い
て
唯
一
の
正
解
に
た
ど
り
着
く
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
と

は
異
な
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
山
ほ
ど
の
前
例
を
詰
め
込
み
、
性
能
の
最
適
値
を
導
く
演
算

シ
ス
テ
ム
を
可
能
な
限
り
組
み
込
ん
だ
と
し
て
も
、
住
み
や
す
く
美
し
い
空
間
に
行
き

着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
つ
く
り
手
の
絶
え
ざ
る
創
造
的
な
動
機
と
精
妙
な

感
性
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
第
2
案
は
先
の
骨
格
を
守
り
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
変
更
が
あ
っ
た
。
最
も
大
き
な
変

更
は
中
央
の
主
空
間
の
扱
い
。
第
1
案
で
は
正
面
中
央
の
玄
関
を
入
り
、
居
間
・
食
堂

へ
つ
な
が
る
主
空
間
が
雁
行
し
て
公
園
方
向
に
次
第
に
開
け
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
一
度
に
先
ま
で
見
通
せ
な
い
よ
う
に
し
て
奥
行
き
感
を
も
た
せ
、
天
井
高
さ
を
徐

徐
に
高
め
る
な
ど
し
て
、
空
間
に
抑
揚
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
2
案

で
は
車
庫
を
取
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
構
成
と
す

る
必
要
が
あ
り
、
玄
関
、
食
堂
、
居
間
が
一
直
線
に
連
な
る
天
井
の
高
い
東
西
軸
が
出

現
し
、
両
側
の
天
井
高
の
低
い
諸
室
と
明
快
な
対
比
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
奥
行
き

感
が
薄
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
壁
で
仕
切
ら
れ
た
空
間
が
層
状
に
連
な
っ
て
い
く
構
成
。

終
着
点
ま
で
あ
と
一
歩
だ
。

　
第
3
案
。
ほ
ぼ
最
終
形
。
和
室
（
客
間
）
が
軸
線
に
組
み
込
ま
れ
、
土
間
の
玄
関
か

ら
和
室
、
作
業
コ
ー
ナ
ー
、
食
堂
、
居
間
が
直
線
的
に
並
び
、
そ
の
あ
い
だ
の
ガ
ラ
ス

格
子
戸
、
障
子
、
襖
障
子
、
ガ
ラ
ス
戸
を
開
閉
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
視
線
、

空
間
の
広
が
り
が
制
御
さ
れ
る
。
鴨
居
、
欄
間
の
縦
格
子
、
居
間
の
上
部
の
大
き
な
高

窓
、
玄
関
と
作
業
コ
ー
ナ
ー
上
部
の
小
さ
な
高
窓
な
ど
に
よ
っ
て
、
空
間
に
微
妙
な
陰

翳
、
穏
や
か
な
躍
動
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
家
屋
の
影
す
ら
見
え
な
い
静
謐
な
居
間
。
家
事
室
が
付
属
す
る
台
所
、
庭

を
望
む
浴
室
、
登
り
庭
に
面
し
た
半
戸
外
の
テ
ラ
ス
な
ど
、
適
度
に
独
立
し
た
使
い
勝

手
が
よ
い
場
所
が
そ
こ
こ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
わ
た
っ
て
ご
夫
妻
の
満
足

度
は
き
わ
め
て
高
い
と
見
受
け
ら
れ
た
。

　
ご
主
人
は
、
庭
の
植
栽
や
池
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
ラ
ス
に
設
置
す
る

テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
や
屋
上
に
上
る
は
し
ご
を
自
作
す
る
な
ど
、
持
ち
前
の
器
用
さ
と

セ
ン
ス
を
発
揮
し
て
、
生
活
を
目
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
「
富
士
宮
の
家
」
の
理
想
的
な
設
計
プ
ロ
セ
ス
は
、
建
主
の
十
分

な
ゆ
と
り
を
も
っ
た
建
設
計
画
、
過
不
足
が
な
い
要
望
、
設
計
図
か
ら
建
築
模
型
を
組

み
立
て
た
と
い
う
熱
意
、
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
相
互
理
解
、
ニ
ー
ズ
を
深

く
汲
み
取
っ
て
具
体
化
す
る
設
計
者
の
能
力
、
広
範
な
検
討
を
重
ね
つ
つ
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
案
を
提
示
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
一
体
と
な
っ
て
生

ま
れ
た
必
然
と
思
わ
れ
た
。

試
論
3
か
ら
定
着
へ

試
論
2
　
玄
関
と
食
堂
と
居
間
が
一
直
線
に

写真右／居間からテラス
を見る。窓の上部にはブ
ラインドが隠されている。
下／要望どおり、外の景
色を眺められる浴室。

居
間

浴
室

玄関脇には裏動線があり、
そこから寝室に至る。寝
室の壁の一面は収納。ま
た洗面所・浴室にも直接
つながっている。

寝室

右手に居間、左手に作業
机、奥に台所がある。要
望どおり、台所はアイラ
ンド型で食器や電化製品
は収納されている。

食堂

ルーバーの屋根がパーゴ
ラのようになった、浴室
前の半戸外のスペース。
庭のメンテナンスの際の
拠点でもある。

テラス

01
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Feature
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オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
。
注
文
主
が
オ
ー
ダ
ー
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
受
け
手
が
案
を
練
り
、

つ
く
り
手
が
製
品
を
完
成
さ
せ
る
。
受
け
手
と
つ
く
り
手
は
同
一
で
あ
る
こ
と
も
別
で

あ
る
こ
と
も
あ
る
。
家
具
、
器
、
衣
服
、
料
理
、
ア
ー
ト
ほ
か
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
は
い
く
ら
も
あ
り
、
建
築
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　
た
と
え
ば
家
具
の
よ
う
に
オ
ー
ダ
ー
の
段
階
で
最
終
形
が
明
確
で
あ
る
場
合
も
あ
れ

ば
、
料
理
の
よ
う
に
概
略
の
オ
ー
ダ
ー
が
発
せ
ら
れ
て
以
降
は
つ
く
り
手
が
自
由
に
腕

を
振
る
う
場
合
も
あ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
注
文
主
が
「
正
解
」
を
指
定
し
、
後
者
で
あ

れ
ば
つ
く
り
手
が
ひ
と
り
で
「
正
解
」
を
探
り
出
す
。
し
か
し
商
品
化
住
宅
を
除
い
て
、

建
築
の
設
計
の
場
合
は
事
情
が
違
う
。

最
初
か
ら
「
正
解
」
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
は
な
い
し
、
設
計
者
が
ひ
と

り
で
「
正
解
」
に
行
き
着
く
こ
と
も

な
い
。
注
文
主
が
要
望
を
出
し
、
設

計
者
が
案
を
つ
く
る
。
両
者
が
応
答

を
繰
り
返
し
、
修
正
を
続
け
た
果
て

に
、
完
成
形
が
お
ぼ
ろ
げ
に
現
れ
る
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
詳
細
に
踏
み
込
ん

で
応
答
が
続
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
通

常
だ
。
教
育
の
分
野
で「
正
解
主
義
」

か
ら
「
修
正
主
義
」
へ
の
転
換
が
い

わ
れ
て
い
る
が
、
建
築
設
計
の
場
合

は
ま
さ
に
そ
れ
に
当
た
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
修
正
な
く
し

て
設
計
は
収
束
し
な
い
。
建
築
設
計

の
楽
し
さ
、
難
し
さ
は
、
す
べ
て
そ
こ
に
起
因
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
設
計
者
は
誰
し
も

が
、
ス
ム
ー
ズ
で
効
率
よ
い
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
探
っ
て
止
ま
な
い
。

　
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
理
想
的
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。「
富
士
宮
の
家
」。建
主
は
ご
夫
妻
お
ふ

た
り
、
設
計
者
は
C
A
S
E 

D
E
S
I
G
N 

S
T
U
D
I
O（
横
田
典
雄
さ
ん
と
川
村

紀
子
さ
ん
、
以
下
C
D
S
と
略
記
）。
両
者
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、何
が
ど
の
よ
う
に

円
滑
な
進
行
に
寄
与
し
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

　
2
0
0
7
年
、
ご
夫
妻
は
定
年
後
の
住
ま
い
を
建
て
る
た
め
に
、
土
地
勘
の
あ
る
地

区
を
ま
わ
り
、
格
好
の
敷
地
を
探
し
当
て
た
。
ゆ
る
や
か
な
南
傾
斜
、
東
は
緑
豊
か
な

公
園
に
接
す
る
閑
静
な
分
譲
住
宅
地
。
北
東
に
富
士
山
、
西
に
は
天
守
山
地
の
山
並
み

を
遠
く
望
む
。
第
一
種
住
居
専
用
地
域
。
敷
地
面
積
約
4
4
4
㎡
。
完
成
の
目
標
は
11

年
末
。
環
境
は
の
び
の
び
、
工
程
は
ゆ
っ
た
り
、
せ
せ
こ
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
08
年
2
月
、
雑
誌
に
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
住
宅
「
山
陰
の
家
」（
07
）
を
見
つ
け

た
。
そ
の
設
計
者
で
あ
る
C
D
S
に
連
絡
を
と
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
に
参
加
し
た

の
が
7
月
、
少
し
間
を
お
い
て
翌
1
月
、
C
D
S
の
「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
に
申
し

込
ん
だ
。

 

「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
と
は
建
主
と
設
計
者
の
お
見
合
い
の
よ
う
な
も
の
。
設
計
を

希
望
す
る
人
が
C
D
S
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

送
信
、
そ
れ
を
受
け
た
C
D
S
が
建
主
と
打
ち
合
わ
せ
の
場
を

設
け
、
そ
の
後
に
概
略
の
案
を
提
示
す
る
。
双
方
が
了
解
す
れ

ば
、
そ
こ
で
初
め
て
契
約
を
結
ん
で
設
計
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

仕
組
み
で
あ
る
。

　
建
主
の
ご
夫
妻
の
申
込
書
が
残
っ
て
い
る
。
全
体
イ
メ
ー
ジ

は
「
シ
ン
プ
ル
で
、
モ
ダ
ン
で
落
ち
着
き
が
あ
り
、
終
日
い
て

も
飽
き
な
い
家
。
公
園
の
緑
、
北
東
の
富
士
山
、
西
の
夕
焼
け

を
眺
め
ら
れ
る
家
」。そ
の
ほ
か
に
「
中
庭
が
見
え
る
玄
関
。
ア

イ
ラ
ン
ド
型
の
キ
ッ
チ
ン
。
そ
の
脇
に
食
品
庫
。
外
を
眺
め
ら

れ
る
浴
室
。
雨
に
濡
れ
ず
に
中
に
入
れ
る
車
庫
。
簡
単
な
作
業

部
屋
。
来
客
が
泊
ま
れ
る
部
屋
」
な
ど
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

る
。
簡
潔
だ
が
、
そ
の
じ
つ
、
全
体
を
貫
く
住
ま
い
の
イ
メ
ー

ジ
に
ブ
レ
が
な
く
、
暮
ら
し
方
の
具
体
像
が
必
要
十
分
に
示
さ

れ
て
い
る
。
あ
り
が
ち
な
、
予
算
に
合
わ
な
い
過
大
な
ニ
ー
ズ
、

住
み
手
の
あ
い
だ
で
の
意
見
の
食
い
違
い
。
そ
う
い
っ
た
も
の

は
、
か
け
ら
ほ
ど
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
申
込
書
は
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
で
絶
え
ず
参
照
さ
れ
、
結
果
と
し
て
も
そ
こ
に
記
載

さ
れ
た
内
容
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
は
ひ
と
つ
と
し
て
な
い
。

 

「
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
」
と
し
て
第
1
案
が
提
示
さ
れ
た
の
は
09
年
9
月
。
通
例
よ
り

検
討
時
間
が
十
分
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
の
域
を
越
え
て
基
本
設
計
そ
の
も

の
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
決
定
的
な
骨
格
が
3
つ
。

　
ひ
と
つ
に
、
平
屋
の
建
物
を
西
の
前
面
道
路
か
ら
約
7
m
、
東
の
公
園
か
ら
約
11
m

後
退
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
庭
を
形
成
す
る
こ
と
。
西
庭
は
平
坦
な
芝
生
で
臨
時
の
駐
車
場

と
も
な
る
。
東
庭
は
斜
面
の
庭
で
、
外

か
ら
の
視
線
を
さ
え
ぎ
り
な
が
ら
公
園

を
借
景
と
す
る
。

　
ふ
た
つ
に
、
正
方
形
平
面
の
中
央
を

西
か
ら
東
に
主
空
間
が
貫
き
、
そ
の
両

側
に
付
随
的
な
機
能
が
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

　
3
つ
に
、
近
隣
の
同
じ
条
件
の
住
宅

が
み
な
南
面
と
し
て
い
る
な
か
で
、
あ

え
て
南
側
の
全
面
を
壁
で
閉
じ
、
東
側

の
公
園
に
正
対
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
も
寸
分
も
変
わ

ら
ず
に
実
施
案
に
至
っ
て
い
る
。
建
主

の
要
望
、
敷
地
条
件
な
ど
を
設
計
者
が

的
確
に
読
み
取
っ
た
成
果
に
ち
が
い
な

く
、
建
主
は
こ
の
案
を
予
想
と
は
違
っ

て
い
た
が
要
望
は
ほ
ぼ
充
足
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
ま
ま
で
も
よ
い
と
思
っ
た
そ

う
だ
。

　
契
約
が
結
ば
れ
、
設
計
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
09
年
11
月
。

　
可
能
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
を
追
う
よ
う
に
、
平
面
、
断
面
の
検
討
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
次
元
の
違
う
複
数
の
条
件
を
整
理
し
な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
新
し
い
姿
を
求

め
て
い
く
作
業
は
、
数
式
を
解
い
て
唯
一
の
正
解
に
た
ど
り
着
く
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
と

は
異
な
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
山
ほ
ど
の
前
例
を
詰
め
込
み
、
性
能
の
最
適
値
を
導
く
演
算

シ
ス
テ
ム
を
可
能
な
限
り
組
み
込
ん
だ
と
し
て
も
、
住
み
や
す
く
美
し
い
空
間
に
行
き

着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
つ
く
り
手
の
絶
え
ざ
る
創
造
的
な
動
機
と
精
妙
な

感
性
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
第
2
案
は
先
の
骨
格
を
守
り
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
変
更
が
あ
っ
た
。
最
も
大
き
な
変

更
は
中
央
の
主
空
間
の
扱
い
。
第
1
案
で
は
正
面
中
央
の
玄
関
を
入
り
、
居
間
・
食
堂

へ
つ
な
が
る
主
空
間
が
雁
行
し
て
公
園
方
向
に
次
第
に
開
け
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
一
度
に
先
ま
で
見
通
せ
な
い
よ
う
に
し
て
奥
行
き
感
を
も
た
せ
、
天
井
高
さ
を
徐

徐
に
高
め
る
な
ど
し
て
、
空
間
に
抑
揚
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
2
案

で
は
車
庫
を
取
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
構
成
と
す

る
必
要
が
あ
り
、
玄
関
、
食
堂
、
居
間
が
一
直
線
に
連
な
る
天
井
の
高
い
東
西
軸
が
出

現
し
、
両
側
の
天
井
高
の
低
い
諸
室
と
明
快
な
対
比
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
奥
行
き

感
が
薄
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
壁
で
仕
切
ら
れ
た
空
間
が
層
状
に
連
な
っ
て
い
く
構
成
。

終
着
点
ま
で
あ
と
一
歩
だ
。

　
第
3
案
。
ほ
ぼ
最
終
形
。
和
室
（
客
間
）
が
軸
線
に
組
み
込
ま
れ
、
土
間
の
玄
関
か

ら
和
室
、
作
業
コ
ー
ナ
ー
、
食
堂
、
居
間
が
直
線
的
に
並
び
、
そ
の
あ
い
だ
の
ガ
ラ
ス

格
子
戸
、
障
子
、
襖
障
子
、
ガ
ラ
ス
戸
を
開
閉
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
視
線
、

空
間
の
広
が
り
が
制
御
さ
れ
る
。
鴨
居
、
欄
間
の
縦
格
子
、
居
間
の
上
部
の
大
き
な
高

窓
、
玄
関
と
作
業
コ
ー
ナ
ー
上
部
の
小
さ
な
高
窓
な
ど
に
よ
っ
て
、
空
間
に
微
妙
な
陰

翳
、
穏
や
か
な
躍
動
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
家
屋
の
影
す
ら
見
え
な
い
静
謐
な
居
間
。
家
事
室
が
付
属
す
る
台
所
、
庭

を
望
む
浴
室
、
登
り
庭
に
面
し
た
半
戸
外
の
テ
ラ
ス
な
ど
、
適
度
に
独
立
し
た
使
い
勝

手
が
よ
い
場
所
が
そ
こ
こ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
わ
た
っ
て
ご
夫
妻
の
満
足

度
は
き
わ
め
て
高
い
と
見
受
け
ら
れ
た
。

　
ご
主
人
は
、
庭
の
植
栽
や
池
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
ラ
ス
に
設
置
す
る

テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
や
屋
上
に
上
る
は
し
ご
を
自
作
す
る
な
ど
、
持
ち
前
の
器
用
さ
と

セ
ン
ス
を
発
揮
し
て
、
生
活
を
目
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
「
富
士
宮
の
家
」
の
理
想
的
な
設
計
プ
ロ
セ
ス
は
、
建
主
の
十
分

な
ゆ
と
り
を
も
っ
た
建
設
計
画
、
過
不
足
が
な
い
要
望
、
設
計
図
か
ら
建
築
模
型
を
組

み
立
て
た
と
い
う
熱
意
、
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
相
互
理
解
、
ニ
ー
ズ
を
深

く
汲
み
取
っ
て
具
体
化
す
る
設
計
者
の
能
力
、
広
範
な
検
討
を
重
ね
つ
つ
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
案
を
提
示
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
一
体
と
な
っ
て
生

ま
れ
た
必
然
と
思
わ
れ
た
。

試
論
3
か
ら
定
着
へ

試
論
2
　
玄
関
と
食
堂
と
居
間
が
一
直
線
に

写真右／居間からテラス
を見る。窓の上部にはブ
ラインドが隠されている。
下／要望どおり、外の景
色を眺められる浴室。

居
間

浴
室

玄関脇には裏動線があり、
そこから寝室に至る。寝
室の壁の一面は収納。ま
た洗面所・浴室にも直接
つながっている。

寝室

右手に居間、左手に作業
机、奥に台所がある。要
望どおり、台所はアイラ
ンド型で食器や電化製品
は収納されている。

食堂

ルーバーの屋根がパーゴ
ラのようになった、浴室
前の半戸外のスペース。
庭のメンテナンスの際の
拠点でもある。

テラス
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与件
公園と向かい合った
敷地の声を聞く

Process 1 / Conversation

［ 建主からの要望 ］
・ 「伊勢崎の小さな家」の色、収納が気に入った。

・ 渋い雰囲気がよい。できれば和風、和家具を持っていきたい。
・ 土間、畳、障子、木の桟などが好き。
・ 冬の寒さより、夏の暑さ対策を。
・ 庇があってすずしくしてほしい。
・ 暗めの色が好き。
・ 部屋は、LDK、玄関、水まわり、寝室、子ども室がほしい。
・ 1階にLDK、2階に寝室。
・ LDKには書斎コーナー。
・ 子ども室は寝るところだけでよく、オープンにしてほしい。
・ キッチンカウンターを高くしたい。
・ 「かわいい」というよりはシャープに。
・ 浴室→洗面→物干し、という動線を。

［ 家族構成（駐車台数） ］
・ 夫婦＋子ども1人（車1台）

設計／駒田剛司＋駒田由香

Komada Takeshi + Komada Yuka

設計依頼の
きっかけとなった
過去の作品

建主が物持ちのため、Ｌ
ＤＫの中心の収納のほか、
外まわりの壁にも豊富な
収納がある住宅。

「伊勢崎の小さな家」

02

Special
Feature

[ Process Study ]
part

取材・文／豊田正弘　写真／傍島利浩

矩形の平面の四隅に部屋を配した住宅。
建主への提案の前に、与件からさまざまな平面を比較検証。

試行錯誤のすえ、最もシンプルな平面に至り、ほぼ最終形の初期提案になった。

完成度の高い初期提案HAT

東京都杉並区

準防火地域、第一種高度地区

東5.45m

83.11㎡

土地購入ずみで依頼

土地概要

所在地

地域地区

道路幅員

敷地面積

備考

児童交通公園

三角屋根の時計台（ミニ東京駅）

写真提供：駒田建築設計事務所

Special
Feature

[ Process Study ]
part 02

児童交通公園（信号機や
横断歩道は通常より小さ
い）から見た外観。敷地
周辺は、休日はとくに多
くの親子連れでにぎわっ
ている。

配置図
敷地はT字路の前ではな
く、児童が交通ルールを
体感できるように、道路
や横断歩道を設置した交
通公園の前にある。

写真撮影：傍島利浩

敷地は児童交通公園の入り口前と
いう開けた場所。最初の打ち合わ
せメモを見ると、建主は当初、和の
テイストも希望していたようだ。

1/2,0000 20 40m

N

HAT
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2F

1F

3
Study

３枚の門型の大きな壁面
をそれぞれ角度をつけて
クロスさせた構成。壁面
間に小さな収納のスペー
スができている。

2F

1F

2
Study

４つの壁面を、外周の少
し内側にランダムに配置。
外への開放感が強まり、
角度のついた壁面が空間
に変化を生んでいる。

５つの平面を
検討し
初期提案へ

Process 2 / Design

試論

0 2 4m

N

2F

1F

1
Study

最初は壁を立てる案を検
討した。２枚の門型の大
きな壁が、対角線上でク
ロスする構成。外の視線
からの死角ができる。

2F

1F

定 着

壁を立てる案の流れのな
かで「箱」の壁を斜めに
していたが、公園の軸を
考え、壁を斜めにする必
要はないと判断した。 

2F

1F

5
Study

Study4では１階がニュ
ートラルすぎると判断し、
収納や見え隠れする場所
として、１階と２階に「箱」
を分散して配置。

2F

1F

4
Study

壁だけを設置する案では
見え隠れする場所や収納
が足りなかったため、２
階を覆い、１階をワンル
ーム空間にした構成。

1/200

面積を考慮してワンルームを基本としなが
らも、収納や見え隠れする場所は必要。さ
らに公園との接点ももちたい。それらを満
たす平面とは。

02
Special
Feature

[ Process Study ]
part HAT
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児童交通公園に対して開
かれている。開口部は全
面開放できる幅2,100㎜の
スチール製引戸。

リビング・ダイニング

四隅の「箱」と
十字形の
オープンスペース

Process 3 / Build

定着
02

Special
Feature

[ Process Study ]
part HAT

公園前という敷地において、オープンスペ
ースが外との接点をもちながらも、四隅に
設置された「箱」によって、収納やプライ
バシーも確保されている。

2021
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02
Special
Feature

[ Process Study ]
part HAT

計
画
案
に
よ
る
対
話

与
件
1
　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

小
さ
な
土
地

与
件
2
　

最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
の
要
望

シ
ン
プ
ル
さ
に

至
る
ま
で
の
助
走

さ
ま
ざ
ま
な
試
論
か
ら
、突
如
、定
着
へ

あ
の
緑
色
の
屋
根
の
家

周
辺
環
境
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス

　
駒
田
さ
ん
た
ち
は
「
新
し
い
日
常
」
を
つ
く
る

こ
と
を
設
計
の
目
標
に
掲
げ
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

の
対
話
を
大
切
に
す
る
。

「
と
り
あ
え
ず
、
あ
ら
ゆ
る
話
を
聞
く
」
と
由
香

さ
ん
。
そ
こ
で
は
、
剛
司
さ
ん
と
由
香
さ
ん
と
が

異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
要
望
を
と
ら
え
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
多
角
的
な
視
点
を
得
ら
れ
る

こ
と
は
ふ
た
り
で
設
計
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

　
対
話
は
実
際
の
言
葉
だ
け
で
は
な
い
。「
提
示
し

た
案
を
通
し
て
、
対
話
を
し
て
い
る
」
と
剛
司
さ

ん
。
で
は
「
H
A
T
」
は
ど
ん
な
経
緯
に
よ
り
つ

く
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
建
主
の
ご
夫
妻
は
、
長
女
の
誕
生
を
き
っ
か
け

に
家
探
し
を
始
め
た
。
建
売
り
や
中
古
の
住
宅
を

見
学
し
て
ま
わ
る
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
モ
ダ

ン
な
趣
味
の
ご
主
人
と
、
古
民
家
好
き
な
奥
さ
ま

と
で
こ
と
ご
と
く
意
見
が
対
立
。
1
年
も
た
つ
と
、

世
話
を
し
て
い
た
不
動
産
業
者
か
ら
「
土
地
を
買

っ
て
、
好
き
な
家
を
建
て
て
く
だ
さ
い
」
と
勧
め

ら
れ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
土
地
探
し
を
続
け
る
う
ち
、
候
補
の
な
か
で
一
番
小
さ
く
、

一
番
単
価
の
高
い
と
こ
ろ
を
気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
敷
地
は
、
児
童
交
通
公
園
の
ゲ
ー
ト
の
真
正
面
と
い
う
特
異
な
場
所
に
あ
る
。

と
て
も
人
目
に
つ
く
と
こ
ろ
で
、
親
子
連
れ
な
ど
で
日
中
は
つ
ね
に
に
ぎ
わ
う
。
道
よ

り
少
し
高
い
位
置
に
あ
る
25
坪
は
、
正
面
左
手
（
南
側
）
を
高
い
塀
で
通
路
と
仕
切
ら

れ
、
右
手
（
北
側
）
は
レ
ベ
ル
が
下
が
り
、
奥
（
西
側
）
に
は
家
が
建
て
込
む
。
玄
関

に
廊
下
が
続
き
各
部
屋
に
至
る
よ
う
な
一
般
的
な
住
宅
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
、

と
ご
夫
妻
は
言
う
。

を
つ
く
る
こ
と
で
表
現
す
る
。
フ
ァ
イ
ン
フ
ロ
ア
を
敷
い
た
軒
下
は
狭
く
、
走
り
ま
わ

れ
る
の
は
小
さ
な
娘
さ
ん
だ
け
だ
。
し
か
し
鉢
植
え
を
置
い
て
楽
し
め
る
し
、
掃
き
出

し
窓
で
あ
っ
て
も
落
下
の
不
安
が
な
い
。
屋
根
の
北
側
上
部
の
ラ
イ
ン
は
、
斜
線
制
限

を
ギ
リ
ギ
リ
で
か
わ
し
て
い
る
。

　
そ
の
プ
ラ
ン
は
、
面
積
を
考
慮
す
れ
ば
基
本
的
に
ワ
ン
ル
ー
ム
と
な
る
。
だ
が
見
え

隠
れ
す
る
場
所
は
必
要
だ
と
駒
田
さ
ん
た
ち
は
考
え
た
。
で
は
ど
う
仕
切
っ
て
い
く
か
。

　
ま
ず
壁
だ
け
を
立
て
る
案
。
こ
れ
は
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
配
し
て
も
収
納
が
足
り
な
い
。

　
次
に
1
個
の
「
箱
」
を
置
い
て
み
る
。
こ
れ
は
1
階
が
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
り
す
ぎ

て
気
持
ち
が
よ
く
な
い
。

　
そ
し
て
四
隅
に
「
箱
」
を
置
く
案
が
出
て
く
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
室
内
側
の
壁
は

そ
れ
ぞ
れ
少
し
傾
い
て
1
階
と
2
階
を
貫
い
て
い
る
。

　
こ
こ
で
小
さ
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
娘
さ
ん
が
風
邪
を
引
い
た
た
め
、
打
ち
合

わ
せ
が
2
週
間
ほ
ど
延
び
た
の
だ
。
そ
の
あ
い
だ
に
駒
田
さ
ん
た
ち
は
考
え
は
じ
め
た
。

「
こ
の
斜
め
の
形
に
す
る
必
然
性
は
な
い
」と
。

　
こ
う
し
て
提
示
さ
れ
た
最
初
の
案
を
、
ご
夫
妻
は
ひ
と
目
で
気
に
入
っ
た
。
模
型
を

見
た
奥
さ
ま
の
感
想
は
「
な
に
こ
れ
、
か
わ
い
い
！
」。要
望
は
ほ
と
ん
ど
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
小
さ
な
家
だ
か
ら
と
妥
協
し
た
と
こ
ろ
は
見
当
た
ら
な
い
。
ご
主
人
も
、
半
分

あ
き
ら
め
て
い
た
書
斎
コ
ー
ナ
ー
が
実
現
し
た
こ
と
に
感
激
し
た
と
い
う
。

　
結
局
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
5
・
7
m
角

の
外
形
、
基
本
グ
リ
ッ
ド
、
屋
根
の
形
状
な
ど
は
ま
っ
た
く
同
じ
だ
。「
最
初
の
案
で
も
、

『
こ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
』と
い
わ
れ
た
ら
、『
は
い
、
そ
う
し
ま
し
ょ
う
』
と
い
え
る
も

の
を
出
す
」
と
剛
司
さ
ん
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
完
成
形
に
近
い
プ
ラ
ン
が
で
き
る

こ
と
は
10
軒
に
1
軒
く
ら
い
と
打
ち
明
け
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
紆
余
曲
折
に
対
し
、「
こ
こ
か
ら
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
す
ご
か
っ
た
。
の
っ

か
っ
ち
ゃ
っ
た
感
じ
」
と
奥
さ
ま
。
由
香
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
矛
盾
し
た
こ
と
を
言
わ
ず

理
屈
で
納
得
し
て
く
だ
さ
る
タ
イ
プ
」
と
い
う
ご
夫
妻
の
性
格
も
幸
い
し
、
設
計
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
第
1
案
か
ら
は
、
構
造
計
算
に
よ
り
梁
成
や
ス
ラ
ブ
厚
な
ど
の
寸

法
が
少
し
変
更
さ
れ
た
程
度
。
そ
の
後
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
1
階
の
水
ま
わ
り
や
収
納

の
詰
め
に
終
始
し
た
。
シ
ン
プ
ル
で
力
強
い
構
成
の
実
現
に
向
け
、
建
築
家
と
建
主
が

互
い
に
協
力
し
て
い
く
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　
そ
し
て
住
宅
雑
誌
で
建
築
家
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
お

ふ
た
り
と
も
駒
田
さ
ん
た
ち
の「
伊
勢
崎
の
小
さ
な
家
」

（
2
0
0
3
）が
気
に
入
っ
た
。
十
分
な
収
納
を
も
つ
コ

ン
パ
ク
ト
な
家
。
黒
い
平
屋
建
て
で
「
H
A
T
」
と
印

象
は
異
な
る
が
、
な
に
よ
り
そ
の
感
覚
に
初
め
て
意
見

が
合
っ
た
そ
う
だ
。
土
地
の
購
入
と
ほ
ぼ
同
時
に
最
初

の
打
ち
合
わ
せ
に
臨
み
、「
小
さ
く
て
も
建
ち
ま
す
か
」
と

聞
い
た
と
い
う
。
当
日
の
由
香
さ
ん
の
メ
モ
か
ら
、
そ

の
要
望
を
再
現
し
て
み
よ
う
。

　
車
は
1
台
。
和
風
の
家
具
が
あ
る
。
土
間
が
好
き
。

子
ど
も
部
屋
は
オ
ー
プ
ン
で
寝
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
い

い
。
畳
が
ほ
し
い
。
ご
主
人
の
両
親
が
泊
ま
る
こ
と
も
。

P
C
や
本
を
置
く
書
斎
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と
い
い
。
1

階
は
L
D
K
で
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
2
階
は
寝
室
。
ト

イ
レ
は
ふ
た
つ
。
洗
濯
か
ら
物
干
し
ま
で
の
家
事
動
線

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
…
…
。

　
次
回
の
提
案
を
約
束
し
た
駒
田
さ
ん
た
ち
が
ま
ず
決

定
し
た
の
は
、
駐
車
場
と
家
の
配
置
。
ふ
つ
う
に
考
え

る
と
、
南
に
駐
車
場
、
北
に
家
が
並
ぶ
。
し
か
し
そ
れ

で
は
外
部
空
間
が
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
前
面
道
路
と
家
が
近
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
車
を
家

の
下
に
入
れ
て
、
家
全
体
を
も
ち
上
げ
た
。
す
る
と
左
右
（
南
北
）
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
に
テ
ラ
ス
が
置
け
て
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
で
道
路
と
の
適
度
な
距
離
感
が
つ

く
れ
る
。
そ
し
て
公
園
に
向
け
た
長
い
視
線
が
得
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
個
人
住
宅
の
設
計
で
あ
り
な
が
ら
、
家
の
公
共
性
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。

建
物
が
街
の
も
の
に
な
る
と
い
う
感
覚
。
公
園
の
正
面
に
あ
り
強
い
軸
性
を
受
け
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
構
え
が
決
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
土
地
を
購
入
し
た
建
主
の
想
い
に
応
え

る
よ
う
に
、
公
園
に
き
ち
ん
と
向
き
合
う
四
角
く
カ
ッ
チ
リ
と
し
た
姿
。

　
開
放
的
な
1
階
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
と
な
る
2
階
に
は
屋
根
が
ス
ポ

ッ
と
か
ぶ
せ
て
あ
る
。
階
ご
と
の
性
格
の
違
い
を
、
ガ
ラ
ス
の
外
に
も
う
ひ
と
つ
覆
い

　
色
の
決
定
方
法
も
興
味
深
い
。
外
観
を
印
象
づ
け
る
屋
根
の
緑
色
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

案
を
経
て
、
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
に
戻
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
家
は
自
分
た
ち
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
街
の
ア
イ
コ
ン
に
な
る
。
公
園
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
や
親
子
連
れ
が
、

あ
そ
こ
に
緑
の
屋
根
の
家
が
あ
っ
た
ね
と
記
憶
の
な
か
に
と
ど
め
て
く
れ
る
よ
う
に
。

駒
田
さ
ん
た
ち
と
ご
夫
妻
の
あ
い
だ
に
、
そ
ん
な
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
白
い
外
壁
は
そ
の
ま
ま
ま
わ
り
込
ん
で
内
壁
と
な
る
。
対
比
的
に
「
箱
」
内
部
は
ダ

ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
。
そ
の
色
決
め
は
、
建
物
の
形
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
10
パ
タ
ー
ン

ほ
ど
の
C
G
と
模
型
を
現
場
に
持
ち
込
ん
で
検
討
さ
れ
た
。

「
H
A
T
」
を
訪
れ
て
ま
ず
魅
了
さ
れ
る
の
は
、
4
方

向
へ
の
視
線
の
抜
け
だ
ろ
う
。
十
字
形
の
平
面
が
そ
れ

を
強
調
す
る
。
と
く
に
1
階
で
は
、
南
北
の
デ
ッ
キ
と

の
一
体
感
、
西
側
キ
ッ
チ
ン
越
し
の
緑
、
そ
し
て
東
側

の
公
園
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
感
が
楽
し
め
る
。

　
そ
の
心
地
よ
さ
は
、
繊
細
な
建
築
的
操
作
に
も
起
因

す
る
。
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
も
の
が
目
に
つ
か
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
の
だ
。
冷
蔵
庫
は
パ
ン
ト
リ
ー
の
な
か

に
収
め
ら
れ
、
エ
ア
コ
ン
も
壁
付
け
で
な
く
床
置
き
に
。

柱
梁
、
根
太
、
垂
木
な
ど
の
構
造
材
、
開
口
の
枠
や
框

な
ど
の
建
築
要
素
も
慎
重
に
存
在
を
消
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
児
童
交
通
公
園
は
、
道
路
の
幅
、
信
号
機
、
突

き
当
た
り
の
「
ミ
ニ
東
京
駅
」
に
至
る
ま
で
、
子
ど
も

の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
小
ぶ
り
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
眺
め
は
不
思
議
な
ス
ケ
ー
ル
感
を
加
速
す
る
。

　
竣
工
か
ら
約
3
年
。
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
は
備
え
て
あ

る
が
、
カ
ー
テ
ン
を
取
り
付
け
る
予
定
は
な
い
。
オ
ー

プ
ン
な
家
を
通
し
て
、
奥
さ
ま
は
多
く
の
知
り
合
い
を

得
た
よ
う
だ
。
以
前
の
南
側
通
路
は
テ
ラ
ス
に
続
く
庭

と
な
り
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
や
レ
ン
ゲ
の
グ
ラ
ン
ド
カ
バ

ー
が
育
つ
。
す
で
に
周
辺
の
誰
も
が
知
る
こ
の
家
は
、

そ
の
魅
力
と
存
在
感
を
今
後
も
増
し
て
い
く
に
ち
が
い

な
い
。

四隅の「箱」は、トイレ・
パントリー（奥左）、納戸
（奥右）、階段（手前左）、
書斎（手前右）。

リビング・ダイニング

書斎からリビング・ダイ
ニングを見る。白い壁に
対し、「箱」のなかの壁は
ダークブラウンに塗装。

書斎より
１階と同じ構成。四隅は
トイレ・納戸（奥左）、浴
室（奥右）、階段（手前左）、
納戸（手前右）。

2階ホール
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02
Special
Feature

[ Process Study ]
part HAT

計
画
案
に
よ
る
対
話

与
件
1
　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

小
さ
な
土
地

与
件
2
　

最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
の
要
望

シ
ン
プ
ル
さ
に

至
る
ま
で
の
助
走

さ
ま
ざ
ま
な
試
論
か
ら
、突
如
、定
着
へ

あ
の
緑
色
の
屋
根
の
家

周
辺
環
境
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス

　
駒
田
さ
ん
た
ち
は
「
新
し
い
日
常
」
を
つ
く
る

こ
と
を
設
計
の
目
標
に
掲
げ
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

の
対
話
を
大
切
に
す
る
。

「
と
り
あ
え
ず
、
あ
ら
ゆ
る
話
を
聞
く
」
と
由
香

さ
ん
。
そ
こ
で
は
、
剛
司
さ
ん
と
由
香
さ
ん
と
が

異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
要
望
を
と
ら
え
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
多
角
的
な
視
点
を
得
ら
れ
る

こ
と
は
ふ
た
り
で
設
計
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

　
対
話
は
実
際
の
言
葉
だ
け
で
は
な
い
。「
提
示
し

た
案
を
通
し
て
、
対
話
を
し
て
い
る
」
と
剛
司
さ

ん
。
で
は
「
H
A
T
」
は
ど
ん
な
経
緯
に
よ
り
つ

く
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
建
主
の
ご
夫
妻
は
、
長
女
の
誕
生
を
き
っ
か
け

に
家
探
し
を
始
め
た
。
建
売
り
や
中
古
の
住
宅
を

見
学
し
て
ま
わ
る
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
モ
ダ

ン
な
趣
味
の
ご
主
人
と
、
古
民
家
好
き
な
奥
さ
ま

と
で
こ
と
ご
と
く
意
見
が
対
立
。
1
年
も
た
つ
と
、

世
話
を
し
て
い
た
不
動
産
業
者
か
ら
「
土
地
を
買

っ
て
、
好
き
な
家
を
建
て
て
く
だ
さ
い
」
と
勧
め

ら
れ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
土
地
探
し
を
続
け
る
う
ち
、
候
補
の
な
か
で
一
番
小
さ
く
、

一
番
単
価
の
高
い
と
こ
ろ
を
気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
敷
地
は
、
児
童
交
通
公
園
の
ゲ
ー
ト
の
真
正
面
と
い
う
特
異
な
場
所
に
あ
る
。

と
て
も
人
目
に
つ
く
と
こ
ろ
で
、
親
子
連
れ
な
ど
で
日
中
は
つ
ね
に
に
ぎ
わ
う
。
道
よ

り
少
し
高
い
位
置
に
あ
る
25
坪
は
、
正
面
左
手
（
南
側
）
を
高
い
塀
で
通
路
と
仕
切
ら

れ
、
右
手
（
北
側
）
は
レ
ベ
ル
が
下
が
り
、
奥
（
西
側
）
に
は
家
が
建
て
込
む
。
玄
関

に
廊
下
が
続
き
各
部
屋
に
至
る
よ
う
な
一
般
的
な
住
宅
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
、

と
ご
夫
妻
は
言
う
。

を
つ
く
る
こ
と
で
表
現
す
る
。
フ
ァ
イ
ン
フ
ロ
ア
を
敷
い
た
軒
下
は
狭
く
、
走
り
ま
わ

れ
る
の
は
小
さ
な
娘
さ
ん
だ
け
だ
。
し
か
し
鉢
植
え
を
置
い
て
楽
し
め
る
し
、
掃
き
出

し
窓
で
あ
っ
て
も
落
下
の
不
安
が
な
い
。
屋
根
の
北
側
上
部
の
ラ
イ
ン
は
、
斜
線
制
限

を
ギ
リ
ギ
リ
で
か
わ
し
て
い
る
。

　
そ
の
プ
ラ
ン
は
、
面
積
を
考
慮
す
れ
ば
基
本
的
に
ワ
ン
ル
ー
ム
と
な
る
。
だ
が
見
え

隠
れ
す
る
場
所
は
必
要
だ
と
駒
田
さ
ん
た
ち
は
考
え
た
。
で
は
ど
う
仕
切
っ
て
い
く
か
。

　
ま
ず
壁
だ
け
を
立
て
る
案
。
こ
れ
は
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
配
し
て
も
収
納
が
足
り
な
い
。

　
次
に
1
個
の
「
箱
」
を
置
い
て
み
る
。
こ
れ
は
1
階
が
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
り
す
ぎ

て
気
持
ち
が
よ
く
な
い
。

　
そ
し
て
四
隅
に
「
箱
」
を
置
く
案
が
出
て
く
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
室
内
側
の
壁
は

そ
れ
ぞ
れ
少
し
傾
い
て
1
階
と
2
階
を
貫
い
て
い
る
。

　
こ
こ
で
小
さ
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
娘
さ
ん
が
風
邪
を
引
い
た
た
め
、
打
ち
合

わ
せ
が
2
週
間
ほ
ど
延
び
た
の
だ
。
そ
の
あ
い
だ
に
駒
田
さ
ん
た
ち
は
考
え
は
じ
め
た
。

「
こ
の
斜
め
の
形
に
す
る
必
然
性
は
な
い
」と
。

　
こ
う
し
て
提
示
さ
れ
た
最
初
の
案
を
、
ご
夫
妻
は
ひ
と
目
で
気
に
入
っ
た
。
模
型
を

見
た
奥
さ
ま
の
感
想
は
「
な
に
こ
れ
、
か
わ
い
い
！
」。要
望
は
ほ
と
ん
ど
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
小
さ
な
家
だ
か
ら
と
妥
協
し
た
と
こ
ろ
は
見
当
た
ら
な
い
。
ご
主
人
も
、
半
分

あ
き
ら
め
て
い
た
書
斎
コ
ー
ナ
ー
が
実
現
し
た
こ
と
に
感
激
し
た
と
い
う
。

　
結
局
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
5
・
7
m
角

の
外
形
、
基
本
グ
リ
ッ
ド
、
屋
根
の
形
状
な
ど
は
ま
っ
た
く
同
じ
だ
。「
最
初
の
案
で
も
、

『
こ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
』と
い
わ
れ
た
ら
、『
は
い
、
そ
う
し
ま
し
ょ
う
』
と
い
え
る
も

の
を
出
す
」
と
剛
司
さ
ん
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
完
成
形
に
近
い
プ
ラ
ン
が
で
き
る

こ
と
は
10
軒
に
1
軒
く
ら
い
と
打
ち
明
け
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
紆
余
曲
折
に
対
し
、「
こ
こ
か
ら
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
す
ご
か
っ
た
。
の
っ

か
っ
ち
ゃ
っ
た
感
じ
」
と
奥
さ
ま
。
由
香
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
矛
盾
し
た
こ
と
を
言
わ
ず

理
屈
で
納
得
し
て
く
だ
さ
る
タ
イ
プ
」
と
い
う
ご
夫
妻
の
性
格
も
幸
い
し
、
設
計
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
第
1
案
か
ら
は
、
構
造
計
算
に
よ
り
梁
成
や
ス
ラ
ブ
厚
な
ど
の
寸

法
が
少
し
変
更
さ
れ
た
程
度
。
そ
の
後
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
1
階
の
水
ま
わ
り
や
収
納

の
詰
め
に
終
始
し
た
。
シ
ン
プ
ル
で
力
強
い
構
成
の
実
現
に
向
け
、
建
築
家
と
建
主
が

互
い
に
協
力
し
て
い
く
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　
そ
し
て
住
宅
雑
誌
で
建
築
家
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
お

ふ
た
り
と
も
駒
田
さ
ん
た
ち
の「
伊
勢
崎
の
小
さ
な
家
」

（
2
0
0
3
）が
気
に
入
っ
た
。
十
分
な
収
納
を
も
つ
コ

ン
パ
ク
ト
な
家
。
黒
い
平
屋
建
て
で
「
H
A
T
」
と
印

象
は
異
な
る
が
、
な
に
よ
り
そ
の
感
覚
に
初
め
て
意
見

が
合
っ
た
そ
う
だ
。
土
地
の
購
入
と
ほ
ぼ
同
時
に
最
初

の
打
ち
合
わ
せ
に
臨
み
、「
小
さ
く
て
も
建
ち
ま
す
か
」
と

聞
い
た
と
い
う
。
当
日
の
由
香
さ
ん
の
メ
モ
か
ら
、
そ

の
要
望
を
再
現
し
て
み
よ
う
。

　
車
は
1
台
。
和
風
の
家
具
が
あ
る
。
土
間
が
好
き
。

子
ど
も
部
屋
は
オ
ー
プ
ン
で
寝
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
い

い
。
畳
が
ほ
し
い
。
ご
主
人
の
両
親
が
泊
ま
る
こ
と
も
。

P
C
や
本
を
置
く
書
斎
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と
い
い
。
1

階
は
L
D
K
で
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
2
階
は
寝
室
。
ト

イ
レ
は
ふ
た
つ
。
洗
濯
か
ら
物
干
し
ま
で
の
家
事
動
線

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
…
…
。

　
次
回
の
提
案
を
約
束
し
た
駒
田
さ
ん
た
ち
が
ま
ず
決

定
し
た
の
は
、
駐
車
場
と
家
の
配
置
。
ふ
つ
う
に
考
え

る
と
、
南
に
駐
車
場
、
北
に
家
が
並
ぶ
。
し
か
し
そ
れ

で
は
外
部
空
間
が
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
前
面
道
路
と
家
が
近
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
車
を
家

の
下
に
入
れ
て
、
家
全
体
を
も
ち
上
げ
た
。
す
る
と
左
右
（
南
北
）
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
に
テ
ラ
ス
が
置
け
て
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
で
道
路
と
の
適
度
な
距
離
感
が
つ

く
れ
る
。
そ
し
て
公
園
に
向
け
た
長
い
視
線
が
得
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
個
人
住
宅
の
設
計
で
あ
り
な
が
ら
、
家
の
公
共
性
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。

建
物
が
街
の
も
の
に
な
る
と
い
う
感
覚
。
公
園
の
正
面
に
あ
り
強
い
軸
性
を
受
け
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
構
え
が
決
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
土
地
を
購
入
し
た
建
主
の
想
い
に
応
え

る
よ
う
に
、
公
園
に
き
ち
ん
と
向
き
合
う
四
角
く
カ
ッ
チ
リ
と
し
た
姿
。

　
開
放
的
な
1
階
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
と
な
る
2
階
に
は
屋
根
が
ス
ポ

ッ
と
か
ぶ
せ
て
あ
る
。
階
ご
と
の
性
格
の
違
い
を
、
ガ
ラ
ス
の
外
に
も
う
ひ
と
つ
覆
い

　
色
の
決
定
方
法
も
興
味
深
い
。
外
観
を
印
象
づ
け
る
屋
根
の
緑
色
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

案
を
経
て
、
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
に
戻
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
家
は
自
分
た
ち
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
街
の
ア
イ
コ
ン
に
な
る
。
公
園
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
や
親
子
連
れ
が
、

あ
そ
こ
に
緑
の
屋
根
の
家
が
あ
っ
た
ね
と
記
憶
の
な
か
に
と
ど
め
て
く
れ
る
よ
う
に
。

駒
田
さ
ん
た
ち
と
ご
夫
妻
の
あ
い
だ
に
、
そ
ん
な
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
白
い
外
壁
は
そ
の
ま
ま
ま
わ
り
込
ん
で
内
壁
と
な
る
。
対
比
的
に
「
箱
」
内
部
は
ダ

ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
。
そ
の
色
決
め
は
、
建
物
の
形
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
10
パ
タ
ー
ン

ほ
ど
の
C
G
と
模
型
を
現
場
に
持
ち
込
ん
で
検
討
さ
れ
た
。

「
H
A
T
」
を
訪
れ
て
ま
ず
魅
了
さ
れ
る
の
は
、
4
方

向
へ
の
視
線
の
抜
け
だ
ろ
う
。
十
字
形
の
平
面
が
そ
れ

を
強
調
す
る
。
と
く
に
1
階
で
は
、
南
北
の
デ
ッ
キ
と

の
一
体
感
、
西
側
キ
ッ
チ
ン
越
し
の
緑
、
そ
し
て
東
側

の
公
園
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
感
が
楽
し
め
る
。

　
そ
の
心
地
よ
さ
は
、
繊
細
な
建
築
的
操
作
に
も
起
因

す
る
。
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
も
の
が
目
に
つ
か
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
の
だ
。
冷
蔵
庫
は
パ
ン
ト
リ
ー
の
な
か

に
収
め
ら
れ
、
エ
ア
コ
ン
も
壁
付
け
で
な
く
床
置
き
に
。

柱
梁
、
根
太
、
垂
木
な
ど
の
構
造
材
、
開
口
の
枠
や
框

な
ど
の
建
築
要
素
も
慎
重
に
存
在
を
消
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
児
童
交
通
公
園
は
、
道
路
の
幅
、
信
号
機
、
突

き
当
た
り
の
「
ミ
ニ
東
京
駅
」
に
至
る
ま
で
、
子
ど
も

の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
小
ぶ
り
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
眺
め
は
不
思
議
な
ス
ケ
ー
ル
感
を
加
速
す
る
。

　
竣
工
か
ら
約
3
年
。
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
は
備
え
て
あ

る
が
、
カ
ー
テ
ン
を
取
り
付
け
る
予
定
は
な
い
。
オ
ー

プ
ン
な
家
を
通
し
て
、
奥
さ
ま
は
多
く
の
知
り
合
い
を

得
た
よ
う
だ
。
以
前
の
南
側
通
路
は
テ
ラ
ス
に
続
く
庭

と
な
り
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
や
レ
ン
ゲ
の
グ
ラ
ン
ド
カ
バ

ー
が
育
つ
。
す
で
に
周
辺
の
誰
も
が
知
る
こ
の
家
は
、

そ
の
魅
力
と
存
在
感
を
今
後
も
増
し
て
い
く
に
ち
が
い

な
い
。

四隅の「箱」は、トイレ・
パントリー（奥左）、納戸
（奥右）、階段（手前左）、
書斎（手前右）。

リビング・ダイニング

書斎からリビング・ダイ
ニングを見る。白い壁に
対し、「箱」のなかの壁は
ダークブラウンに塗装。

書斎より
１階と同じ構成。四隅は
トイレ・納戸（奥左）、浴
室（奥右）、階段（手前左）、
納戸（手前右）。

2階ホール
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駒田剛司
Komada Takeshi

こまだ・ゆか／1966年福岡県生まれ。
89年九州大学工学部建築学科卒業。
89～93年東陶機器（現TOTO）シス
テムキッチン開発課。93～96年サテ
ィスデザイン。96年駒田建築設計事
務所設立。現在、中央工学校講師。

駒田由香
Komada Yuka

「伊勢崎の小さな家」（03）、
「東船橋の家」（05）、
「座間の家」（05）。

おもな作品

建築概要
所在地 東京都杉並区
主要用途 専用住宅
家族構成 夫婦＋子ども1人
設計 駒田剛司＋駒田由香／
 駒田建築設計事務所
構造設計 昭和女子大学森部研究室
構造 木造在来工法、一部鉄筋コンクリート造
施工 本間建設
階数 地下1階、地上2階
敷地面積 83.11㎡
建築面積 32.49㎡
延床面積 77.46㎡
設計期間 2010年10月～2011年7月
工事期間 2011年7月～2012年4月

おもな外部仕上げ
屋根 カラーガルバリウム鋼板
 t=0.4㎜ 平葺き
外壁 装飾性仕上塗材
開口部 スチール製引戸、アルミサッシ
外構 SPF 防腐塗料（テラス）
 ファインフロアMF型（軒下）

おもな内部仕上げ
LDK
床 パイン無垢フローリング
 t=15㎜ オイルフィニッシュ
壁 装飾性仕上塗材
天井 不燃シナ合板 オイルフィニッシュ
書斎
床・壁・天井 ラワン合板 OSCL
ホール
床 シナ合板 OSCL 
壁 装飾性仕上塗材
天井 PB t=9.5㎜ EP
寝室
床 畳敷き
壁 装飾性仕上塗材
天井 シナ合板 OSCL
子ども室1、2
床・天井 シナ合板 OSCL
壁 装飾性仕上塗材
浴室
床・壁 ラワン合板 OS
 FRP防水 トップコートクリア
天井 珪酸カルシウム板 t=6㎜ EP

▼

▼

▼
第一種高度地区斜線

▼道路レベル

カラーガルバリウム鋼板t=0.4㎜平葺き
アスファルトルーフィング22kg
耐水合板 t=12㎜
垂木45×45㎜
構造用合板 t=12㎜
住宅用グラスウール24kg t=100㎜

PB t=9.5㎜ EP

SPF(2×6材）防腐塗料
コンクリートコテ仕上げ
水勾配1/100

パイン無垢フローリング
オイルフィニッシュ
合板t=12+12㎜
ネオマフォームt=75㎜

シナ合板 OSCL
構造用合板t=12㎜

不燃シナ合板 OSCL
ケイカル板t=16㎜ EP

シナ合板 OSCL

縁なし畳

コンクリートコテ仕上げ 
ハードナー塗布

基礎スラブ
捨てコンクリート
砕石

布基礎
捨てコンクリート
砕石

10
1.617

10

2.033

10

2.822

梯子

▼1FL

▼2FL

GL

最高高さ

ロフトFL
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アルミ製トップライト

スチール製引戸スチール製引戸

支柱：St.60φ フッ素樹脂塗装
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HAT

竣工２年後に南側の土地
を庭として購入。テラス
から庭に降りる階段も新
設された。

屋根と２階壁面のあいだ
は、床にファインフロア
が敷かれ、物干しや花台
になる空間。
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こまだ・たけし／1965年神奈川県生ま
れ。89年東京大学工学部建築学科卒業。
89～95年香山壽夫建築研究所。95～20
00年東京大学建築学専攻助手。00年～
駒田建築設計事務所。現在、東京大学、
東京工芸大学、昭和女子大学、東京電
機大学、東京理科大学非常勤講師。

カラーガルバリウム鋼板

コンクリート打放し

▼

東側外観。
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与件
「ネットワーク型の空間」を実現させたい

Process 1 / Conversation

設計／柄沢祐輔

Karasawa Yuusuke

　建築としての実現が目指されたのはネットワークの概念「Small-world-
network」。1998年に複雑ネットワークの研究者であるダンカン・ワッツとス
ティーヴン・ストロガッツが発見した、「短い距離」と「長い距離」が共存し、多
様性と秩序のバランスがよい自然界のネットワーク構造の図式。この構造は、
インターネットや、人体の細胞などのあらゆる自然界のネットワークに普遍的
に見出されるものであるといわれている。
　柄沢祐輔さんと建主・清水高志さん（東洋大学総合情報学部准教授。
現代フランス哲学、情報創造論専攻）は、このダイアグラムから「短い距離」
と「長い距離」の共存という要素を抽出し、建築として「ネットワーク型の空
間」の実現を目指した。
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取材・文／大山直美　写真／Sergio Pirrone、鳥村鋼一

建主はネットワーク哲学の研究者。建築家と建主が一丸となって、
「短い距離」と「長い距離」が共存し、多様性と秩序のバランスがよい自然界のネットワーク構造を、

建築によって再現することを目指した。

建主も建築家も走ったs-house

配置図
設計依頼後、建主と建築
家とで一緒に探した土地。
密集地の袋小路のため、
周囲からの視線はさえぎ
られている立地である。

スキップフロアが南側と
北側とでずれて積層して
いる。そのため、視覚的
に「短い距離」でも、動
線としては「長い距離」
になることがある。

土地概要

所在地

地域地区

道路幅員

敷地面積

備考

埼玉県さいたま市大宮区

第二種住居地域

北4.0m

89.46㎡

土地購入前に依頼

「ネットワーク型の空間」の
実現を目指したもの。「s-
house」のマスに対し、
ヴォイドによるネットワ
ーク構造を再現。

「villa kanousan」

格差が生じたとき、肥大
化する前に都市の中心が
移動する都市計画のコン
セプトを表現したインス
タレーション。

「瀋陽市方城地区計画」

フィボナッチ級数を用い
て地下動線を立体的に錯
綜させる都市計画。上記
のインスタレーションを
応用したもの。

「中心が移動し続ける
都市」

設計依頼の
きっかけとなった
過去の作品

［ 家族構成 ］　男性１人

部屋の機能よりも、とにかく前代未
聞の「ネットワーク型の空間」を実
現させること、それが与件だった。

1/2,000 0 20 40m

N

s-house

2627

写真提供：柄沢祐輔建築設計事務所
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「Small-world-network」の
概念を表すダイアグラム。
秩序ある規則（Regular）
と多様性のあるランダム

（Random）という両極端
なネットワークの中間の
モデルである。「Regular」
は最も近い頂点同士が結
ばれる規則的なもので、

「Random」はランダムに
各頂点をつなぎかえたも

Regular Small-world Random

p = 0 p = 1
Increasing randomness

の。それらに対し、真ん
中の「Small-world」では、
一定の確率（p）で「Rand
om」のように各頂点をつ
なぎかえ、その逆の確率

（1-p）で「Regular」のよう
に近い頂点を結びつけて
いる。この秩序とランダ
ム性がバランスを保った
状態が「Small-world-
network」である。
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part s-house

ボックス梁、階段、デッキスラブの建て方

試論
ディテールや施工の
困難をいかに乗り越えるか

Process 2 / Design

屋上引戸詳細図

屋根も床スラブと同じ形
状で、開口部は斜めにな
っている。そこに引戸を
納めるディテール。

ボックス梁断面詳細図

「概念」の形態をじゃまし
ないように、鉄板のボッ
クス梁のなかで配管、配
線をしている。

難しい形態、構造、設備
のため、施工も容易では
なかった。とくに特注し
たボックス梁を納める精
度が求められ、橋などの
建設にかかわる工務店が
担うことになった。

市松模様の床とヴォイド
が交互に逆転しながら積
層していく。また構造体
のボックス梁も、交互に
庇と梁になりながら、編
み込まれている。

1/20

AB

構造用合板 t=9.5㎜
寒冷紗
パテシゴキのうえ EP塗装

ST:PL t=3.2㎜
錆止め塗装のうえウレタン塗装

ST:PL t=1.6㎜ 曲げ加工
錆止め塗装のうえ
ウレタン塗装

亜鉛鉄板ゼロスパングル t=3.2㎜
溶接グラインダー加工のうえ
フッ素樹脂塗装
構造用合板 t=9㎜

ST:PL t=6㎜ 錆止め塗装のうえウレタン塗装

ST:PL t=6㎜ ウレタン塗装＋
端部ノンスリップ塗装

ネオプレインゴム（白）

フロート板ガラス t=10㎜

PB t=9.5㎜
寒冷紗
パテシゴキのうえ EP
木下地 12.5×40㎜

ネオプレインゴム（白）

磁器質タイル t=10㎜
パワー防錆EP 039

（染めQテクノロジー）のうえ
ウレタン塗装

水抜き穴
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不陸調整
モルタル t=5㎜ 合板 t=4㎜

寒冷紗パテシゴキのうえ
EP塗装
木下地 48.3×40㎜

遮光カーテン用 カーテンレール 
ロイヤルレイル 杉田エース

カーテンレール 
ロイヤルレイル 
杉田エース

サイザル麻 t=6㎜
合板 t=9.5㎜
床暖房 t=6㎜
構造用合板 t=12.5㎜
捨て張り t=9㎜

PB t=9.5㎜
寒冷紗パテシゴキのうえ EP塗装
木下地 48.3×40㎜

PB t=12.5㎜
スタイロ t=30㎜

フロート板ガラス 
t=10㎜

ST:PL 
t=4.5㎜

ジョイント部、
低温溶接のうえ、

グラインダー仕上げ
（２回）

ST:PL t=3.2㎜
溶接グラインダー

加工のうえ
フッ素塗装

▽設計GL=平均GL

写真提供：柄沢祐輔建築設計事務所

「概念」をわかりすく具現化するた
めには、雨じまいや設備の納め方
などの課題が山積していた。

2829
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写真とCGの合成に見え
るほどに、構造や設備が
整理されている。隅には
44.6㎜の細い柱。

北側外観

03
Special
Feature

[ Process Study ]
part s-house

定着
妥協しない
設計と施工が
理想を実現

Process 3 / Build

特殊な構造を考案し、部材や設備
を隠し、施工精度も高めたことで、
建主と建築家が理想とした「ネット
ワーク型の空間」に限りなく近い建
築を実現。

3031
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情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
り
、
私
た
ち
は
30
年
前
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
隣
人
の
顔
も
知
ら
な
い
の
に
、
地
球
の
裏
側
に
い
る
人
と
隣
り

合
っ
た
感
覚
で
話
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
距
離
の
長
短
が
錯
綜
し
た
空
間
体
験
が
で
き

る
建
築
を
目
指
し
た
の
が
、
こ
の
住
宅
で
あ
る
。

　
住
宅
密
集
地
の
一
角
に
立
つ
家
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
外
周
に
壁
は
な
い
。
4
層

の
ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
か
ら
な
る
内
部
は
、
各
フ
ロ
ア
を
田
の
字
型
に
4
分
割
し
、
互
い

違
い
に
床
と
吹
抜
け
を
配
置
。
そ
れ
ぞ
れ
の
床
は
、
中
央
の
斜
め
の
壁
と
階
段
、
枝
分

か
れ
と
合
流
を
繰
り
返
し
つ
つ
建
物
の
ま
わ
り
に
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
つ
い
た
梁
と
一
体

と
な
り
、
見
た
目
も
ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
構
造
体
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
室
内
は
、
交
錯
す
る
斜
め
の
壁
や
階
段
の
あ
い
だ
か
ら
ほ
か
の
部
屋
の
一
部
が
見
え

る
ワ
ン
ル
ー
ム
だ
が
、
同
一
フ
ロ
ア
の
対
角
線
上
に
あ
る
2
室
の
あ
い
だ
に
廊
下
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
リ
ビ
ン
グ
か
ら
キ
ッ
チ
ン
に
行
く
に
は
、
目
の
前
に
見
え

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
半
階
上
の
書
斎
に
上
が
っ
て
か
ら
半
階
下
り
る
こ
と
に
な
る
。

設
計
者
の
柄
沢
祐
輔
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
遠
近
感
や
奥
行
き
の
感
覚
が
攪
乱
さ
れ
る
こ
と

で
、
実
際
の
倍
以
上
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
そ
う
だ
。

　
大
学
時
代
か
ら
情
報
空
間
を
い
か
に
し
て
建
築
化
す
る
か
を
研
究
し
て
き
た
柄
沢
さ

ん
は
、
短
い
距
離
と
長
い
距
離
が
同
時
に
存
在
す
る
よ
う
な
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
空

間
」
に
可
能
性
を
感
じ
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
ア
イ
デ
ア
を
あ
た
た
め
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
る
で
導
か
れ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
柄
沢
さ
ん
に
住
宅
設
計
を
依
頼
し
て
き
た
の
が
、

こ
の
家
の
建
主
だ
っ
た
。
大
学
で
教
鞭
を
執
る
建
主
の
専
門
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
哲
学
」。

複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
自
然
界
に
い
ち
早
く
着
目
し
、
自
然
科
学
の
知
見
を
哲

学
に
導
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
の
研
究
者

で
、
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
も
住
ま
い
に
関
す
る
一
般
的
な
要
望
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

哲
学
談
義
に
花
が
咲
い
た
ら
し
い
。
物
事
は
す
べ
て
ま
っ
す
ぐ
落
ち
て
い
く
だ
け
だ
と

考
え
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
は
異
な
り
、
セ
ー
ル
が
影
響
を
受
け
た
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
は
、

物
事
が
斜
め
に
動
い
て
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
が
生
ま
れ
る
と
い
う
「
ク

リ
ナ
ー
メ
ン
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
の
ク
リ
ナ
ー
メ
ン
を
な
ん
と
か
建
築
に

で
き
な
い
か
と
話
し
た
と
い
う
の
だ
。

　
ま
た
、
予
算
は
示
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
土
地
も
購
入
し
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
哲
学
を
体
現
す
る
よ
う
な
建
築
を
形
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
が
固
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
が
う
ま
く
納
ま
り
、
か
つ
通
勤
に
便
利
な
土
地
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
世
に
も
珍
し
い
依
頼
を
受
け
た
柄
沢
さ
ん
は
、
そ
の
当
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
空

間
を
つ
く
る
う
え
で
発
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
ふ
た
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
千
葉
の
別
荘
「villa kanousan

」（
2
0
0
9
）、
も
う
ひ
と

つ
は
中
国
の
地
下
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
瀋
陽
市
方
城
地
区
計
画
」（
09
）。こ
れ
ら
の
設

計
を
通
じ
、
あ
る
法
則
に
基
づ
い
て
、
複
雑
に
立
体
的
に
入
り
組
ん
だ
構
造
体
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
自
体
が
編
み
込
ま
れ
、
絡
み
合
っ
て
い
る
よ
う
な
建
築
が
生

ま
れ
る
の
で
は
と
思
い
つ
い
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な
「
複
雑
な
階
層

状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
交
互
に
梁
と
庇
に
な
る
構
造
体
が
建
物

の
周
囲
を
巡
り
、
市
松
模
様
状
に
床
と
吹
抜
け
が
配
さ
れ
る
構
成
が
出
来
上
が
っ
た
。

　
こ
の
新
し
い
空
間
形
式
を
突
き
詰
め
、
ほ
ぼ
形
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
柄
沢
さ
ん
は

グ
ル
ー
プ
展
で
こ
の
家
の
模
型
を
発
表
す
る
こ
と
に
決
め
、
展
覧
会
に
建
主
を
招
い
た
。

建
主
は
ひ
と
目
見
る
な
り
、
自
分
の
人
生
の
テ
ー
マ
が
そ
の
ま
ま
空
間
に
な
っ
て
お
り
、

造
形
的
に
も
き
わ
め
て
美
し
い
と
非
常
に
満
足
し
、
正
式
に
設
計
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に

決
め
た
。

　
土
地
も
無
事
に
見
つ
か
っ
た
。
駅
か
ら
は
徒
歩
圏
内
だ
が
、
私
道
に
面
し
た
密
集
地

で
車
が
入
れ
な
い
た
め
格
安
で
、
そ
の
分
、
建
物
に
予
算
を
ま
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

密
集
地
の
袋
小
路
に
あ
る
空
地
に
は
も
と
も
と
家
が
立
っ
て
い
た
た
め
、
隣
接
す
る
三

方
の
家
々
に
は
こ
ち
ら
に
面
し
た
開
口
部
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
箱
を
建

て
て
も
結
果
的
に
非
常
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
試
練
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
最
大
の
難
関
は
構
造
上
の
問
題
で

あ
る
。
C
G
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
四
周
に
は
当
然
、
地
震
時
の
ゆ
が
み
を
抑
え

る
た
め
の
柱
が
必
要
で
あ
り
、
柄
沢
さ
ん
は
こ
の
柱
を
で
き
る
だ
け
細
く
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
解
析
の
結
果
、
柱
の
直
径
は
最
低
56
㎜
は
必
要
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
こ
の
太
さ
で
は
柱
が
目
立
っ
て
し
ま
い
、
到
底
、
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の

建
築
を
表
現
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
構
造
家
に
よ
る
と
、
四
周
の
柱
を
細
く
す
る
た
め

の
方
法
が
ひ
と
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
建
物
を
取
り
巻
き
、
庇
の
役
目
も
果
た
す
梁

を
、
既
製
の
H
鋼
を
用
い
ず
に
特
注
し
、
6
㎜
厚
の
ス
チ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
を
ボ
ッ
ク
ス

状
に
組
ん
で
溶
接
し
て
つ
く
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
。
こ
れ
な
ら
全
体
の
剛
性
が
増
す

た
め
、
柱
の
直
径
は
44
・
6
㎜
で
す
む
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
特
別
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
を
す
れ
ば
、
当
然
コ
ス
ト
は
か
さ
む
。

そ
の
差
額
は
じ
つ
に
1
0
0
0
万
円
以
上
。
四
周
が
繊
細
な
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
が
建
築
の
美
し
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
は
自
明
だ
が
、
わ
ず
か
11

㎜
ほ
ど
細
く
す
る
た
め
に
支
払
う
金
額
と
し
て
は
あ
ま
り
に
大
き
い
。
だ
が
、
柄
沢
さ

ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
建
主
は
、
な
ん
と
こ
の
多
額
の
予
算
増
を
即
座
に
認
め
た
と
い

う
。
実
現
に
向
け
た
情
熱
は
も
は
や
柄
沢
さ
ん
以
上
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
純
粋
な
構
造
体
の
み
が
立
ち
上
が
っ
た
姿
を
実
現
す
る
た
め
、
電
気
配
線
や
給
排
水

・
空
調
な
ど
の
配
管
は
す
べ
て
ボ
ッ
ク
ス
梁
内
に
納
め
、
24
時
間
換
気
の
ダ
ク
ト
も
こ

の
梁
が
兼
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
屋
上
で
集
め
ら
れ
た
雨
水
は
室
内
の
斜
め
の
壁
内
に

仕
込
ま
れ
た
樋
を
経
由
し
て
地
下
に
流
れ
落
ち
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
。
つ
ま
り
、
設
備

を
す
べ
て
統
合
し
た
構
造
体
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
構
造
の
実
現
に
目
途
は
立
っ
た
が
、
そ
の
特
注
ボ
ッ
ク
ス
梁
の
製
作
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
業
者
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
現
場
で
の
施
工
も
困
難
を
き
わ
め
た
。
す
べ

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
空
間
」を
目
指
し
て

建
主
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
哲
学
」の
研
究
者

特
殊
な
与
件
だ
が
、想
い
は
共
有

実
現
の
た
め
に
は
、試
論
の
連
続

施
工
で
も
、試
論
は
続
く

北側と南側とでスキップ
フロアがずれており、右
手には上に書斎、下にダ
イニングルームがある。

１.５階リビングルーム
奥の階段を下がるとキッ
チン、上がると屋上テラ
スに至る。テラスへの入
り口は、斜めの引き戸。

２階書斎

ゲストルームから書斎を
見る。斜めの壁と階段が
交錯しているため、菱形
の隙間から対角線上の部
屋を望むことができる。

階段まわり

3233

て
が
露
出
し
、
逃
げ
が
許
さ
れ
な
い
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
を
全
溶
接
で
組
み
上
げ
ね
ば
な

ら
ず
、
通
常
の
鉄
骨
造
な
ら
4
㎜
以
内
に
納
ま
る
は
ず
の
誤
差
が
当
初
は
25
㎜
に
も
達

し
、
微
調
整
を
繰
り
返
し
て
修
正
す
る
の
に
2
カ
月
半
か
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
一
方
、
柄
沢
さ
ん
は
こ
の
建
築
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ィ
テ
ー
ル
を
追
求
す
べ
く
、
屋
上

テ
ラ
ス
の
出
入
り
口
と
な
る
引
戸
、
洗
面
台
、
ポ
ス
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
実
施
図
面
は
約
1
3
0
枚
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

　
設
計
期
間
1
年
5
カ
月
、
施
工
期
間
1
年
1
カ
月
と
い
う
時
間
が
苦
労
の
ほ
ど
を
物

語
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
建
築
を
実
現
す
る
と
い
う
、
唯
一
と
も
い
え
る
与
件

に
対
し
、
一
歩
も
退
か
ず
格
闘
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
こ
そ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
「
試
論
」
だ
と
柄
沢
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
す
で
に
上
棟
時
に
は
各
フ
ロ
ア
と
階
段
を
行
き
来
し
、
ど
こ
ま
で
も
ル
ー
プ
状
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
空
間
が
連
続
す
る
感
覚
を
体
感
し
て
い
た
と
い
う
建
主
だ
が
、
竣
工

後
に
は
思
わ
ぬ
音
楽
の
響
き
の
よ
さ
も
感
じ
、
喜
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
光
も
、

西
日
が
反
射
し
て
東
側
が
明
る
く
な
る
な
ど
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

変
化
が
楽
し
め
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
気
に
な
る
温
熱
環
境
は
、
30
分
に
1
回
、
室

内
の
暖
気
が
最
上
階
の
排
気
口
か
ら
排
出
さ
れ
る
機
械
換
気
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
ワ
ン

ル
ー
ム
の
室
内
は
つ
ね
に
微
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
な
状
況
と
な
り
、
30
度
超
の
真
夏

日
で
も
エ
ア
コ
ン
な
し
で
い
ら
れ
る
ほ
ど
だ
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
柄
沢
さ
ん
は
今
後
、
こ
う
し
た
迷
宮
の
よ
う
な
空
間
を
、
た
と
え
ば
木
造
の
在
来
工

法
で
つ
く
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
に
応
用
し
、
展
開
さ
せ
て
い

き
た
い
と
語
る
。

　
ド
ミ
ノ
シ
ス
テ
ム
や
均
質
空
間
と
い
っ
た
概
念
に
よ
り
、
私
た
ち
は
長
き
に
わ
た
り
、

空
間
と
は
床
と
柱
か
ら
な
る
も
の
だ
と
い
う
感
覚
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
柄
沢
さ
ん
が

提
唱
す
る
「
複
雑
な
階
層
状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
空
間
形
式
と
し
て
発
展
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
わ
れ
わ

れ
の
生
活
を
変
え
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
こ
れ
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
豊

か
な
空
間
体
験
を
享
受
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
り
、
私
た
ち
は
30
年
前
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
隣
人
の
顔
も
知
ら
な
い
の
に
、
地
球
の
裏
側
に
い
る
人
と
隣
り

合
っ
た
感
覚
で
話
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
距
離
の
長
短
が
錯
綜
し
た
空
間
体
験
が
で
き

る
建
築
を
目
指
し
た
の
が
、
こ
の
住
宅
で
あ
る
。

　
住
宅
密
集
地
の
一
角
に
立
つ
家
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
外
周
に
壁
は
な
い
。
4
層

の
ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
か
ら
な
る
内
部
は
、
各
フ
ロ
ア
を
田
の
字
型
に
4
分
割
し
、
互
い

違
い
に
床
と
吹
抜
け
を
配
置
。
そ
れ
ぞ
れ
の
床
は
、
中
央
の
斜
め
の
壁
と
階
段
、
枝
分

か
れ
と
合
流
を
繰
り
返
し
つ
つ
建
物
の
ま
わ
り
に
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
つ
い
た
梁
と
一
体

と
な
り
、
見
た
目
も
ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
構
造
体
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
室
内
は
、
交
錯
す
る
斜
め
の
壁
や
階
段
の
あ
い
だ
か
ら
ほ
か
の
部
屋
の
一
部
が
見
え

る
ワ
ン
ル
ー
ム
だ
が
、
同
一
フ
ロ
ア
の
対
角
線
上
に
あ
る
2
室
の
あ
い
だ
に
廊
下
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
リ
ビ
ン
グ
か
ら
キ
ッ
チ
ン
に
行
く
に
は
、
目
の
前
に
見
え

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
半
階
上
の
書
斎
に
上
が
っ
て
か
ら
半
階
下
り
る
こ
と
に
な
る
。

設
計
者
の
柄
沢
祐
輔
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
遠
近
感
や
奥
行
き
の
感
覚
が
攪
乱
さ
れ
る
こ
と

で
、
実
際
の
倍
以
上
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
そ
う
だ
。

　
大
学
時
代
か
ら
情
報
空
間
を
い
か
に
し
て
建
築
化
す
る
か
を
研
究
し
て
き
た
柄
沢
さ

ん
は
、
短
い
距
離
と
長
い
距
離
が
同
時
に
存
在
す
る
よ
う
な
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
空

間
」
に
可
能
性
を
感
じ
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
ア
イ
デ
ア
を
あ
た
た
め
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
る
で
導
か
れ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
柄
沢
さ
ん
に
住
宅
設
計
を
依
頼
し
て
き
た
の
が
、

こ
の
家
の
建
主
だ
っ
た
。
大
学
で
教
鞭
を
執
る
建
主
の
専
門
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
哲
学
」。

複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
自
然
界
に
い
ち
早
く
着
目
し
、
自
然
科
学
の
知
見
を
哲

学
に
導
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
の
研
究
者

で
、
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
も
住
ま
い
に
関
す
る
一
般
的
な
要
望
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

哲
学
談
義
に
花
が
咲
い
た
ら
し
い
。
物
事
は
す
べ
て
ま
っ
す
ぐ
落
ち
て
い
く
だ
け
だ
と

考
え
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
は
異
な
り
、
セ
ー
ル
が
影
響
を
受
け
た
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
は
、

物
事
が
斜
め
に
動
い
て
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
が
生
ま
れ
る
と
い
う
「
ク

リ
ナ
ー
メ
ン
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
の
ク
リ
ナ
ー
メ
ン
を
な
ん
と
か
建
築
に

で
き
な
い
か
と
話
し
た
と
い
う
の
だ
。

　
ま
た
、
予
算
は
示
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
土
地
も
購
入
し
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
哲
学
を
体
現
す
る
よ
う
な
建
築
を
形
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
が
固
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
が
う
ま
く
納
ま
り
、
か
つ
通
勤
に
便
利
な
土
地
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
世
に
も
珍
し
い
依
頼
を
受
け
た
柄
沢
さ
ん
は
、
そ
の
当
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
空

間
を
つ
く
る
う
え
で
発
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
ふ
た
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
千
葉
の
別
荘
「villa kanousan

」（
2
0
0
9
）、
も
う
ひ
と

つ
は
中
国
の
地
下
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
瀋
陽
市
方
城
地
区
計
画
」（
09
）。こ
れ
ら
の
設

計
を
通
じ
、
あ
る
法
則
に
基
づ
い
て
、
複
雑
に
立
体
的
に
入
り
組
ん
だ
構
造
体
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
自
体
が
編
み
込
ま
れ
、
絡
み
合
っ
て
い
る
よ
う
な
建
築
が
生

ま
れ
る
の
で
は
と
思
い
つ
い
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な
「
複
雑
な
階
層

状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
交
互
に
梁
と
庇
に
な
る
構
造
体
が
建
物

の
周
囲
を
巡
り
、
市
松
模
様
状
に
床
と
吹
抜
け
が
配
さ
れ
る
構
成
が
出
来
上
が
っ
た
。

　
こ
の
新
し
い
空
間
形
式
を
突
き
詰
め
、
ほ
ぼ
形
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
柄
沢
さ
ん
は

グ
ル
ー
プ
展
で
こ
の
家
の
模
型
を
発
表
す
る
こ
と
に
決
め
、
展
覧
会
に
建
主
を
招
い
た
。

建
主
は
ひ
と
目
見
る
な
り
、
自
分
の
人
生
の
テ
ー
マ
が
そ
の
ま
ま
空
間
に
な
っ
て
お
り
、

造
形
的
に
も
き
わ
め
て
美
し
い
と
非
常
に
満
足
し
、
正
式
に
設
計
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に

決
め
た
。

　
土
地
も
無
事
に
見
つ
か
っ
た
。
駅
か
ら
は
徒
歩
圏
内
だ
が
、
私
道
に
面
し
た
密
集
地

で
車
が
入
れ
な
い
た
め
格
安
で
、
そ
の
分
、
建
物
に
予
算
を
ま
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

密
集
地
の
袋
小
路
に
あ
る
空
地
に
は
も
と
も
と
家
が
立
っ
て
い
た
た
め
、
隣
接
す
る
三

方
の
家
々
に
は
こ
ち
ら
に
面
し
た
開
口
部
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
箱
を
建

て
て
も
結
果
的
に
非
常
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
試
練
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
最
大
の
難
関
は
構
造
上
の
問
題
で

あ
る
。
C
G
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
四
周
に
は
当
然
、
地
震
時
の
ゆ
が
み
を
抑
え

る
た
め
の
柱
が
必
要
で
あ
り
、
柄
沢
さ
ん
は
こ
の
柱
を
で
き
る
だ
け
細
く
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
解
析
の
結
果
、
柱
の
直
径
は
最
低
56
㎜
は
必
要
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
こ
の
太
さ
で
は
柱
が
目
立
っ
て
し
ま
い
、
到
底
、
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の

建
築
を
表
現
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
構
造
家
に
よ
る
と
、
四
周
の
柱
を
細
く
す
る
た
め

の
方
法
が
ひ
と
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
建
物
を
取
り
巻
き
、
庇
の
役
目
も
果
た
す
梁

を
、
既
製
の
H
鋼
を
用
い
ず
に
特
注
し
、
6
㎜
厚
の
ス
チ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
を
ボ
ッ
ク
ス

状
に
組
ん
で
溶
接
し
て
つ
く
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
。
こ
れ
な
ら
全
体
の
剛
性
が
増
す

た
め
、
柱
の
直
径
は
44
・
6
㎜
で
す
む
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
特
別
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
を
す
れ
ば
、
当
然
コ
ス
ト
は
か
さ
む
。

そ
の
差
額
は
じ
つ
に
1
0
0
0
万
円
以
上
。
四
周
が
繊
細
な
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
が
建
築
の
美
し
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
は
自
明
だ
が
、
わ
ず
か
11

㎜
ほ
ど
細
く
す
る
た
め
に
支
払
う
金
額
と
し
て
は
あ
ま
り
に
大
き
い
。
だ
が
、
柄
沢
さ

ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
建
主
は
、
な
ん
と
こ
の
多
額
の
予
算
増
を
即
座
に
認
め
た
と
い

う
。
実
現
に
向
け
た
情
熱
は
も
は
や
柄
沢
さ
ん
以
上
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
純
粋
な
構
造
体
の
み
が
立
ち
上
が
っ
た
姿
を
実
現
す
る
た
め
、
電
気
配
線
や
給
排
水

・
空
調
な
ど
の
配
管
は
す
べ
て
ボ
ッ
ク
ス
梁
内
に
納
め
、
24
時
間
換
気
の
ダ
ク
ト
も
こ

の
梁
が
兼
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
屋
上
で
集
め
ら
れ
た
雨
水
は
室
内
の
斜
め
の
壁
内
に

仕
込
ま
れ
た
樋
を
経
由
し
て
地
下
に
流
れ
落
ち
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
。
つ
ま
り
、
設
備

を
す
べ
て
統
合
し
た
構
造
体
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
構
造
の
実
現
に
目
途
は
立
っ
た
が
、
そ
の
特
注
ボ
ッ
ク
ス
梁
の
製
作
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
業
者
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
現
場
で
の
施
工
も
困
難
を
き
わ
め
た
。
す
べ

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
空
間
」を
目
指
し
て

建
主
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
哲
学
」の
研
究
者

特
殊
な
与
件
だ
が
、想
い
は
共
有

実
現
の
た
め
に
は
、試
論
の
連
続

施
工
で
も
、試
論
は
続
く

北側と南側とでスキップ
フロアがずれており、右
手には上に書斎、下にダ
イニングルームがある。

１.５階リビングルーム
奥の階段を下がるとキッ
チン、上がると屋上テラ
スに至る。テラスへの入
り口は、斜めの引き戸。

２階書斎

ゲストルームから書斎を
見る。斜めの壁と階段が
交錯しているため、菱形
の隙間から対角線上の部
屋を望むことができる。

階段まわり

3233

て
が
露
出
し
、
逃
げ
が
許
さ
れ
な
い
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
を
全
溶
接
で
組
み
上
げ
ね
ば
な

ら
ず
、
通
常
の
鉄
骨
造
な
ら
4
㎜
以
内
に
納
ま
る
は
ず
の
誤
差
が
当
初
は
25
㎜
に
も
達

し
、
微
調
整
を
繰
り
返
し
て
修
正
す
る
の
に
2
カ
月
半
か
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
一
方
、
柄
沢
さ
ん
は
こ
の
建
築
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ィ
テ
ー
ル
を
追
求
す
べ
く
、
屋
上

テ
ラ
ス
の
出
入
り
口
と
な
る
引
戸
、
洗
面
台
、
ポ
ス
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
実
施
図
面
は
約
1
3
0
枚
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

　
設
計
期
間
1
年
5
カ
月
、
施
工
期
間
1
年
1
カ
月
と
い
う
時
間
が
苦
労
の
ほ
ど
を
物

語
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
建
築
を
実
現
す
る
と
い
う
、
唯
一
と
も
い
え
る
与
件

に
対
し
、
一
歩
も
退
か
ず
格
闘
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
こ
そ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
「
試
論
」
だ
と
柄
沢
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
す
で
に
上
棟
時
に
は
各
フ
ロ
ア
と
階
段
を
行
き
来
し
、
ど
こ
ま
で
も
ル
ー
プ
状
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
空
間
が
連
続
す
る
感
覚
を
体
感
し
て
い
た
と
い
う
建
主
だ
が
、
竣
工

後
に
は
思
わ
ぬ
音
楽
の
響
き
の
よ
さ
も
感
じ
、
喜
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
光
も
、

西
日
が
反
射
し
て
東
側
が
明
る
く
な
る
な
ど
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

変
化
が
楽
し
め
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
気
に
な
る
温
熱
環
境
は
、
30
分
に
1
回
、
室

内
の
暖
気
が
最
上
階
の
排
気
口
か
ら
排
出
さ
れ
る
機
械
換
気
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
ワ
ン

ル
ー
ム
の
室
内
は
つ
ね
に
微
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
な
状
況
と
な
り
、
30
度
超
の
真
夏

日
で
も
エ
ア
コ
ン
な
し
で
い
ら
れ
る
ほ
ど
だ
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
柄
沢
さ
ん
は
今
後
、
こ
う
し
た
迷
宮
の
よ
う
な
空
間
を
、
た
と
え
ば
木
造
の
在
来
工

法
で
つ
く
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
に
応
用
し
、
展
開
さ
せ
て
い

き
た
い
と
語
る
。

　
ド
ミ
ノ
シ
ス
テ
ム
や
均
質
空
間
と
い
っ
た
概
念
に
よ
り
、
私
た
ち
は
長
き
に
わ
た
り
、

空
間
と
は
床
と
柱
か
ら
な
る
も
の
だ
と
い
う
感
覚
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
柄
沢
さ
ん
が

提
唱
す
る
「
複
雑
な
階
層
状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
空
間
形
式
と
し
て
発
展
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
わ
れ
わ

れ
の
生
活
を
変
え
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
こ
れ
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
豊

か
な
空
間
体
験
を
享
受
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。



　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
り
、
私
た
ち
は
30
年
前
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
隣
人
の
顔
も
知
ら
な
い
の
に
、
地
球
の
裏
側
に
い
る
人
と
隣
り

合
っ
た
感
覚
で
話
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
距
離
の
長
短
が
錯
綜
し
た
空
間
体
験
が
で
き

る
建
築
を
目
指
し
た
の
が
、
こ
の
住
宅
で
あ
る
。

　
住
宅
密
集
地
の
一
角
に
立
つ
家
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
外
周
に
壁
は
な
い
。
4
層

の
ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
か
ら
な
る
内
部
は
、
各
フ
ロ
ア
を
田
の
字
型
に
4
分
割
し
、
互
い

違
い
に
床
と
吹
抜
け
を
配
置
。
そ
れ
ぞ
れ
の
床
は
、
中
央
の
斜
め
の
壁
と
階
段
、
枝
分

か
れ
と
合
流
を
繰
り
返
し
つ
つ
建
物
の
ま
わ
り
に
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
つ
い
た
梁
と
一
体

と
な
り
、
見
た
目
も
ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
構
造
体
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
室
内
は
、
交
錯
す
る
斜
め
の
壁
や
階
段
の
あ
い
だ
か
ら
ほ
か
の
部
屋
の
一
部
が
見
え

る
ワ
ン
ル
ー
ム
だ
が
、
同
一
フ
ロ
ア
の
対
角
線
上
に
あ
る
2
室
の
あ
い
だ
に
廊
下
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
リ
ビ
ン
グ
か
ら
キ
ッ
チ
ン
に
行
く
に
は
、
目
の
前
に
見
え

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
半
階
上
の
書
斎
に
上
が
っ
て
か
ら
半
階
下
り
る
こ
と
に
な
る
。

設
計
者
の
柄
沢
祐
輔
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
遠
近
感
や
奥
行
き
の
感
覚
が
攪
乱
さ
れ
る
こ
と

で
、
実
際
の
倍
以
上
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
そ
う
だ
。

　
大
学
時
代
か
ら
情
報
空
間
を
い
か
に
し
て
建
築
化
す
る
か
を
研
究
し
て
き
た
柄
沢
さ

ん
は
、
短
い
距
離
と
長
い
距
離
が
同
時
に
存
在
す
る
よ
う
な
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
空

間
」
に
可
能
性
を
感
じ
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
ア
イ
デ
ア
を
あ
た
た
め
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
る
で
導
か
れ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
柄
沢
さ
ん
に
住
宅
設
計
を
依
頼
し
て
き
た
の
が
、

こ
の
家
の
建
主
だ
っ
た
。
大
学
で
教
鞭
を
執
る
建
主
の
専
門
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
哲
学
」。

複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
自
然
界
に
い
ち
早
く
着
目
し
、
自
然
科
学
の
知
見
を
哲

学
に
導
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
の
研
究
者

で
、
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
も
住
ま
い
に
関
す
る
一
般
的
な
要
望
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

哲
学
談
義
に
花
が
咲
い
た
ら
し
い
。
物
事
は
す
べ
て
ま
っ
す
ぐ
落
ち
て
い
く
だ
け
だ
と

考
え
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
は
異
な
り
、
セ
ー
ル
が
影
響
を
受
け
た
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
は
、

物
事
が
斜
め
に
動
い
て
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
が
生
ま
れ
る
と
い
う
「
ク

リ
ナ
ー
メ
ン
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
の
ク
リ
ナ
ー
メ
ン
を
な
ん
と
か
建
築
に

で
き
な
い
か
と
話
し
た
と
い
う
の
だ
。

　
ま
た
、
予
算
は
示
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
土
地
も
購
入
し
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
哲
学
を
体
現
す
る
よ
う
な
建
築
を
形
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
が
固
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
が
う
ま
く
納
ま
り
、
か
つ
通
勤
に
便
利
な
土
地
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
世
に
も
珍
し
い
依
頼
を
受
け
た
柄
沢
さ
ん
は
、
そ
の
当
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
空

間
を
つ
く
る
う
え
で
発
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
ふ
た
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
千
葉
の
別
荘
「villa kanousan

」（
2
0
0
9
）、
も
う
ひ
と

つ
は
中
国
の
地
下
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
瀋
陽
市
方
城
地
区
計
画
」（
09
）。こ
れ
ら
の
設

計
を
通
じ
、
あ
る
法
則
に
基
づ
い
て
、
複
雑
に
立
体
的
に
入
り
組
ん
だ
構
造
体
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
自
体
が
編
み
込
ま
れ
、
絡
み
合
っ
て
い
る
よ
う
な
建
築
が
生

ま
れ
る
の
で
は
と
思
い
つ
い
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な
「
複
雑
な
階
層

状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
交
互
に
梁
と
庇
に
な
る
構
造
体
が
建
物

の
周
囲
を
巡
り
、
市
松
模
様
状
に
床
と
吹
抜
け
が
配
さ
れ
る
構
成
が
出
来
上
が
っ
た
。

　
こ
の
新
し
い
空
間
形
式
を
突
き
詰
め
、
ほ
ぼ
形
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
柄
沢
さ
ん
は

グ
ル
ー
プ
展
で
こ
の
家
の
模
型
を
発
表
す
る
こ
と
に
決
め
、
展
覧
会
に
建
主
を
招
い
た
。

建
主
は
ひ
と
目
見
る
な
り
、
自
分
の
人
生
の
テ
ー
マ
が
そ
の
ま
ま
空
間
に
な
っ
て
お
り
、

造
形
的
に
も
き
わ
め
て
美
し
い
と
非
常
に
満
足
し
、
正
式
に
設
計
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に

決
め
た
。

　
土
地
も
無
事
に
見
つ
か
っ
た
。
駅
か
ら
は
徒
歩
圏
内
だ
が
、
私
道
に
面
し
た
密
集
地

で
車
が
入
れ
な
い
た
め
格
安
で
、
そ
の
分
、
建
物
に
予
算
を
ま
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

密
集
地
の
袋
小
路
に
あ
る
空
地
に
は
も
と
も
と
家
が
立
っ
て
い
た
た
め
、
隣
接
す
る
三

方
の
家
々
に
は
こ
ち
ら
に
面
し
た
開
口
部
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
箱
を
建

て
て
も
結
果
的
に
非
常
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
試
練
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
最
大
の
難
関
は
構
造
上
の
問
題
で

あ
る
。
C
G
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
四
周
に
は
当
然
、
地
震
時
の
ゆ
が
み
を
抑
え

る
た
め
の
柱
が
必
要
で
あ
り
、
柄
沢
さ
ん
は
こ
の
柱
を
で
き
る
だ
け
細
く
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
解
析
の
結
果
、
柱
の
直
径
は
最
低
56
㎜
は
必
要
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
こ
の
太
さ
で
は
柱
が
目
立
っ
て
し
ま
い
、
到
底
、
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の

建
築
を
表
現
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
構
造
家
に
よ
る
と
、
四
周
の
柱
を
細
く
す
る
た
め

の
方
法
が
ひ
と
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
建
物
を
取
り
巻
き
、
庇
の
役
目
も
果
た
す
梁

を
、
既
製
の
H
鋼
を
用
い
ず
に
特
注
し
、
6
㎜
厚
の
ス
チ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
を
ボ
ッ
ク
ス

状
に
組
ん
で
溶
接
し
て
つ
く
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
。
こ
れ
な
ら
全
体
の
剛
性
が
増
す

た
め
、
柱
の
直
径
は
44
・
6
㎜
で
す
む
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
特
別
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
を
す
れ
ば
、
当
然
コ
ス
ト
は
か
さ
む
。

そ
の
差
額
は
じ
つ
に
1
0
0
0
万
円
以
上
。
四
周
が
繊
細
な
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
が
建
築
の
美
し
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
は
自
明
だ
が
、
わ
ず
か
11

㎜
ほ
ど
細
く
す
る
た
め
に
支
払
う
金
額
と
し
て
は
あ
ま
り
に
大
き
い
。
だ
が
、
柄
沢
さ

ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
建
主
は
、
な
ん
と
こ
の
多
額
の
予
算
増
を
即
座
に
認
め
た
と
い

う
。
実
現
に
向
け
た
情
熱
は
も
は
や
柄
沢
さ
ん
以
上
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
純
粋
な
構
造
体
の
み
が
立
ち
上
が
っ
た
姿
を
実
現
す
る
た
め
、
電
気
配
線
や
給
排
水

・
空
調
な
ど
の
配
管
は
す
べ
て
ボ
ッ
ク
ス
梁
内
に
納
め
、
24
時
間
換
気
の
ダ
ク
ト
も
こ

の
梁
が
兼
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
屋
上
で
集
め
ら
れ
た
雨
水
は
室
内
の
斜
め
の
壁
内
に

仕
込
ま
れ
た
樋
を
経
由
し
て
地
下
に
流
れ
落
ち
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
。
つ
ま
り
、
設
備

を
す
べ
て
統
合
し
た
構
造
体
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
構
造
の
実
現
に
目
途
は
立
っ
た
が
、
そ
の
特
注
ボ
ッ
ク
ス
梁
の
製
作
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
業
者
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
現
場
で
の
施
工
も
困
難
を
き
わ
め
た
。
す
べ
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て
が
露
出
し
、
逃
げ
が
許
さ
れ
な
い
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
を
全
溶
接
で
組
み
上
げ
ね
ば
な

ら
ず
、
通
常
の
鉄
骨
造
な
ら
4
㎜
以
内
に
納
ま
る
は
ず
の
誤
差
が
当
初
は
25
㎜
に
も
達

し
、
微
調
整
を
繰
り
返
し
て
修
正
す
る
の
に
2
カ
月
半
か
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
一
方
、
柄
沢
さ
ん
は
こ
の
建
築
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ィ
テ
ー
ル
を
追
求
す
べ
く
、
屋
上

テ
ラ
ス
の
出
入
り
口
と
な
る
引
戸
、
洗
面
台
、
ポ
ス
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
実
施
図
面
は
約
1
3
0
枚
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

　
設
計
期
間
1
年
5
カ
月
、
施
工
期
間
1
年
1
カ
月
と
い
う
時
間
が
苦
労
の
ほ
ど
を
物

語
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
建
築
を
実
現
す
る
と
い
う
、
唯
一
と
も
い
え
る
与
件

に
対
し
、
一
歩
も
退
か
ず
格
闘
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
こ
そ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
「
試
論
」
だ
と
柄
沢
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
す
で
に
上
棟
時
に
は
各
フ
ロ
ア
と
階
段
を
行
き
来
し
、
ど
こ
ま
で
も
ル
ー
プ
状
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
空
間
が
連
続
す
る
感
覚
を
体
感
し
て
い
た
と
い
う
建
主
だ
が
、
竣
工

後
に
は
思
わ
ぬ
音
楽
の
響
き
の
よ
さ
も
感
じ
、
喜
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
光
も
、

西
日
が
反
射
し
て
東
側
が
明
る
く
な
る
な
ど
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

変
化
が
楽
し
め
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
気
に
な
る
温
熱
環
境
は
、
30
分
に
1
回
、
室

内
の
暖
気
が
最
上
階
の
排
気
口
か
ら
排
出
さ
れ
る
機
械
換
気
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
ワ
ン

ル
ー
ム
の
室
内
は
つ
ね
に
微
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
な
状
況
と
な
り
、
30
度
超
の
真
夏

日
で
も
エ
ア
コ
ン
な
し
で
い
ら
れ
る
ほ
ど
だ
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
柄
沢
さ
ん
は
今
後
、
こ
う
し
た
迷
宮
の
よ
う
な
空
間
を
、
た
と
え
ば
木
造
の
在
来
工

法
で
つ
く
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
に
応
用
し
、
展
開
さ
せ
て
い

き
た
い
と
語
る
。

　
ド
ミ
ノ
シ
ス
テ
ム
や
均
質
空
間
と
い
っ
た
概
念
に
よ
り
、
私
た
ち
は
長
き
に
わ
た
り
、

空
間
と
は
床
と
柱
か
ら
な
る
も
の
だ
と
い
う
感
覚
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
柄
沢
さ
ん
が

提
唱
す
る
「
複
雑
な
階
層
状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
空
間
形
式
と
し
て
発
展
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
わ
れ
わ

れ
の
生
活
を
変
え
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
こ
れ
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
豊

か
な
空
間
体
験
を
享
受
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

よ
う
や
く
定
着
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
建
築

埼玉県さいたま市大宮区
専用住宅
男性1人
柄沢祐輔／
柄沢祐輔建築設計事務所
ストラクチャード・エンヴァイロンメント
鉄骨造
大原工務所
地上2階
89.46㎡
51.88㎡
103.76㎡
2010年12月～2012年5月
2012年8月～2013年9月

磁器質タイル t=10㎜ 
錆止め塗装のうえ、ウレタン塗装
スチールプレート t=6㎜ 
目地溶接グラインダー加工のうえ、
フッ素塗装
フロート板ガラス t=10㎜
防草シートのうえ、白砕石敷き詰め

ビニル床シート t=2㎜
PB t=9.5㎜ 
寒冷紗パテしごきのうえ、EP

タイル t=9㎜
構造用合板 t=9＋9㎜ FRP防水
珪酸カルシウム板 t=6㎜のうえ、
塗装仕上げ

サイザル麻 t=6㎜ 着色加工
PB t=9.5㎜ 
寒冷紗パテしごきのうえ、EP

ナラフローリング t=15㎜
PB t=9.5㎜ 
寒冷紗パテしごきのうえ、EP

モルタル金ごて仕上げのうえ、
防塵塗装
PB t=9.5㎜ 
寒冷紗パテしごきのうえ、EP
コンクリート打放し

建築概要
所在地
主要用途
家族構成
設計

構造設計
構造
施工
階数
敷地面積
建築面積
延床面積
設計期間
工事期間

おもな外部仕上げ
屋根

外壁

開口部
外構

おもな内部仕上げ
キッチン・玄関ホール・
ダイニングルーム
床
壁・天井

浴室・トイレ・洗面所
床
壁
天井

リビングルーム・
ゲストルーム
床
壁・天井

ベッドルーム・
水まわり回廊
床
壁・天井

収納
床
　
壁

天井

入居前の内観。さまざま
な距離と経路を想起する
空間（写真／鳥村鋼一）。

入居前の北側昼景。４層
に見えるが、法規上は２
層（写真／鳥村鋼一）。

柄沢祐輔

からさわ・ゆうすけ／1976年東京都生
まれ。2001年慶應義塾大学大学院政策
・メディア研究科建築・都市デザイン
コース修了。02～03年文化庁派遣芸術
家在外研修制度にてＭＶＲＤＶに在籍。
04～05年坂茂建築設計。06年柄沢祐輔
建築設計事務所設立。12年東京理科大
学理工学部建築学科助教。

Karasawa Yuusuke

s-house

「villa kanousan」（09）。

『アーキテクチャとクラウド
―情報による空間の変容』

（共著、millegraph）。

おもな作品

おもな著書

写真提供：柄沢祐輔建築設計事務所

3435

北側夕景（写真／鳥村鋼一）。
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洗面室・浴室

水回り回廊
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▽設計GL=平均GL

最高高さ▽

2F床サイザル麻 ：t=6㎜
合板 t=9.5㎜
床暖房 t=6㎜
構造用合板 t=12.5㎜
捨て張り t=9㎜

-0.5F床：
ナラフローリング t=15㎜
捨て張り t=9㎜
構造用合板 t=24㎜
スタイロ t=30㎜

天井：PB t=9.5㎜＋EP
木下地　48.3×40㎜

1.5F床：サイザル麻t=6㎜
合板 t=9.5㎜
床暖房 t=6㎜
構造用合板 t=12.5㎜
捨て張り t=9㎜

天井：
PB t=9.5㎜＋EP
木下地　48.3×40㎜
断熱材（ロックウール）

1F 床：
ビニル床シート t=2㎜
構造用合板 t=12.5㎜
スタイロ t=30.5㎜

間仕切り：PB t=9.5㎜+EP
構造用合板 t=9㎜ 柱H-148×100×6×9㎜
構造用合板 t=9㎜ PB t=9.5㎜+EP

外壁：
ST:PL t=6㎜ 溶接によるボックス梁構造 
溶接部グラインダー仕上げのうえフッ素塗装
PB t=9.5㎜＋EP
合板 t=3㎜＋EP

1F壁：PB t=12.5㎜+EP
スタイロ t=30㎜

鋼管杭 φ139.8 t=6.6㎜

手すり：スティールパイプ φ28.6㎜＋OP

防草シートのうえ白砕石（5号）敷き詰め

階段：踏板ST-PL t=6㎜のうえウレタン塗装
ノンスリップ塗装
ささら　合板 t=12.5㎜＋EP
蹴込み板 合板 t=12.5㎜＋EP

屋上：磁器質タイルt=10㎜
パワー防錆EPのうえウレタン塗装 目透かし張り
PB t=9.5㎜のうえウレタン塗装
木下地　ウリン　ウレタン塗装幅=100㎜ t=12㎜@300㎜
FRP防水＋トップコート
水勾配　デッキスラブ h=74.2㎜ t=3.2㎜

屋上：磁器質タイル
t=10㎜パワー防錆EPのうえウレタン塗装 
目透かし張り
PB t=9.5㎜のうえウレタン塗装
木下地　ウリン ウレタン塗装 幅=100㎜ t=12㎜@300㎜
FRP防水＋トップコート
水勾配　デッキスラブ h=74.2㎜ t=3.2㎜ ≒1/100   

ベッドルーム

リビングルーム

玄関ホール

ゲストルーム

71
1,

10
0

17
5

17
5

1,
10

0
17

5
1,

10
0

1,
60

3

1,
27

5
1,

27
5

1,
27

5
1,

27
5

1,
27

5
32

8

1,
20

4
1,

10
0

17
5

2,
37

5
17

5
2,

37
5

17
5

31
5

11
0

5,
17

1

-0.5FL▽

1.5FL▽

2.5FL▽

2FL▽

1FL▽



　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
り
、
私
た
ち
は
30
年
前
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
隣
人
の
顔
も
知
ら
な
い
の
に
、
地
球
の
裏
側
に
い
る
人
と
隣
り

合
っ
た
感
覚
で
話
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
距
離
の
長
短
が
錯
綜
し
た
空
間
体
験
が
で
き

る
建
築
を
目
指
し
た
の
が
、
こ
の
住
宅
で
あ
る
。

　
住
宅
密
集
地
の
一
角
に
立
つ
家
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
外
周
に
壁
は
な
い
。
4
層

の
ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
か
ら
な
る
内
部
は
、
各
フ
ロ
ア
を
田
の
字
型
に
4
分
割
し
、
互
い

違
い
に
床
と
吹
抜
け
を
配
置
。
そ
れ
ぞ
れ
の
床
は
、
中
央
の
斜
め
の
壁
と
階
段
、
枝
分

か
れ
と
合
流
を
繰
り
返
し
つ
つ
建
物
の
ま
わ
り
に
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
つ
い
た
梁
と
一
体

と
な
り
、
見
た
目
も
ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
構
造
体
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
室
内
は
、
交
錯
す
る
斜
め
の
壁
や
階
段
の
あ
い
だ
か
ら
ほ
か
の
部
屋
の
一
部
が
見
え

る
ワ
ン
ル
ー
ム
だ
が
、
同
一
フ
ロ
ア
の
対
角
線
上
に
あ
る
2
室
の
あ
い
だ
に
廊
下
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
リ
ビ
ン
グ
か
ら
キ
ッ
チ
ン
に
行
く
に
は
、
目
の
前
に
見
え

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
半
階
上
の
書
斎
に
上
が
っ
て
か
ら
半
階
下
り
る
こ
と
に
な
る
。

設
計
者
の
柄
沢
祐
輔
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
遠
近
感
や
奥
行
き
の
感
覚
が
攪
乱
さ
れ
る
こ
と

で
、
実
際
の
倍
以
上
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
そ
う
だ
。

　
大
学
時
代
か
ら
情
報
空
間
を
い
か
に
し
て
建
築
化
す
る
か
を
研
究
し
て
き
た
柄
沢
さ

ん
は
、
短
い
距
離
と
長
い
距
離
が
同
時
に
存
在
す
る
よ
う
な
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
空

間
」
に
可
能
性
を
感
じ
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
ア
イ
デ
ア
を
あ
た
た
め
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
る
で
導
か
れ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
柄
沢
さ
ん
に
住
宅
設
計
を
依
頼
し
て
き
た
の
が
、

こ
の
家
の
建
主
だ
っ
た
。
大
学
で
教
鞭
を
執
る
建
主
の
専
門
は「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
哲
学
」。

複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
自
然
界
に
い
ち
早
く
着
目
し
、
自
然
科
学
の
知
見
を
哲

学
に
導
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
の
研
究
者

で
、
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
も
住
ま
い
に
関
す
る
一
般
的
な
要
望
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

哲
学
談
義
に
花
が
咲
い
た
ら
し
い
。
物
事
は
す
べ
て
ま
っ
す
ぐ
落
ち
て
い
く
だ
け
だ
と

考
え
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
は
異
な
り
、
セ
ー
ル
が
影
響
を
受
け
た
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
は
、

物
事
が
斜
め
に
動
い
て
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
が
生
ま
れ
る
と
い
う
「
ク

リ
ナ
ー
メ
ン
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
の
ク
リ
ナ
ー
メ
ン
を
な
ん
と
か
建
築
に

で
き
な
い
か
と
話
し
た
と
い
う
の
だ
。

　
ま
た
、
予
算
は
示
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
土
地
も
購
入
し
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
哲
学
を
体
現
す
る
よ
う
な
建
築
を
形
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
が
固
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
が
う
ま
く
納
ま
り
、
か
つ
通
勤
に
便
利
な
土
地
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
世
に
も
珍
し
い
依
頼
を
受
け
た
柄
沢
さ
ん
は
、
そ
の
当
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
空

間
を
つ
く
る
う
え
で
発
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
ふ
た
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
千
葉
の
別
荘
「villa kanousan

」（
2
0
0
9
）、
も
う
ひ
と

つ
は
中
国
の
地
下
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
瀋
陽
市
方
城
地
区
計
画
」（
09
）。こ
れ
ら
の
設

計
を
通
じ
、
あ
る
法
則
に
基
づ
い
て
、
複
雑
に
立
体
的
に
入
り
組
ん
だ
構
造
体
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
自
体
が
編
み
込
ま
れ
、
絡
み
合
っ
て
い
る
よ
う
な
建
築
が
生

ま
れ
る
の
で
は
と
思
い
つ
い
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な
「
複
雑
な
階
層

状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
交
互
に
梁
と
庇
に
な
る
構
造
体
が
建
物

の
周
囲
を
巡
り
、
市
松
模
様
状
に
床
と
吹
抜
け
が
配
さ
れ
る
構
成
が
出
来
上
が
っ
た
。

　
こ
の
新
し
い
空
間
形
式
を
突
き
詰
め
、
ほ
ぼ
形
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
柄
沢
さ
ん
は

グ
ル
ー
プ
展
で
こ
の
家
の
模
型
を
発
表
す
る
こ
と
に
決
め
、
展
覧
会
に
建
主
を
招
い
た
。

建
主
は
ひ
と
目
見
る
な
り
、
自
分
の
人
生
の
テ
ー
マ
が
そ
の
ま
ま
空
間
に
な
っ
て
お
り
、

造
形
的
に
も
き
わ
め
て
美
し
い
と
非
常
に
満
足
し
、
正
式
に
設
計
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に

決
め
た
。

　
土
地
も
無
事
に
見
つ
か
っ
た
。
駅
か
ら
は
徒
歩
圏
内
だ
が
、
私
道
に
面
し
た
密
集
地

で
車
が
入
れ
な
い
た
め
格
安
で
、
そ
の
分
、
建
物
に
予
算
を
ま
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

密
集
地
の
袋
小
路
に
あ
る
空
地
に
は
も
と
も
と
家
が
立
っ
て
い
た
た
め
、
隣
接
す
る
三

方
の
家
々
に
は
こ
ち
ら
に
面
し
た
開
口
部
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
箱
を
建

て
て
も
結
果
的
に
非
常
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
試
練
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
最
大
の
難
関
は
構
造
上
の
問
題
で

あ
る
。
C
G
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
四
周
に
は
当
然
、
地
震
時
の
ゆ
が
み
を
抑
え

る
た
め
の
柱
が
必
要
で
あ
り
、
柄
沢
さ
ん
は
こ
の
柱
を
で
き
る
だ
け
細
く
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
解
析
の
結
果
、
柱
の
直
径
は
最
低
56
㎜
は
必
要
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
こ
の
太
さ
で
は
柱
が
目
立
っ
て
し
ま
い
、
到
底
、
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の

建
築
を
表
現
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
構
造
家
に
よ
る
と
、
四
周
の
柱
を
細
く
す
る
た
め

の
方
法
が
ひ
と
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
建
物
を
取
り
巻
き
、
庇
の
役
目
も
果
た
す
梁

を
、
既
製
の
H
鋼
を
用
い
ず
に
特
注
し
、
6
㎜
厚
の
ス
チ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
を
ボ
ッ
ク
ス

状
に
組
ん
で
溶
接
し
て
つ
く
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
。
こ
れ
な
ら
全
体
の
剛
性
が
増
す

た
め
、
柱
の
直
径
は
44
・
6
㎜
で
す
む
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
特
別
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
を
す
れ
ば
、
当
然
コ
ス
ト
は
か
さ
む
。

そ
の
差
額
は
じ
つ
に
1
0
0
0
万
円
以
上
。
四
周
が
繊
細
な
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
が
建
築
の
美
し
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
は
自
明
だ
が
、
わ
ず
か
11

㎜
ほ
ど
細
く
す
る
た
め
に
支
払
う
金
額
と
し
て
は
あ
ま
り
に
大
き
い
。
だ
が
、
柄
沢
さ

ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
建
主
は
、
な
ん
と
こ
の
多
額
の
予
算
増
を
即
座
に
認
め
た
と
い

う
。
実
現
に
向
け
た
情
熱
は
も
は
や
柄
沢
さ
ん
以
上
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
純
粋
な
構
造
体
の
み
が
立
ち
上
が
っ
た
姿
を
実
現
す
る
た
め
、
電
気
配
線
や
給
排
水

・
空
調
な
ど
の
配
管
は
す
べ
て
ボ
ッ
ク
ス
梁
内
に
納
め
、
24
時
間
換
気
の
ダ
ク
ト
も
こ

の
梁
が
兼
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
屋
上
で
集
め
ら
れ
た
雨
水
は
室
内
の
斜
め
の
壁
内
に

仕
込
ま
れ
た
樋
を
経
由
し
て
地
下
に
流
れ
落
ち
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
。
つ
ま
り
、
設
備

を
す
べ
て
統
合
し
た
構
造
体
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
構
造
の
実
現
に
目
途
は
立
っ
た
が
、
そ
の
特
注
ボ
ッ
ク
ス
梁
の
製
作
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
業
者
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
現
場
で
の
施
工
も
困
難
を
き
わ
め
た
。
す
べ
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て
が
露
出
し
、
逃
げ
が
許
さ
れ
な
い
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
を
全
溶
接
で
組
み
上
げ
ね
ば
な

ら
ず
、
通
常
の
鉄
骨
造
な
ら
4
㎜
以
内
に
納
ま
る
は
ず
の
誤
差
が
当
初
は
25
㎜
に
も
達

し
、
微
調
整
を
繰
り
返
し
て
修
正
す
る
の
に
2
カ
月
半
か
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
一
方
、
柄
沢
さ
ん
は
こ
の
建
築
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ィ
テ
ー
ル
を
追
求
す
べ
く
、
屋
上

テ
ラ
ス
の
出
入
り
口
と
な
る
引
戸
、
洗
面
台
、
ポ
ス
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
実
施
図
面
は
約
1
3
0
枚
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。

　
設
計
期
間
1
年
5
カ
月
、
施
工
期
間
1
年
1
カ
月
と
い
う
時
間
が
苦
労
の
ほ
ど
を
物

語
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
建
築
を
実
現
す
る
と
い
う
、
唯
一
と
も
い
え
る
与
件

に
対
し
、
一
歩
も
退
か
ず
格
闘
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
こ
そ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
「
試
論
」
だ
と
柄
沢
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
す
で
に
上
棟
時
に
は
各
フ
ロ
ア
と
階
段
を
行
き
来
し
、
ど
こ
ま
で
も
ル
ー
プ
状
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
空
間
が
連
続
す
る
感
覚
を
体
感
し
て
い
た
と
い
う
建
主
だ
が
、
竣
工

後
に
は
思
わ
ぬ
音
楽
の
響
き
の
よ
さ
も
感
じ
、
喜
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
光
も
、

西
日
が
反
射
し
て
東
側
が
明
る
く
な
る
な
ど
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

変
化
が
楽
し
め
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
気
に
な
る
温
熱
環
境
は
、
30
分
に
1
回
、
室

内
の
暖
気
が
最
上
階
の
排
気
口
か
ら
排
出
さ
れ
る
機
械
換
気
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
ワ
ン

ル
ー
ム
の
室
内
は
つ
ね
に
微
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
な
状
況
と
な
り
、
30
度
超
の
真
夏

日
で
も
エ
ア
コ
ン
な
し
で
い
ら
れ
る
ほ
ど
だ
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
柄
沢
さ
ん
は
今
後
、
こ
う
し
た
迷
宮
の
よ
う
な
空
間
を
、
た
と
え
ば
木
造
の
在
来
工

法
で
つ
く
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
に
応
用
し
、
展
開
さ
せ
て
い

き
た
い
と
語
る
。

　
ド
ミ
ノ
シ
ス
テ
ム
や
均
質
空
間
と
い
っ
た
概
念
に
よ
り
、
私
た
ち
は
長
き
に
わ
た
り
、

空
間
と
は
床
と
柱
か
ら
な
る
も
の
だ
と
い
う
感
覚
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
柄
沢
さ
ん
が

提
唱
す
る
「
複
雑
な
階
層
状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
空
間
形
式
と
し
て
発
展
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
わ
れ
わ

れ
の
生
活
を
変
え
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
こ
れ
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
豊

か
な
空
間
体
験
を
享
受
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

よ
う
や
く
定
着
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
建
築

埼玉県さいたま市大宮区
専用住宅
男性1人
柄沢祐輔／
柄沢祐輔建築設計事務所
ストラクチャード・エンヴァイロンメント
鉄骨造
大原工務所
地上2階
89.46㎡
51.88㎡
103.76㎡
2010年12月～2012年5月
2012年8月～2013年9月

磁器質タイル t=10㎜ 
錆止め塗装のうえ、ウレタン塗装
スチールプレート t=6㎜ 
目地溶接グラインダー加工のうえ、
フッ素塗装
フロート板ガラス t=10㎜
防草シートのうえ、白砕石敷き詰め

ビニル床シート t=2㎜
PB t=9.5㎜ 
寒冷紗パテしごきのうえ、EP

タイル t=9㎜
構造用合板 t=9＋9㎜ FRP防水
珪酸カルシウム板 t=6㎜のうえ、
塗装仕上げ

サイザル麻 t=6㎜ 着色加工
PB t=9.5㎜ 
寒冷紗パテしごきのうえ、EP

ナラフローリング t=15㎜
PB t=9.5㎜ 
寒冷紗パテしごきのうえ、EP

モルタル金ごて仕上げのうえ、
防塵塗装
PB t=9.5㎜ 
寒冷紗パテしごきのうえ、EP
コンクリート打放し

建築概要
所在地
主要用途
家族構成
設計

構造設計
構造
施工
階数
敷地面積
建築面積
延床面積
設計期間
工事期間

おもな外部仕上げ
屋根

外壁

開口部
外構

おもな内部仕上げ
キッチン・玄関ホール・
ダイニングルーム
床
壁・天井

浴室・トイレ・洗面所
床
壁
天井

リビングルーム・
ゲストルーム
床
壁・天井

ベッドルーム・
水まわり回廊
床
壁・天井

収納
床
　
壁

天井

入居前の内観。さまざま
な距離と経路を想起する
空間（写真／鳥村鋼一）。

入居前の北側昼景。４層
に見えるが、法規上は２
層（写真／鳥村鋼一）。

柄沢祐輔

からさわ・ゆうすけ／1976年東京都生
まれ。2001年慶應義塾大学大学院政策
・メディア研究科建築・都市デザイン
コース修了。02～03年文化庁派遣芸術
家在外研修制度にてＭＶＲＤＶに在籍。
04～05年坂茂建築設計。06年柄沢祐輔
建築設計事務所設立。12年東京理科大
学理工学部建築学科助教。

Karasawa Yuusuke

s-house

「villa kanousan」（09）。

『アーキテクチャとクラウド
―情報による空間の変容』

（共著、millegraph）。

おもな作品

おもな著書

写真提供：柄沢祐輔建築設計事務所

3435

北側夕景（写真／鳥村鋼一）。

断 面 図

1/75

平 面 図

1/400
N

屋上

2.5F

2F

1F

1.5F

- 0.5F

テラス

アキ テラス

アキ

テラス

アキ

アキ

テラス

アキ書斎

ゲストルームアキ

アキ

アキ

アキ

リビングルーム

ダイニングルーム

ベッドルーム

収納

キッチン

玄関ホール

洗面室・浴室

洗面室・浴室

水回り回廊

0 2 4m

0 0.5 1m

▽設計GL=平均GL
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2F床サイザル麻 ：t=6㎜
合板 t=9.5㎜
床暖房 t=6㎜
構造用合板 t=12.5㎜
捨て張り t=9㎜
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part

取材・文／伏見 唯　写真／藤塚光政

通り土間のようなテラスが玄関からのびる住宅。
マイナーチェンジされた複数案の検討ではなく、ふたつの方向性の異なる案が

お互いに刺激しあいながら、同時進行された。

ふたつの案が同時進行笹目町の家

与件
古都の風情になじみ
いつかお店を
開けるような家

Process 1 / Conversation

［ 建主からの要望 ］

・「上落合の家」（2012）の光の入り方が気に入った。

・子どもを土のあるところで育てたい。
・北東の山が見えるように。
・家で、いつかクラフトのお店を営業できるように。

［ 建築家が必要だと判断した与件 ］

・ご家族が心安く住める家。
・古都・鎌倉の街並みに貢献したい。
・ご主人が研究者なので、書斎が必要。

［ 家族構成（駐車台数） ］

夫婦＋子ども３人（車１台）

設計／手嶋 保

Teshima Tamotsu

設計依頼の
きっかけとなった
過去の作品

写真撮影：西川公朗

鉄筋コンクリート造の住
宅。天窓からルーバー越
しに自然光が入り、日々
の光の移ろいが感じられ
るように意図された。

「上落合の家」

いつかお店を開きたい、という建主
の要望と、古都・鎌倉という土地柄
から、街並みに貢献する家をつくる
ことが目指された。

南西側の外観。古都・鎌
倉になじむように、家の
顔となる塀は、経年変化
を意図して枕木を素地の
まま積んだもの。

Special
Feature

[ Process Study ]
part 04

神奈川県鎌倉市

第一種中高層住居専用地域

法第22条区域、鎌倉景観地区（旧市街）

北側4m、西側6.02m

125.42㎡

土地購入ずみで依頼

所在地

地域地区

道路幅員

敷地面積

備考

土地概要配置図
鎌倉観光の中心地からは
やや離れた住宅街の角地。
ただし、少し歩くと銭洗
弁財天などの観光地があ
り、人力車も通る。

写真提供：手嶋保建築事務所1/2,000 0 20 40m

N

笹目町の家

3637

2012
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B案
四隅に庭を配し、九間を45度振った平面構成

A案

吹抜け
子ども室

DN
図書スペースバルコニー

子ども室

水路

UP
上部：吹抜け

台所

居間・食堂

浴室
主寝室

書斎クローク

玄関

ウォークイン
クローゼット

テラス

洗面室

サービス
ヤード

駐車場

最終的にＡ案が採用され
ている。ただし、屋根は
片流れに下屋（テラス部
分）が取り付く構成。

家の内と外の両方に顔をつくる、庭と塀

定着

2F

1F

ふたつの案を
並行して
検討する

Process 2 / Design

試論
04

Special
Feature

[ Process Study ]
part 笹目町の家

Ａ案、Ｂ案ともに三間×
三間の大きさの九間を、
どう配置するかを検討し
たもの。Ａ案では、ふた
つの九間が並び、塀や緑
と正対している。屋根の
形式は、切妻と片流れを
試みている。

ふたつの九間（三間×三
間）を45度振って、あい
だをかみ合わせた構成。
矩形の建物を45度振るこ
とによって、矩形の二～
三面が隅の庭と接するこ
とができる。

N

0 2 4m1/250

ひとつの方向性で何案も出すのではなく、
別の方向性の２案を並行して検討してい
る。異なるからこそ、双方の良し悪しがは
っきりし、両案ともに育まれるという。

3839

三間 三間

三
間

三間

三間
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04
Special
Feature

[ Process Study ]
part 笹目町の家

２階の図書スペースから
の見下ろし。開口部まわ
りは下屋部分で、天井が
低くなっている。

居間・食堂

テラスの緑と
水路が生む
室内の光と影

Process 3 / Build

定着
開口部が一方向に集約されることによっ
て、一日の光の変化が感じられる家になっ
た。明るすぎず、暗すぎず、絶妙な明暗を
生んでいる。

4041
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玄関から家に入ると左手
に居間・食堂、正面にテ
ラスがある。居間・食堂
と玄関は網戸で間仕切ら
れている。

居間・食堂

心
安
く
住
め
る
こ
と
が
第
一

設
計
は
一
任
さ
れ
た

ふ
た
つ
の
案
を
並
行
さ
せ
る

建
築
家
と
し
て
の
信
頼
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
、
設
計
が
始
ま
る
と
手
嶋
さ
ん
は
ほ
と
ん

ど
一
任
さ
れ
て
思
考
を
進
め
た
。
研
究
者
で
あ
る
ご
主
人
の
た
め
に
書
斎
が
い
る
、
鎌

倉
の
古
都
と
な
じ
む
よ
う
に
経
年
変
化
す
る
表
情
を
つ
く
る
、
な
ど
は
手
嶋
さ
ん
が
自

ら
解
釈
し
て
必
要
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
建
主
か
ら
は
特
別
な
要
望
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
勝
手
気
ま
ま
に
設
計
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
手
嶋

さ
ん
は
、
建
主
と
「
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
理
解
し
あ
っ
て
い
た
」
と
言
う
。「
心
安
く
住

め
る
」
こ
と
を
目
指
す
う
え
で
の
建
築
空
間
に
対
す
る
方
向
性
に
も
、
ズ
レ
が
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
手
嶋
さ
ん
は
、
語
る
こ
と
よ
り
も
、
本
質
を
と
ら
え
共
有
す

る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
住
宅
設
計
に
お
け
る
本
質
的
な
軸
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も

一
直
線
に
最
終
形
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
手
嶋
さ
ん
も
試
行
錯
誤
を

　
ご
家
族
が
心
安
く
住
め
る
家
。
手
嶋
保
さ
ん
に
住
宅
の
設
計
主
旨
を
聞
く
と
、
い
つ

も
こ
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
。「
心
安
く
住
め
る
」
と
い
う
環
境
は
、
住
宅
な
ら
ば
ほ
と

ん
ど
い
つ
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
住
宅
の
ひ
と
つ
の
本
質
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
簡
単
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
手
嶋
さ
ん

は
臆
す
る
こ
と
な
く
本
質
を
語
る
。
し
か
も
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
手
嶋
さ
ん
が
設
計

し
た
住
宅
を
訪
れ
、
た
と
え
ば
、
ま
る
で
行
灯
が
室
内
に
つ
く
り
出
し
た
か
の
よ
う
な

陰
影
や
、
数
寄
屋
の
小
間
と
広
間
に
通
じ
る
空
間
の
大
き
さ
の
絶
妙
な
緩
急
に
接
す
る

と
、
そ
の
言
葉
に
偽
り
は
な
い
、
と
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
築
が
力
を
も
ち
な

が
ら
、
そ
の
建
築
の
こ
と
を
多
く
は
語
ら
な
い
姿
勢
に
は
、
師
に
あ
た
る
吉
村
順
三
の

影
が
見
え
隠
れ
す
る
。

「
笹
目
町
の
家
」
で
も
ま
た
、
手
嶋
さ
ん
は
「
心
安
く
住
め
る
」
こ
と
が
第
一
の
設
計

主
旨
だ
と
言
う
。
光
が
抑
え
ら
れ
た
室
内
か
ら
、
緑
と
水
路
の
小
さ
な
庭
と
向
き
合
う

と
、
枕
木
の
塀
が
視
線
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑
陰
の
た
め
か
自
然

と
の
接
点
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
玄
関
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
る
通
り
土
間
の

よ
う
な
テ
ラ
ス
に
は
、
京
都
の
「
哲
学
の
道
」
を
想
起
す
る
、
あ
る
種
の
静
謐
さ
が
た

だ
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
テ
ラ
ス
の
先
に
は
1
坪
の
書
斎
。
生
活
か
ら
離
れ
た
対
岸
に

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
が
醸
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
確
か
に
手
嶋
さ
ん
の
言
葉
の
と
お
り
だ
と
感
じ
た
が
、
よ
い
住
宅
で
あ
る
だ
け
に
、

も
う
少
し
具
体
的
な
設
計
主
旨
を
知
り
た
い
と
思
う
。
野
暮
だ
と
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
を

覚
悟
し
て
、
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
を
ひ
も
解
い
て
み
た
。

　
建
主
は
、
ご
夫
妻
と
子
ど
も
3
人
の
5
人
家
族
。「
子
ど
も
を
土
の
あ
る
と
こ
ろ
で
育

て
た
い
」
と
、
庭
の
あ
る
一
軒
家
を
建
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
ご
主
人
の
職
場
が
近
い

こ
と
も
あ
り
、
敷
地
は
北
に
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
鎌
倉
で
あ
る
。
周
辺
一
帯
は

住
宅
地
で
あ
り
、
特
別
に
歴
史
的
な
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近

隣
の
古
社
寺
や
目
に
映
る
地
形
が
、
古
都
の
風
情
を
に
お
わ
せ
て
い
る
。
と
き
に
は
家

の
前
を
人
力
車
が
通
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
な
場
所
だ
。
こ
の
土
地
に
、
ク
ラ
フ
ト
好
き

の
奥
さ
ま
が
い
つ
か
お
店
を
営
め
る
よ
う
な
、
社
会
に
対
し
て
少
し
オ
ー
プ
ン
な
家
を

つ
く
る
、
と
い
う
の
が
「
笹
目
町
の
家
」
の
与
件
で
あ
っ
た
。

　
設
計
者
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
し
、
手
嶋
さ
ん

の
「
上
落
合
の
家
」（
2
0
1
2
）
が
目
に
留
ま
り
、
室
内
へ
の
光
の
取
り
入
れ
方
が
気

に
入
っ
た
の
で
、
設
計
を
依
頼
す
る
こ
と
に
決
め
た
と
い
う
。
過
去
の
住
宅
に
よ
っ
て
、

し
て
い
る
。
設
計
中
、
ふ
た
つ
の
案
を
並
行
し
て
考
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
採
用
さ
れ
る
案
は
、
三
間
角
の
九
間
を
ふ
た
つ
並
べ
て
、
両
者
と
も
に
南

西
側
の
テ
ラ
ス
と
向
か
い
合
う
構
成
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
案
は
、
一

見
す
る
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
。
ふ
た
つ
の
九
間
の
矩
形
を
45
度
振
っ
て
、
一
部
を

か
み
合
わ
せ
る
構
成
で
あ
る
。
こ
の
案
で
は
、
限
ら
れ
た
敷
地
が
広
く
開
放
的
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
敷
地
の
四
隅
を
庭
と
し
て
、
矩
形
の
室
の
二
面
、
ま
た
は
三
面
が
庭

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
る
で
ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
に
よ
る
平
面

上
の
幾
何
学
的
な
操
作
の
よ
う
な
、
説
得
力
の
あ
る
合
理
的
な
案
で
あ
る
。
手
嶋
さ
ん

は
、「
浦
和
の
家
」（
08
）
で
も
九
間
の
矩
形
を
雁
行
さ
せ
る
な
ど
、
と
き
に
幾
何
学
的
、

あ
る
い
は
合
理
的
な
強
い
構
成
を
展
開
さ
せ
る
。
強
い
構
成
が
無
理
な
く
調
和
す
る
状

況
も
あ
り
、
2
案
の
並
行
は
、
手
嶋
さ
ん
が
よ
く
採
用
す
る
手
法
な
の
だ
そ
う
だ
。

　
た
だ
し
、
今
回
の
「
心
安
く
住

め
る
こ
と
が
第
一
」
と
す
る
住
宅

で
は
、
45
度
振
る
案
は
や
や
形
式

性
が
強
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
も

ち
ろ
ん
手
嶋
さ
ん
は
形
式
性
の
強

さ
を
よ
く
わ
か
っ
た
う
え
で
計
画

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ

う
し
た
ま
っ
た
く
異
な
る
2
案
を

並
行
さ
せ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
強

い
構
成
を
展
開
さ
せ
て
突
き
詰
め

て
考
え
る
と
、
仮
に
そ
こ
に
無
理

が
生
じ
採
用
で
き
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
よ
り
よ
い
案
を
生
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
る
、
と
手
嶋
さ
ん

は
言
う
。
異
な
る
概
念
の
共
存
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
刺
激
に
な
り
、
新
し
い
も
の
を

生
み
出
す
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
合
理
的
な
強
い
構
成
の
対
案
と
し
て

採
用
さ
れ
た
「
笹
目
町
の
家
」
の
最
終
形
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

　
最
終
形
の
特
徴
は
、
ま
ず
は
経
年
変
化
を
見
越
し
て
枕
木
で
つ
く
ら
れ
た
塀
。
日
本

建
築
の
高
垣
や
間
垣
の
よ
う
な
、
内
を
守
り
、
外
に
も
豊
か
な
風
情
を
与
え
る
塀
と
す

る
こ
と
で
、
古
都
に
な
じ
む
構
え
と
し
て
の
機
能
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

10
㎜
ほ
ど
透
か
し
て
積
層
さ
せ
る
こ
と
で
、
通
気
を
確
保
し
た
仕
様
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
片
流
れ
の
屋
根
。
45
度
振
っ
た
別
案
だ
と
複
雑
な
屋
根
構
成
に
な
る
が
、

最
終
形
な
ら
ば
、
簡
素
な
片
流
れ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
片
流
れ
は
、
通
風
や
採

光
に
と
っ
て
無
理
の
な
い
自
然
な
形
。
片
流
れ
の
屋
根
に
し
た
結
果
、
南
西
の
塀
の
表

情
も
あ
い
ま
っ
て
、
控
え
め
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
と
土
地
と
な
じ
ん
だ
姿
に
な
っ
て

い
る
。
い
つ
か
建
主
の
奥
さ
ま
が
お
店
を
営
ん
だ
と
き
に
も
、
こ
の
た
た
ず
ま
い
は
き

っ
と
後
押
し
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
も
合
理
的
な
強
い
構
成
と
い
う
よ
り
は
、
無
理
を
せ
ず
、
素
直

に
こ
の
土
地
に
立
つ
家
の
機
能
と
向
き
合
っ
た
結
果
と
し
て
、
表
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
最
終
形
は
平
面
に
お
い
て
も
、
身
体
的
な
機
能
を
重
視
し
た
計
画
が
な
さ
れ
て

い
る
。
玄
関
は
内
外
の
緩
衝
や
出
入
り
口
と
し
て
の
機
能
に
徹
底
し
、
庭
は
大
振
り
に

構
え
す
ぎ
て
い
な
い
。
台
所
脇
の
サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
の
融
通
性
や
、
意
識
的
に
主
屋
か

ら
離
し
た
ご
主
人
が
ひ
と
り
で
過
ご
す
1
坪
の
書
斎
な
ど
も
、
ま
さ
に
機
能
的
。
住
み

手
の
身
体
的
な
機
能
が
第
一
な
の
で
あ
っ
て
、
必
要
以
上
の
こ
と
は
し
な
い
つ
く
り
方

が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
つ
ま
り
全
体
的
に
こ
の
住
宅
で
は
、
客
観
的
な
調
和
や
合
理
的
な
強
い
構
成
よ
り
も
、

住
み
手
に
と
っ
て
の
気
持
ち
よ
さ
や
、
心
安
ら
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
本
来
の

「
住
宅
の
機
能
」が
素
直
に
実
現
し
て
い
る
。
手
嶋
さ
ん
は
、「
形
で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
ク

シ
ョ
ン
で
考
え
て
い
る
」
と
言
う
。

　
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
を
は
じ
め
と
し
た
近
代
建
築
の
担
い
手
た
ち
が
、
そ
の
時
代
の

要
請
か
ら
客
観
的
な
調
和
や
合
理
性
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
な
が
ら
も
、
一

方
で
人
間
の
有
機
的
な
身
体
や
感
情
の
機
能
を
生
涯
忘
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
大
き
く

は
現
代
で
も
合
理
主
義
と
機
能
主
義
の
狭
間
に
建
築
家
た
ち
は
い
る
だ
ろ
う
。
個
人
と

向
き
合
っ
た
機
能
主
義
が
見
直
さ
れ
な
が
ら
も
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
合
理
的
に
整
理

し
た
建
築
美
へ
の
想
い
も
廃
れ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
現
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し

て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
方
法
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
往
還
を
理
解
し
、

い
か
に
状
況
に
応
じ
た
表
出
が

で
き
る
か
、
そ
こ
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
建
築
評
論
家
の
長
谷
川
堯
さ

ん
は
、
合
理
主
義
と
機
能
主
義

は
混
同
さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来

は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
だ
と
主

張
し
て
い
る
。
手
嶋
さ
ん
は
、

そ
の
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
と

両
者
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、

合
理
的
な
案
と
機
能
的
な
案
を

並
走
さ
せ
、
天
秤
に
か
け
る
か

の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
表
出
を

巧
み
に
う
か
が
い
、
設
計
を
進

め
て
い
る
よ
う
だ
。

　
設
計
主
旨
を
聞
か
れ
た
と
き
、

手
嶋
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
迷
い

な
く
「
ご
家
族
が
心
安
く
住
め

る
家
」
と
機
能
重
視
で
あ
る
こ

と
を
表
明
す
る
だ
ろ
う
し
、
そ

れ
が
手
嶋
さ
ん
の
建
築
、
そ
し

て
手
嶋
さ
ん
自
身
の
魅
力
だ
と

思
う
。
し
か
し
一
方
で
、
じ
つ

は
合
理
的
な
明
朗
性
か
ら
来
る

建
築
美
も
随
所
に
忍
ば
せ
よ
う

と
す
る
別
な
側
面
が
、
手
嶋
建

築
の
力
を
大
い
に
増
し
て
い
る

に
ち
が
い
な
い
、
と
も
同
時
に

思
う
の
で
あ
る
。
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part 笹目町の家

玄関方向を見る。居間・
食堂との境の開口部はフ
ィックスと引き戸（手前）。
左手の足下には水路が走
っている。

テラス

4243

あ
ん
ど
ん



玄関から家に入ると左手
に居間・食堂、正面にテ
ラスがある。居間・食堂
と玄関は網戸で間仕切ら
れている。

居間・食堂

心
安
く
住
め
る
こ
と
が
第
一

設
計
は
一
任
さ
れ
た

ふ
た
つ
の
案
を
並
行
さ
せ
る

建
築
家
と
し
て
の
信
頼
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
、
設
計
が
始
ま
る
と
手
嶋
さ
ん
は
ほ
と
ん

ど
一
任
さ
れ
て
思
考
を
進
め
た
。
研
究
者
で
あ
る
ご
主
人
の
た
め
に
書
斎
が
い
る
、
鎌

倉
の
古
都
と
な
じ
む
よ
う
に
経
年
変
化
す
る
表
情
を
つ
く
る
、
な
ど
は
手
嶋
さ
ん
が
自

ら
解
釈
し
て
必
要
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
建
主
か
ら
は
特
別
な
要
望
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
勝
手
気
ま
ま
に
設
計
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
手
嶋

さ
ん
は
、
建
主
と
「
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
理
解
し
あ
っ
て
い
た
」
と
言
う
。「
心
安
く
住

め
る
」
こ
と
を
目
指
す
う
え
で
の
建
築
空
間
に
対
す
る
方
向
性
に
も
、
ズ
レ
が
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
手
嶋
さ
ん
は
、
語
る
こ
と
よ
り
も
、
本
質
を
と
ら
え
共
有
す

る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
住
宅
設
計
に
お
け
る
本
質
的
な
軸
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も

一
直
線
に
最
終
形
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
手
嶋
さ
ん
も
試
行
錯
誤
を

　
ご
家
族
が
心
安
く
住
め
る
家
。
手
嶋
保
さ
ん
に
住
宅
の
設
計
主
旨
を
聞
く
と
、
い
つ

も
こ
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
。「
心
安
く
住
め
る
」
と
い
う
環
境
は
、
住
宅
な
ら
ば
ほ
と

ん
ど
い
つ
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
住
宅
の
ひ
と
つ
の
本
質
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
簡
単
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
手
嶋
さ
ん

は
臆
す
る
こ
と
な
く
本
質
を
語
る
。
し
か
も
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
手
嶋
さ
ん
が
設
計

し
た
住
宅
を
訪
れ
、
た
と
え
ば
、
ま
る
で
行
灯
が
室
内
に
つ
く
り
出
し
た
か
の
よ
う
な

陰
影
や
、
数
寄
屋
の
小
間
と
広
間
に
通
じ
る
空
間
の
大
き
さ
の
絶
妙
な
緩
急
に
接
す
る

と
、
そ
の
言
葉
に
偽
り
は
な
い
、
と
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
築
が
力
を
も
ち
な

が
ら
、
そ
の
建
築
の
こ
と
を
多
く
は
語
ら
な
い
姿
勢
に
は
、
師
に
あ
た
る
吉
村
順
三
の

影
が
見
え
隠
れ
す
る
。

「
笹
目
町
の
家
」
で
も
ま
た
、
手
嶋
さ
ん
は
「
心
安
く
住
め
る
」
こ
と
が
第
一
の
設
計

主
旨
だ
と
言
う
。
光
が
抑
え
ら
れ
た
室
内
か
ら
、
緑
と
水
路
の
小
さ
な
庭
と
向
き
合
う

と
、
枕
木
の
塀
が
視
線
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑
陰
の
た
め
か
自
然

と
の
接
点
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
玄
関
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
る
通
り
土
間
の

よ
う
な
テ
ラ
ス
に
は
、
京
都
の
「
哲
学
の
道
」
を
想
起
す
る
、
あ
る
種
の
静
謐
さ
が
た

だ
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
テ
ラ
ス
の
先
に
は
1
坪
の
書
斎
。
生
活
か
ら
離
れ
た
対
岸
に

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
が
醸
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
確
か
に
手
嶋
さ
ん
の
言
葉
の
と
お
り
だ
と
感
じ
た
が
、
よ
い
住
宅
で
あ
る
だ
け
に
、

も
う
少
し
具
体
的
な
設
計
主
旨
を
知
り
た
い
と
思
う
。
野
暮
だ
と
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
を

覚
悟
し
て
、
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
を
ひ
も
解
い
て
み
た
。

　
建
主
は
、
ご
夫
妻
と
子
ど
も
3
人
の
5
人
家
族
。「
子
ど
も
を
土
の
あ
る
と
こ
ろ
で
育

て
た
い
」
と
、
庭
の
あ
る
一
軒
家
を
建
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
ご
主
人
の
職
場
が
近
い

こ
と
も
あ
り
、
敷
地
は
北
に
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
鎌
倉
で
あ
る
。
周
辺
一
帯
は

住
宅
地
で
あ
り
、
特
別
に
歴
史
的
な
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近

隣
の
古
社
寺
や
目
に
映
る
地
形
が
、
古
都
の
風
情
を
に
お
わ
せ
て
い
る
。
と
き
に
は
家

の
前
を
人
力
車
が
通
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
な
場
所
だ
。
こ
の
土
地
に
、
ク
ラ
フ
ト
好
き

の
奥
さ
ま
が
い
つ
か
お
店
を
営
め
る
よ
う
な
、
社
会
に
対
し
て
少
し
オ
ー
プ
ン
な
家
を

つ
く
る
、
と
い
う
の
が
「
笹
目
町
の
家
」
の
与
件
で
あ
っ
た
。

　
設
計
者
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
し
、
手
嶋
さ
ん

の
「
上
落
合
の
家
」（
2
0
1
2
）
が
目
に
留
ま
り
、
室
内
へ
の
光
の
取
り
入
れ
方
が
気

に
入
っ
た
の
で
、
設
計
を
依
頼
す
る
こ
と
に
決
め
た
と
い
う
。
過
去
の
住
宅
に
よ
っ
て
、

し
て
い
る
。
設
計
中
、
ふ
た
つ
の
案
を
並
行
し
て
考
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
採
用
さ
れ
る
案
は
、
三
間
角
の
九
間
を
ふ
た
つ
並
べ
て
、
両
者
と
も
に
南

西
側
の
テ
ラ
ス
と
向
か
い
合
う
構
成
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
案
は
、
一

見
す
る
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
。
ふ
た
つ
の
九
間
の
矩
形
を
45
度
振
っ
て
、
一
部
を

か
み
合
わ
せ
る
構
成
で
あ
る
。
こ
の
案
で
は
、
限
ら
れ
た
敷
地
が
広
く
開
放
的
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
敷
地
の
四
隅
を
庭
と
し
て
、
矩
形
の
室
の
二
面
、
ま
た
は
三
面
が
庭

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
る
で
ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
に
よ
る
平
面

上
の
幾
何
学
的
な
操
作
の
よ
う
な
、
説
得
力
の
あ
る
合
理
的
な
案
で
あ
る
。
手
嶋
さ
ん

は
、「
浦
和
の
家
」（
08
）
で
も
九
間
の
矩
形
を
雁
行
さ
せ
る
な
ど
、
と
き
に
幾
何
学
的
、

あ
る
い
は
合
理
的
な
強
い
構
成
を
展
開
さ
せ
る
。
強
い
構
成
が
無
理
な
く
調
和
す
る
状

況
も
あ
り
、
2
案
の
並
行
は
、
手
嶋
さ
ん
が
よ
く
採
用
す
る
手
法
な
の
だ
そ
う
だ
。

　
た
だ
し
、
今
回
の
「
心
安
く
住

め
る
こ
と
が
第
一
」
と
す
る
住
宅

で
は
、
45
度
振
る
案
は
や
や
形
式

性
が
強
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
も

ち
ろ
ん
手
嶋
さ
ん
は
形
式
性
の
強

さ
を
よ
く
わ
か
っ
た
う
え
で
計
画

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ

う
し
た
ま
っ
た
く
異
な
る
2
案
を

並
行
さ
せ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
強

い
構
成
を
展
開
さ
せ
て
突
き
詰
め

て
考
え
る
と
、
仮
に
そ
こ
に
無
理

が
生
じ
採
用
で
き
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
よ
り
よ
い
案
を
生
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
る
、
と
手
嶋
さ
ん

は
言
う
。
異
な
る
概
念
の
共
存
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
刺
激
に
な
り
、
新
し
い
も
の
を

生
み
出
す
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
合
理
的
な
強
い
構
成
の
対
案
と
し
て

採
用
さ
れ
た
「
笹
目
町
の
家
」
の
最
終
形
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

　
最
終
形
の
特
徴
は
、
ま
ず
は
経
年
変
化
を
見
越
し
て
枕
木
で
つ
く
ら
れ
た
塀
。
日
本

建
築
の
高
垣
や
間
垣
の
よ
う
な
、
内
を
守
り
、
外
に
も
豊
か
な
風
情
を
与
え
る
塀
と
す

る
こ
と
で
、
古
都
に
な
じ
む
構
え
と
し
て
の
機
能
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

10
㎜
ほ
ど
透
か
し
て
積
層
さ
せ
る
こ
と
で
、
通
気
を
確
保
し
た
仕
様
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
片
流
れ
の
屋
根
。
45
度
振
っ
た
別
案
だ
と
複
雑
な
屋
根
構
成
に
な
る
が
、

最
終
形
な
ら
ば
、
簡
素
な
片
流
れ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
片
流
れ
は
、
通
風
や
採

光
に
と
っ
て
無
理
の
な
い
自
然
な
形
。
片
流
れ
の
屋
根
に
し
た
結
果
、
南
西
の
塀
の
表

情
も
あ
い
ま
っ
て
、
控
え
め
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
と
土
地
と
な
じ
ん
だ
姿
に
な
っ
て

い
る
。
い
つ
か
建
主
の
奥
さ
ま
が
お
店
を
営
ん
だ
と
き
に
も
、
こ
の
た
た
ず
ま
い
は
き

っ
と
後
押
し
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
も
合
理
的
な
強
い
構
成
と
い
う
よ
り
は
、
無
理
を
せ
ず
、
素
直

に
こ
の
土
地
に
立
つ
家
の
機
能
と
向
き
合
っ
た
結
果
と
し
て
、
表
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
最
終
形
は
平
面
に
お
い
て
も
、
身
体
的
な
機
能
を
重
視
し
た
計
画
が
な
さ
れ
て

い
る
。
玄
関
は
内
外
の
緩
衝
や
出
入
り
口
と
し
て
の
機
能
に
徹
底
し
、
庭
は
大
振
り
に

構
え
す
ぎ
て
い
な
い
。
台
所
脇
の
サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
の
融
通
性
や
、
意
識
的
に
主
屋
か

ら
離
し
た
ご
主
人
が
ひ
と
り
で
過
ご
す
1
坪
の
書
斎
な
ど
も
、
ま
さ
に
機
能
的
。
住
み

手
の
身
体
的
な
機
能
が
第
一
な
の
で
あ
っ
て
、
必
要
以
上
の
こ
と
は
し
な
い
つ
く
り
方

が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
つ
ま
り
全
体
的
に
こ
の
住
宅
で
は
、
客
観
的
な
調
和
や
合
理
的
な
強
い
構
成
よ
り
も
、

住
み
手
に
と
っ
て
の
気
持
ち
よ
さ
や
、
心
安
ら
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
本
来
の

「
住
宅
の
機
能
」が
素
直
に
実
現
し
て
い
る
。
手
嶋
さ
ん
は
、「
形
で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
ク

シ
ョ
ン
で
考
え
て
い
る
」
と
言
う
。

　
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
を
は
じ
め
と
し
た
近
代
建
築
の
担
い
手
た
ち
が
、
そ
の
時
代
の

要
請
か
ら
客
観
的
な
調
和
や
合
理
性
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
な
が
ら
も
、
一

方
で
人
間
の
有
機
的
な
身
体
や
感
情
の
機
能
を
生
涯
忘
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
大
き
く

は
現
代
で
も
合
理
主
義
と
機
能
主
義
の
狭
間
に
建
築
家
た
ち
は
い
る
だ
ろ
う
。
個
人
と

向
き
合
っ
た
機
能
主
義
が
見
直
さ
れ
な
が
ら
も
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
合
理
的
に
整
理

し
た
建
築
美
へ
の
想
い
も
廃
れ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
現
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し

て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
方
法
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
往
還
を
理
解
し
、

い
か
に
状
況
に
応
じ
た
表
出
が

で
き
る
か
、
そ
こ
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
建
築
評
論
家
の
長
谷
川
堯
さ

ん
は
、
合
理
主
義
と
機
能
主
義

は
混
同
さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来

は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
だ
と
主

張
し
て
い
る
。
手
嶋
さ
ん
は
、

そ
の
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
と

両
者
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、

合
理
的
な
案
と
機
能
的
な
案
を

並
走
さ
せ
、
天
秤
に
か
け
る
か

の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
表
出
を

巧
み
に
う
か
が
い
、
設
計
を
進

め
て
い
る
よ
う
だ
。

　
設
計
主
旨
を
聞
か
れ
た
と
き
、

手
嶋
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
迷
い

な
く
「
ご
家
族
が
心
安
く
住
め

る
家
」
と
機
能
重
視
で
あ
る
こ

と
を
表
明
す
る
だ
ろ
う
し
、
そ

れ
が
手
嶋
さ
ん
の
建
築
、
そ
し

て
手
嶋
さ
ん
自
身
の
魅
力
だ
と

思
う
。
し
か
し
一
方
で
、
じ
つ

は
合
理
的
な
明
朗
性
か
ら
来
る

建
築
美
も
随
所
に
忍
ば
せ
よ
う

と
す
る
別
な
側
面
が
、
手
嶋
建

築
の
力
を
大
い
に
増
し
て
い
る

に
ち
が
い
な
い
、
と
も
同
時
に

思
う
の
で
あ
る
。

04

Special
Feature

[ Process Study ]
part 笹目町の家

玄関方向を見る。居間・
食堂との境の開口部はフ
ィックスと引き戸（手前）。
左手の足下には水路が走
っている。

テラス

4243

あ
ん
ど
ん



04
Special
Feature

[ Process Study ]
part 笹目町の家

写真右／浴室からテラス
に出ることができる。左
／１階の洗面室・浴室、
主寝室もテラスと正対し
ている。塀には庭の緑陰
が映し出され、諸室での
日々の生活に彩りを添え
ているだろう。

主寝室と
洗面室・浴室

図書スペース

書斎

台所から居間・食堂越し
にテラスを見る。深い軒
の下屋や緑が、自然光を
ほのかなあかりとして室
内に取り込んでいる。

居間・食堂

家
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
重
視

合
理
主
義
と
機
能
主
義
の
狭
間

建
築
家
と
し
て
の
信
頼
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
、
設
計
が
始
ま
る
と
手
嶋
さ
ん
は
ほ
と
ん

ど
一
任
さ
れ
て
思
考
を
進
め
た
。
研
究
者
で
あ
る
ご
主
人
の
た
め
に
書
斎
が
い
る
、
鎌

倉
の
古
都
と
な
じ
む
よ
う
に
経
年
変
化
す
る
表
情
を
つ
く
る
、
な
ど
は
手
嶋
さ
ん
が
自

ら
解
釈
し
て
必
要
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
建
主
か
ら
は
特
別
な
要
望
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
勝
手
気
ま
ま
に
設
計
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
手
嶋

さ
ん
は
、
建
主
と
「
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
理
解
し
あ
っ
て
い
た
」
と
言
う
。「
心
安
く
住

め
る
」
こ
と
を
目
指
す
う
え
で
の
建
築
空
間
に
対
す
る
方
向
性
に
も
、
ズ
レ
が
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
手
嶋
さ
ん
は
、
語
る
こ
と
よ
り
も
、
本
質
を
と
ら
え
共
有
す

る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
住
宅
設
計
に
お
け
る
本
質
的
な
軸
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も

一
直
線
に
最
終
形
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
手
嶋
さ
ん
も
試
行
錯
誤
を

　
ご
家
族
が
心
安
く
住
め
る
家
。
手
嶋
保
さ
ん
に
住
宅
の
設
計
主
旨
を
聞
く
と
、
い
つ

も
こ
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
。「
心
安
く
住
め
る
」
と
い
う
環
境
は
、
住
宅
な
ら
ば
ほ
と

ん
ど
い
つ
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
住
宅
の
ひ
と
つ
の
本
質
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
簡
単
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
手
嶋
さ
ん

は
臆
す
る
こ
と
な
く
本
質
を
語
る
。
し
か
も
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
手
嶋
さ
ん
が
設
計

し
た
住
宅
を
訪
れ
、
た
と
え
ば
、
ま
る
で
行
灯
が
室
内
に
つ
く
り
出
し
た
か
の
よ
う
な

陰
影
や
、
数
寄
屋
の
小
間
と
広
間
に
通
じ
る
空
間
の
大
き
さ
の
絶
妙
な
緩
急
に
接
す
る

と
、
そ
の
言
葉
に
偽
り
は
な
い
、
と
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
築
が
力
を
も
ち
な

が
ら
、
そ
の
建
築
の
こ
と
を
多
く
は
語
ら
な
い
姿
勢
に
は
、
師
に
あ
た
る
吉
村
順
三
の

影
が
見
え
隠
れ
す
る
。

「
笹
目
町
の
家
」
で
も
ま
た
、
手
嶋
さ
ん
は
「
心
安
く
住
め
る
」
こ
と
が
第
一
の
設
計

主
旨
だ
と
言
う
。
光
が
抑
え
ら
れ
た
室
内
か
ら
、
緑
と
水
路
の
小
さ
な
庭
と
向
き
合
う

と
、
枕
木
の
塀
が
視
線
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑
陰
の
た
め
か
自
然

と
の
接
点
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
玄
関
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
る
通
り
土
間
の

よ
う
な
テ
ラ
ス
に
は
、
京
都
の
「
哲
学
の
道
」
を
想
起
す
る
、
あ
る
種
の
静
謐
さ
が
た

だ
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
テ
ラ
ス
の
先
に
は
1
坪
の
書
斎
。
生
活
か
ら
離
れ
た
対
岸
に

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
が
醸
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
確
か
に
手
嶋
さ
ん
の
言
葉
の
と
お
り
だ
と
感
じ
た
が
、
よ
い
住
宅
で
あ
る
だ
け
に
、

も
う
少
し
具
体
的
な
設
計
主
旨
を
知
り
た
い
と
思
う
。
野
暮
だ
と
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
を

覚
悟
し
て
、
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
を
ひ
も
解
い
て
み
た
。

　
建
主
は
、
ご
夫
妻
と
子
ど
も
3
人
の
5
人
家
族
。「
子
ど
も
を
土
の
あ
る
と
こ
ろ
で
育

て
た
い
」
と
、
庭
の
あ
る
一
軒
家
を
建
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
ご
主
人
の
職
場
が
近
い

こ
と
も
あ
り
、
敷
地
は
北
に
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
鎌
倉
で
あ
る
。
周
辺
一
帯
は

住
宅
地
で
あ
り
、
特
別
に
歴
史
的
な
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近

隣
の
古
社
寺
や
目
に
映
る
地
形
が
、
古
都
の
風
情
を
に
お
わ
せ
て
い
る
。
と
き
に
は
家

の
前
を
人
力
車
が
通
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
な
場
所
だ
。
こ
の
土
地
に
、
ク
ラ
フ
ト
好
き

の
奥
さ
ま
が
い
つ
か
お
店
を
営
め
る
よ
う
な
、
社
会
に
対
し
て
少
し
オ
ー
プ
ン
な
家
を

つ
く
る
、
と
い
う
の
が
「
笹
目
町
の
家
」
の
与
件
で
あ
っ
た
。

　
設
計
者
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
し
、
手
嶋
さ
ん

の
「
上
落
合
の
家
」（
2
0
1
2
）
が
目
に
留
ま
り
、
室
内
へ
の
光
の
取
り
入
れ
方
が
気

に
入
っ
た
の
で
、
設
計
を
依
頼
す
る
こ
と
に
決
め
た
と
い
う
。
過
去
の
住
宅
に
よ
っ
て
、

し
て
い
る
。
設
計
中
、
ふ
た
つ
の
案
を
並
行
し
て
考
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
採
用
さ
れ
る
案
は
、
三
間
角
の
九
間
を
ふ
た
つ
並
べ
て
、
両
者
と
も
に
南

西
側
の
テ
ラ
ス
と
向
か
い
合
う
構
成
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
案
は
、
一

見
す
る
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
。
ふ
た
つ
の
九
間
の
矩
形
を
45
度
振
っ
て
、
一
部
を

か
み
合
わ
せ
る
構
成
で
あ
る
。
こ
の
案
で
は
、
限
ら
れ
た
敷
地
が
広
く
開
放
的
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
敷
地
の
四
隅
を
庭
と
し
て
、
矩
形
の
室
の
二
面
、
ま
た
は
三
面
が
庭

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
る
で
ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
に
よ
る
平
面

上
の
幾
何
学
的
な
操
作
の
よ
う
な
、
説
得
力
の
あ
る
合
理
的
な
案
で
あ
る
。
手
嶋
さ
ん

は
、「
浦
和
の
家
」（
08
）
で
も
九
間
の
矩
形
を
雁
行
さ
せ
る
な
ど
、
と
き
に
幾
何
学
的
、

あ
る
い
は
合
理
的
な
強
い
構
成
を
展
開
さ
せ
る
。
強
い
構
成
が
無
理
な
く
調
和
す
る
状

況
も
あ
り
、
2
案
の
並
行
は
、
手
嶋
さ
ん
が
よ
く
採
用
す
る
手
法
な
の
だ
そ
う
だ
。

　
た
だ
し
、
今
回
の
「
心
安
く
住

め
る
こ
と
が
第
一
」
と
す
る
住
宅

で
は
、
45
度
振
る
案
は
や
や
形
式

性
が
強
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
も

ち
ろ
ん
手
嶋
さ
ん
は
形
式
性
の
強

さ
を
よ
く
わ
か
っ
た
う
え
で
計
画

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ

う
し
た
ま
っ
た
く
異
な
る
2
案
を

並
行
さ
せ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
強

い
構
成
を
展
開
さ
せ
て
突
き
詰
め

て
考
え
る
と
、
仮
に
そ
こ
に
無
理

が
生
じ
採
用
で
き
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
よ
り
よ
い
案
を
生
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
る
、
と
手
嶋
さ
ん

は
言
う
。
異
な
る
概
念
の
共
存
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
刺
激
に
な
り
、
新
し
い
も
の
を

生
み
出
す
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
合
理
的
な
強
い
構
成
の
対
案
と
し
て

採
用
さ
れ
た
「
笹
目
町
の
家
」
の
最
終
形
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

　
最
終
形
の
特
徴
は
、
ま
ず
は
経
年
変
化
を
見
越
し
て
枕
木
で
つ
く
ら
れ
た
塀
。
日
本

建
築
の
高
垣
や
間
垣
の
よ
う
な
、
内
を
守
り
、
外
に
も
豊
か
な
風
情
を
与
え
る
塀
と
す

る
こ
と
で
、
古
都
に
な
じ
む
構
え
と
し
て
の
機
能
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
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ほ
ど
透
か
し
て
積
層
さ
せ
る
こ
と
で
、
通
気
を
確
保
し
た
仕
様
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
片
流
れ
の
屋
根
。
45
度
振
っ
た
別
案
だ
と
複
雑
な
屋
根
構
成
に
な
る
が
、

最
終
形
な
ら
ば
、
簡
素
な
片
流
れ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
片
流
れ
は
、
通
風
や
採

光
に
と
っ
て
無
理
の
な
い
自
然
な
形
。
片
流
れ
の
屋
根
に
し
た
結
果
、
南
西
の
塀
の
表

情
も
あ
い
ま
っ
て
、
控
え
め
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
と
土
地
と
な
じ
ん
だ
姿
に
な
っ
て

い
る
。
い
つ
か
建
主
の
奥
さ
ま
が
お
店
を
営
ん
だ
と
き
に
も
、
こ
の
た
た
ず
ま
い
は
き

っ
と
後
押
し
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
も
合
理
的
な
強
い
構
成
と
い
う
よ
り
は
、
無
理
を
せ
ず
、
素
直

に
こ
の
土
地
に
立
つ
家
の
機
能
と
向
き
合
っ
た
結
果
と
し
て
、
表
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
最
終
形
は
平
面
に
お
い
て
も
、
身
体
的
な
機
能
を
重
視
し
た
計
画
が
な
さ
れ
て

い
る
。
玄
関
は
内
外
の
緩
衝
や
出
入
り
口
と
し
て
の
機
能
に
徹
底
し
、
庭
は
大
振
り
に

構
え
す
ぎ
て
い
な
い
。
台
所
脇
の
サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
の
融
通
性
や
、
意
識
的
に
主
屋
か

ら
離
し
た
ご
主
人
が
ひ
と
り
で
過
ご
す
1
坪
の
書
斎
な
ど
も
、
ま
さ
に
機
能
的
。
住
み

手
の
身
体
的
な
機
能
が
第
一
な
の
で
あ
っ
て
、
必
要
以
上
の
こ
と
は
し
な
い
つ
く
り
方

が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
つ
ま
り
全
体
的
に
こ
の
住
宅
で
は
、
客
観
的
な
調
和
や
合
理
的
な
強
い
構
成
よ
り
も
、

住
み
手
に
と
っ
て
の
気
持
ち
よ
さ
や
、
心
安
ら
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
本
来
の

「
住
宅
の
機
能
」が
素
直
に
実
現
し
て
い
る
。
手
嶋
さ
ん
は
、「
形
で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
ク

シ
ョ
ン
で
考
え
て
い
る
」
と
言
う
。

　
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
を
は
じ
め
と
し
た
近
代
建
築
の
担
い
手
た
ち
が
、
そ
の
時
代
の

要
請
か
ら
客
観
的
な
調
和
や
合
理
性
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
な
が
ら
も
、
一

方
で
人
間
の
有
機
的
な
身
体
や
感
情
の
機
能
を
生
涯
忘
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
大
き
く

は
現
代
で
も
合
理
主
義
と
機
能
主
義
の
狭
間
に
建
築
家
た
ち
は
い
る
だ
ろ
う
。
個
人
と

向
き
合
っ
た
機
能
主
義
が
見
直
さ
れ
な
が
ら
も
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
合
理
的
に
整
理

し
た
建
築
美
へ
の
想
い
も
廃
れ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
現
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し

て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
方
法
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
往
還
を
理
解
し
、

い
か
に
状
況
に
応
じ
た
表
出
が

で
き
る
か
、
そ
こ
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
建
築
評
論
家
の
長
谷
川
堯
さ

ん
は
、
合
理
主
義
と
機
能
主
義

は
混
同
さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来

は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
だ
と
主

張
し
て
い
る
。
手
嶋
さ
ん
は
、

そ
の
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
と

両
者
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、

合
理
的
な
案
と
機
能
的
な
案
を

並
走
さ
せ
、
天
秤
に
か
け
る
か

の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
表
出
を

巧
み
に
う
か
が
い
、
設
計
を
進

め
て
い
る
よ
う
だ
。

　
設
計
主
旨
を
聞
か
れ
た
と
き
、

手
嶋
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
迷
い

な
く
「
ご
家
族
が
心
安
く
住
め

る
家
」
と
機
能
重
視
で
あ
る
こ

と
を
表
明
す
る
だ
ろ
う
し
、
そ

れ
が
手
嶋
さ
ん
の
建
築
、
そ
し

て
手
嶋
さ
ん
自
身
の
魅
力
だ
と

思
う
。
し
か
し
一
方
で
、
じ
つ

は
合
理
的
な
明
朗
性
か
ら
来
る

建
築
美
も
随
所
に
忍
ば
せ
よ
う

と
す
る
別
な
側
面
が
、
手
嶋
建

築
の
力
を
大
い
に
増
し
て
い
る

に
ち
が
い
な
い
、
と
も
同
時
に

思
う
の
で
あ
る
。

１坪の大きさの書斎。研
究者のご主人のために設
けられた。小窓からはテ
ラスの緑が見える。

4445

本棚や作業台とともに、
奥にはテレビと鑑賞用の
ベンチがある。ベンチか
らは鎌倉の山々を望むこ
とができる。
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[ Process Study ]
part 笹目町の家

写真右／浴室からテラス
に出ることができる。左
／１階の洗面室・浴室、
主寝室もテラスと正対し
ている。塀には庭の緑陰
が映し出され、諸室での
日々の生活に彩りを添え
ているだろう。

主寝室と
洗面室・浴室

図書スペース

書斎

台所から居間・食堂越し
にテラスを見る。深い軒
の下屋や緑が、自然光を
ほのかなあかりとして室
内に取り込んでいる。

居間・食堂

家
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
重
視

合
理
主
義
と
機
能
主
義
の
狭
間

建
築
家
と
し
て
の
信
頼
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
、
設
計
が
始
ま
る
と
手
嶋
さ
ん
は
ほ
と
ん

ど
一
任
さ
れ
て
思
考
を
進
め
た
。
研
究
者
で
あ
る
ご
主
人
の
た
め
に
書
斎
が
い
る
、
鎌

倉
の
古
都
と
な
じ
む
よ
う
に
経
年
変
化
す
る
表
情
を
つ
く
る
、
な
ど
は
手
嶋
さ
ん
が
自

ら
解
釈
し
て
必
要
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
建
主
か
ら
は
特
別
な
要
望
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
勝
手
気
ま
ま
に
設
計
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
手
嶋

さ
ん
は
、
建
主
と
「
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
理
解
し
あ
っ
て
い
た
」
と
言
う
。「
心
安
く
住

め
る
」
こ
と
を
目
指
す
う
え
で
の
建
築
空
間
に
対
す
る
方
向
性
に
も
、
ズ
レ
が
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
手
嶋
さ
ん
は
、
語
る
こ
と
よ
り
も
、
本
質
を
と
ら
え
共
有
す

る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
住
宅
設
計
に
お
け
る
本
質
的
な
軸
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も

一
直
線
に
最
終
形
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
手
嶋
さ
ん
も
試
行
錯
誤
を

　
ご
家
族
が
心
安
く
住
め
る
家
。
手
嶋
保
さ
ん
に
住
宅
の
設
計
主
旨
を
聞
く
と
、
い
つ

も
こ
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
。「
心
安
く
住
め
る
」
と
い
う
環
境
は
、
住
宅
な
ら
ば
ほ
と

ん
ど
い
つ
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
住
宅
の
ひ
と
つ
の
本
質
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
簡
単
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
手
嶋
さ
ん

は
臆
す
る
こ
と
な
く
本
質
を
語
る
。
し
か
も
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
手
嶋
さ
ん
が
設
計

し
た
住
宅
を
訪
れ
、
た
と
え
ば
、
ま
る
で
行
灯
が
室
内
に
つ
く
り
出
し
た
か
の
よ
う
な

陰
影
や
、
数
寄
屋
の
小
間
と
広
間
に
通
じ
る
空
間
の
大
き
さ
の
絶
妙
な
緩
急
に
接
す
る

と
、
そ
の
言
葉
に
偽
り
は
な
い
、
と
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
築
が
力
を
も
ち
な

が
ら
、
そ
の
建
築
の
こ
と
を
多
く
は
語
ら
な
い
姿
勢
に
は
、
師
に
あ
た
る
吉
村
順
三
の

影
が
見
え
隠
れ
す
る
。

「
笹
目
町
の
家
」
で
も
ま
た
、
手
嶋
さ
ん
は
「
心
安
く
住
め
る
」
こ
と
が
第
一
の
設
計

主
旨
だ
と
言
う
。
光
が
抑
え
ら
れ
た
室
内
か
ら
、
緑
と
水
路
の
小
さ
な
庭
と
向
き
合
う

と
、
枕
木
の
塀
が
視
線
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑
陰
の
た
め
か
自
然

と
の
接
点
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
玄
関
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
る
通
り
土
間
の

よ
う
な
テ
ラ
ス
に
は
、
京
都
の
「
哲
学
の
道
」
を
想
起
す
る
、
あ
る
種
の
静
謐
さ
が
た

だ
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
テ
ラ
ス
の
先
に
は
1
坪
の
書
斎
。
生
活
か
ら
離
れ
た
対
岸
に

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
が
醸
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
確
か
に
手
嶋
さ
ん
の
言
葉
の
と
お
り
だ
と
感
じ
た
が
、
よ
い
住
宅
で
あ
る
だ
け
に
、

も
う
少
し
具
体
的
な
設
計
主
旨
を
知
り
た
い
と
思
う
。
野
暮
だ
と
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
を

覚
悟
し
て
、
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
を
ひ
も
解
い
て
み
た
。

　
建
主
は
、
ご
夫
妻
と
子
ど
も
3
人
の
5
人
家
族
。「
子
ど
も
を
土
の
あ
る
と
こ
ろ
で
育

て
た
い
」
と
、
庭
の
あ
る
一
軒
家
を
建
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
ご
主
人
の
職
場
が
近
い

こ
と
も
あ
り
、
敷
地
は
北
に
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
鎌
倉
で
あ
る
。
周
辺
一
帯
は

住
宅
地
で
あ
り
、
特
別
に
歴
史
的
な
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近

隣
の
古
社
寺
や
目
に
映
る
地
形
が
、
古
都
の
風
情
を
に
お
わ
せ
て
い
る
。
と
き
に
は
家

の
前
を
人
力
車
が
通
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
な
場
所
だ
。
こ
の
土
地
に
、
ク
ラ
フ
ト
好
き

の
奥
さ
ま
が
い
つ
か
お
店
を
営
め
る
よ
う
な
、
社
会
に
対
し
て
少
し
オ
ー
プ
ン
な
家
を

つ
く
る
、
と
い
う
の
が
「
笹
目
町
の
家
」
の
与
件
で
あ
っ
た
。

　
設
計
者
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
し
、
手
嶋
さ
ん

の
「
上
落
合
の
家
」（
2
0
1
2
）
が
目
に
留
ま
り
、
室
内
へ
の
光
の
取
り
入
れ
方
が
気

に
入
っ
た
の
で
、
設
計
を
依
頼
す
る
こ
と
に
決
め
た
と
い
う
。
過
去
の
住
宅
に
よ
っ
て
、

し
て
い
る
。
設
計
中
、
ふ
た
つ
の
案
を
並
行
し
て
考
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
採
用
さ
れ
る
案
は
、
三
間
角
の
九
間
を
ふ
た
つ
並
べ
て
、
両
者
と
も
に
南

西
側
の
テ
ラ
ス
と
向
か
い
合
う
構
成
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
案
は
、
一

見
す
る
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
。
ふ
た
つ
の
九
間
の
矩
形
を
45
度
振
っ
て
、
一
部
を

か
み
合
わ
せ
る
構
成
で
あ
る
。
こ
の
案
で
は
、
限
ら
れ
た
敷
地
が
広
く
開
放
的
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
敷
地
の
四
隅
を
庭
と
し
て
、
矩
形
の
室
の
二
面
、
ま
た
は
三
面
が
庭

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
る
で
ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
に
よ
る
平
面

上
の
幾
何
学
的
な
操
作
の
よ
う
な
、
説
得
力
の
あ
る
合
理
的
な
案
で
あ
る
。
手
嶋
さ
ん

は
、「
浦
和
の
家
」（
08
）
で
も
九
間
の
矩
形
を
雁
行
さ
せ
る
な
ど
、
と
き
に
幾
何
学
的
、

あ
る
い
は
合
理
的
な
強
い
構
成
を
展
開
さ
せ
る
。
強
い
構
成
が
無
理
な
く
調
和
す
る
状

況
も
あ
り
、
2
案
の
並
行
は
、
手
嶋
さ
ん
が
よ
く
採
用
す
る
手
法
な
の
だ
そ
う
だ
。

　
た
だ
し
、
今
回
の
「
心
安
く
住

め
る
こ
と
が
第
一
」
と
す
る
住
宅

で
は
、
45
度
振
る
案
は
や
や
形
式

性
が
強
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
も

ち
ろ
ん
手
嶋
さ
ん
は
形
式
性
の
強

さ
を
よ
く
わ
か
っ
た
う
え
で
計
画

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ

う
し
た
ま
っ
た
く
異
な
る
2
案
を

並
行
さ
せ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
強

い
構
成
を
展
開
さ
せ
て
突
き
詰
め

て
考
え
る
と
、
仮
に
そ
こ
に
無
理

が
生
じ
採
用
で
き
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
よ
り
よ
い
案
を
生
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
る
、
と
手
嶋
さ
ん

は
言
う
。
異
な
る
概
念
の
共
存
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
刺
激
に
な
り
、
新
し
い
も
の
を

生
み
出
す
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
合
理
的
な
強
い
構
成
の
対
案
と
し
て

採
用
さ
れ
た
「
笹
目
町
の
家
」
の
最
終
形
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

　
最
終
形
の
特
徴
は
、
ま
ず
は
経
年
変
化
を
見
越
し
て
枕
木
で
つ
く
ら
れ
た
塀
。
日
本

建
築
の
高
垣
や
間
垣
の
よ
う
な
、
内
を
守
り
、
外
に
も
豊
か
な
風
情
を
与
え
る
塀
と
す

る
こ
と
で
、
古
都
に
な
じ
む
構
え
と
し
て
の
機
能
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

10
㎜
ほ
ど
透
か
し
て
積
層
さ
せ
る
こ
と
で
、
通
気
を
確
保
し
た
仕
様
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
片
流
れ
の
屋
根
。
45
度
振
っ
た
別
案
だ
と
複
雑
な
屋
根
構
成
に
な
る
が
、

最
終
形
な
ら
ば
、
簡
素
な
片
流
れ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
片
流
れ
は
、
通
風
や
採

光
に
と
っ
て
無
理
の
な
い
自
然
な
形
。
片
流
れ
の
屋
根
に
し
た
結
果
、
南
西
の
塀
の
表

情
も
あ
い
ま
っ
て
、
控
え
め
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
と
土
地
と
な
じ
ん
だ
姿
に
な
っ
て

い
る
。
い
つ
か
建
主
の
奥
さ
ま
が
お
店
を
営
ん
だ
と
き
に
も
、
こ
の
た
た
ず
ま
い
は
き

っ
と
後
押
し
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
も
合
理
的
な
強
い
構
成
と
い
う
よ
り
は
、
無
理
を
せ
ず
、
素
直

に
こ
の
土
地
に
立
つ
家
の
機
能
と
向
き
合
っ
た
結
果
と
し
て
、
表
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
最
終
形
は
平
面
に
お
い
て
も
、
身
体
的
な
機
能
を
重
視
し
た
計
画
が
な
さ
れ
て

い
る
。
玄
関
は
内
外
の
緩
衝
や
出
入
り
口
と
し
て
の
機
能
に
徹
底
し
、
庭
は
大
振
り
に

構
え
す
ぎ
て
い
な
い
。
台
所
脇
の
サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
の
融
通
性
や
、
意
識
的
に
主
屋
か

ら
離
し
た
ご
主
人
が
ひ
と
り
で
過
ご
す
1
坪
の
書
斎
な
ど
も
、
ま
さ
に
機
能
的
。
住
み

手
の
身
体
的
な
機
能
が
第
一
な
の
で
あ
っ
て
、
必
要
以
上
の
こ
と
は
し
な
い
つ
く
り
方

が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
つ
ま
り
全
体
的
に
こ
の
住
宅
で
は
、
客
観
的
な
調
和
や
合
理
的
な
強
い
構
成
よ
り
も
、

住
み
手
に
と
っ
て
の
気
持
ち
よ
さ
や
、
心
安
ら
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
本
来
の

「
住
宅
の
機
能
」が
素
直
に
実
現
し
て
い
る
。
手
嶋
さ
ん
は
、「
形
で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
ク

シ
ョ
ン
で
考
え
て
い
る
」
と
言
う
。

　
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
を
は
じ
め
と
し
た
近
代
建
築
の
担
い
手
た
ち
が
、
そ
の
時
代
の

要
請
か
ら
客
観
的
な
調
和
や
合
理
性
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
な
が
ら
も
、
一

方
で
人
間
の
有
機
的
な
身
体
や
感
情
の
機
能
を
生
涯
忘
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
大
き
く

は
現
代
で
も
合
理
主
義
と
機
能
主
義
の
狭
間
に
建
築
家
た
ち
は
い
る
だ
ろ
う
。
個
人
と

向
き
合
っ
た
機
能
主
義
が
見
直
さ
れ
な
が
ら
も
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
合
理
的
に
整
理

し
た
建
築
美
へ
の
想
い
も
廃
れ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
現
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し

て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
方
法
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
往
還
を
理
解
し
、

い
か
に
状
況
に
応
じ
た
表
出
が

で
き
る
か
、
そ
こ
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
建
築
評
論
家
の
長
谷
川
堯
さ

ん
は
、
合
理
主
義
と
機
能
主
義

は
混
同
さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来

は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
だ
と
主

張
し
て
い
る
。
手
嶋
さ
ん
は
、

そ
の
設
計
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
と

両
者
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、

合
理
的
な
案
と
機
能
的
な
案
を

並
走
さ
せ
、
天
秤
に
か
け
る
か

の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
表
出
を

巧
み
に
う
か
が
い
、
設
計
を
進

め
て
い
る
よ
う
だ
。

　
設
計
主
旨
を
聞
か
れ
た
と
き
、

手
嶋
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
迷
い

な
く
「
ご
家
族
が
心
安
く
住
め

る
家
」
と
機
能
重
視
で
あ
る
こ

と
を
表
明
す
る
だ
ろ
う
し
、
そ

れ
が
手
嶋
さ
ん
の
建
築
、
そ
し

て
手
嶋
さ
ん
自
身
の
魅
力
だ
と

思
う
。
し
か
し
一
方
で
、
じ
つ

は
合
理
的
な
明
朗
性
か
ら
来
る

建
築
美
も
随
所
に
忍
ば
せ
よ
う

と
す
る
別
な
側
面
が
、
手
嶋
建

築
の
力
を
大
い
に
増
し
て
い
る

に
ち
が
い
な
い
、
と
も
同
時
に

思
う
の
で
あ
る
。

１坪の大きさの書斎。研
究者のご主人のために設
けられた。小窓からはテ
ラスの緑が見える。

4445

本棚や作業台とともに、
奥にはテレビと鑑賞用の
ベンチがある。ベンチか
らは鎌倉の山々を望むこ
とができる。
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part 笹目町の家

神奈川県鎌倉市
専用住宅
夫婦＋子ども3人
手嶋保／手嶋保建築事務所
山田憲明構造設計事務所
木造在来工法
安池建設工業
地上2階
125.42㎡
73.53㎡
108.22㎡
2012年9月～2013年3月
2013年6月～2013年12月

カラーガルバリウム鋼板 t=0.35㎜ 
竪はぜ葺き
スギ縁甲板 t=15㎜
木製建具、アルミサッシ
砕石洗い出し仕上げ（カーポート）
ユーカリ 70×200×2,000㎜（板塀）

モルタル金ごて仕上げ
PB t=12.5㎜ EP

モルタル金ごて仕上げ
ガラスモザイク20㎜角
珪酸カルシウム板 t=6㎜ AEP

モルタル金ごて仕上げ
PB t=12.5㎜ AEP

モルタル金ごて仕上げ
PB t=12.5㎜ EP
ラワンベニヤ t=5.5㎜ OS
PB t=12.5㎜ EP（吹抜け部分）

モルタル金ごて仕上げ
アピトン縁甲板 t=14㎜ OS
ラワンベニヤ t=5.5㎜ OS

モルタル金ごて仕上げ
PB t=12.5㎜ EP
ラワンベニヤ t=5.5㎜ OS

モルタル金ごて仕上げ
PB t=12.5㎜ EP
PB t=12.5㎜ EP
一部ラワンベニヤ t=5.5㎜ OS

シナベニヤ t=12㎜ OS
PB t=12.5㎜ EP

シナベニヤ t=12㎜ OS
シナベニヤ t=5.5㎜ OP
PB t=12.5㎜ EP

建築概要
所在地
主要用途
家族構成
設計
構造設計
構造
施工
階数
敷地面積
建築面積
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おもな外部仕上げ
屋根
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外構　
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洗面所
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天井：
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　+コンクリートt=50㎜（蓄熱層、温水床暖房）
　+ワイヤーメッシュ100角×6φ+スタイロフォームt=40㎜
　+コンクリートスラブt=150+捨てコンクリートt=50㎜
　+防湿フィルムt=0.15㎜
　+砕石地業t=100㎜

主外壁:杉縁甲板（暖杉）t=14㎜ プラネットカラー
　+通気胴縁25×45+透湿防水シート（タイベック）
　+ダイライトt=12㎜
　+高性能グラスウール16kg／㎥、t=100㎜充塡

外壁：リシン掻き落し　
　+ラスモルタル下地（ファイバー入）
　+ゴムアスルーフィング22㎏／巻
　+高性能グラスウール16kg／㎥、
　　t=100㎜充塡

屋根：カラーガルバリウム鋼板t=0.35㎜竪はぜ葺き
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旅のバスルーム／浦 一也 文・スケッチ

古い「館」の改造か、
レベル差があり、

小さな庭に面したルーム。

バスルームにも本が……。

第93回 クール・デ・ロージュフランス・リヨン

＊
１
／
川
俣 

正
（
1
9
5
3
〜
）：
北
海
道
三
笠
市
出
身

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
世
界
各
地
に
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
プ
ロ

グ
レ
ス
と
い
う
手
法
で
現
地
制
作
を
行
う
。
東
京
藝
術
大

学
教
授
な
ど
を
経
て
、
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
美
術

学
校
教
授
。

＊
２
／Bouchon

：
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク

栓
」
を
意
味
す
る
居
酒
屋
の
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
。

＊
３
／Paul Bocuse 

（
1
9
2
6
〜
）：
フ
ラ
ン
ス
の
リ

ヨ
ン
近
郊
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン「
ポ
ー
ル
・
ボ
キ
ュ
ー
ズ
」

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
で
、
ボ
キ
ュ
ー
ズ
・
ド
ー
ル
賞
の
創

設
者
。「
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
」
の
旗
手
と
い
わ

れ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
と
、
な
ぜ
い
つ
も
こ
ん
な
暗

い
ホ
テ
ル
を
選
ん
で
し
ま
う
の
か
わ
か
ら
な
い
の

だ
け
れ
ど
、
と
に
か
く
こ
こ
も
す
べ
て
暗
い
。
そ

し
て
重
い
。

　
リ
ヨ
ン
旧
市
街
の
古
い
古
い
路
地
に
面
し
た
ホ

テ
ル
。
赤
い
壁
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ

を
歩
く
と
ガ
ラ
ス
の
自
動
ド
ア
が
妙
な
音
を
響
か

せ
、
異
次
元
の
世
界
に
誘
う
よ
う
。
ダ
イ
ニ
ン
グ

を
兼
ね
た
中
庭
の
吹
抜
け
ま
わ
り
に
は
濃
い
黄
色

の
ア
ー
チ
と
赤
い
壁
の
回
廊
。
時
間
が
ゆ
っ
く
り

と
巻
き
戻
さ
れ
る
よ
う
な
不
思
議
な
タ
イ
ム
・
ス

リ
ッ
プ
感
。

　
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
入
っ
て
目
が
慣
れ
て
く
る
と

息
を
の
ん
だ
。
テ
ー
マ
は
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
だ

っ
た
の
で
す
。

　
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
一
面
、
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
、
バ
ス
ル
ー
ム
、
ラ
ン

プ
の
ボ
デ
ィ
、
ベ
ッ
ド
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
ベ
ッ
ド
ス
ロ
ー
…
…
そ
れ
ら

が
す
べ
て
、
古
い
本
の
背
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
写
真
と
、
リ
ア
ル
な
壁

紙
や
裂
地
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、
一
部
に
は
本
物
も
使
っ
て
あ
っ
て
思
わ

ず
吹
き
出
し
て
し
ま
う
。
本
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
夢
を
見
そ
う
だ
。

　
照
明
が
少
な
い
か
ら
室
内
の
暗
い
赤
、
重
い
ピ
ン
ク
や
濃
い
茶
も
影

の
中
。
ぎ
い
ぎ
い
音
を
た
て
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
テ
ー
ブ
ル
。
床
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
ユ
ー

ズ
ド
・
オ
ー
ク
。
小
さ
な
中
庭
に
面
す
る
窓
を
開
け
る
と
、
た
っ
ぷ
り

し
た
ド
レ
ー
プ
・
カ
ー
テ
ン
が
わ
ず
か
に
動
く
。

　
で
も
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
・
レ
ベ
ル
か
ら
上
が
っ
た
メ
ザ
ニ
ン
の
バ
ス

ル
ー
ム
は
モ
ダ
ン
。
湯
が
溜
ま
る
の
に
時
間
が
か
か
る
大
き
な
バ
ス
タ

ブ
。
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
型
の
シ
ャ
ワ
ー
は
雨
の
よ
う
。
ス
タ
ン
ド
・
タ

イ
プ
の
洗
面
台
は
意
外
に
使
い
や
す
い
。

　
便
器
や
ビ
デ
は
部
屋
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
近
く
に
あ
る
け
ど
、
手
洗
い

器
は
こ
こ
に
な
い
。「
フ
ラ
ン
ス
人
は
手
を
洗
わ
な
い
」
っ
て
ほ
ん
と
か

な
？

　
部
屋
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る

ら
し
く
、
全
部
見
た
く
な
る
。

　
探
検
と
実
測
が
一
段
落
し
た
の
で
、
世
界
遺
産
の
旧
市
街
で
、
す
り

減
っ
た
石
畳
を
ひ
た
す
ら
歩
き
ま
わ
る
。
ホ
テ

ル
に
近
い
ソ
ー
ヌ
川
沿
い
に
は
、
川
俣
正
さ
ん

（
＊
１
）の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
ア

ー
ト
。
ダ
ブ
ル
・
ラ
ン
プ
（
斜
路
）
と
あ
る
が
、

遠
目
で
見
る
と
工
事
現
場
の
足
場
だ
と
思
っ
て

し
ま
っ
た
ほ
ど
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　
リ
ヨ
ン
は
美
食
の
街
。
ど
こ
も
お
い
し
い
と

い
う
が
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
新
市
街
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
を
予
約
す
る
と
、
こ
れ
が
大
当
た
り
。

味
が
濃
く
な
く
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

　
２
日
目
、
ぶ
ら
り
と
歩
い
て
い
て
す
ご
い
ブ

シ
ョ
ン
（
＊
２
）
に
出
く
わ
し
た
。
ア
ン
ト
レ

や
デ
ザ
ー
ト
が
大
き
な
植
木
鉢
み
た
い
な
器
に

入
っ
て
５
〜
６
個
、
お
好
き
な
だ
け
ど
う
ぞ
と

ど
ー
ん
と
来
る
。
テ
ー
ブ
ル
が
小
さ
い
か
ら
そ

れ
を
積
み
重
ね
る
。
お
お
っ
、
こ
れ
は
日
本
の
「
お
ば
ん
ざ
い
」
以
上

で
は
な
い
か
！

　
す
て
き
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
も
あ
る
。「
ポ
ー
ル
・
ボ
キ
ュ
ー
ズ
（
＊

３
）
の
市
場
」
と
い
う
名
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
あ
る
。
何
も
か
も
と
て
も

き
れ
い
で
、
こ
ん
な
に
整
然
と
し
た
市
場
は
初
め
て
。
猥
雑
さ
が
な
く

清
潔
で
、
ど
の
食
材
も
も
ち
ろ
ん
い
い
も
の
ば
か
り
。
レ
ス
ト
ラ
ン
も

た
く
さ
ん
。

　
か
つ
て
絹
織
物
で
栄
え
た
リ
ヨ
ン
。
都
市
圏
規
模
で
は
フ
ラ
ン
ス
第

二
の
都
市
と
い
う
が
、
パ
リ
よ
り
よ
ほ
ど
の
ん
び
り
し
て
い
る
。
料
理

ば
か
り
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
記
憶
が
加
わ
っ
た
。

Text &
 Sketch by U

ra K
azuya

古
い「
図
書
室
」に
あ
る
モ
ダ
ン
な
バ
ス
ル
ー
ム

1€＝130.97円（2015年3月24日現在のレート）

「おばんざい」を
積み重ねた

テーブル・セッティング。

う
ら
・
か
ず
や
／
建
築
家

・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ

ー
。
1
9
4
7
年
北
海
道

生
ま
れ
。
70
年
東
京
藝
術

大
学
美
術
学
部
工
芸
科
卒

業
。
72
年
同
大
学
大
学
院

修
士
課
程
修
了
。
同
年
日

建
設
計
入
社
。
99
〜
2
0

1
2
年
日
建
ス
ペ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
。
現

在
、
浦
一
也
デ
ザ
イ
ン
研

究
室
主
宰
。
北
海
道
日
建

設
計
デ
ザ
イ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
。
著
書
に
『
旅
は
ゲ

ス
ト
ル
ー
ム
』（
東
京
書
籍

・
光
文
社
）、『
測
っ
て
描
く

旅
』（
彰
国
社
）、『
旅
は
ゲ

ス
ト
ル
ー
ム
Ⅱ
』（
光
文
社
）

が
あ
る
。
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イ
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を
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。
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で
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ボ
キ
ュ
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ド
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と
に
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こ
こ
も
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て
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そ
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エ
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の
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、
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の
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ョ
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、
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ら

が
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て
、
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と
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だ
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と
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壁
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や
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・
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に
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で
も
、
ベ
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ダ
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あ
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に
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フ
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は
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い
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っ
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っ
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し
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。
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落
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。
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近
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ー
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＊
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。
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と
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で
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。
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。
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＊
２
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ザ
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。

　
か
つ
て
絹
織
物
で
栄
え
た
リ
ヨ
ン
。
都
市
圏
規
模
で
は
フ
ラ
ン
ス
第

二
の
都
市
と
い
う
が
、
パ
リ
よ
り
よ
ほ
ど
の
ん
び
り
し
て
い
る
。
料
理

ば
か
り
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
記
憶
が
加
わ
っ
た
。

Text &
 Sketch by U

ra K
azuya

古
い「
図
書
室
」に
あ
る
モ
ダ
ン
な
バ
ス
ル
ー
ム

1€＝130.97円（2015年3月24日現在のレート）

「おばんざい」を
積み重ねた

テーブル・セッティング。

う
ら
・
か
ず
や
／
建
築
家

・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ

ー
。
1
9
4
7
年
北
海
道

生
ま
れ
。
70
年
東
京
藝
術

大
学
美
術
学
部
工
芸
科
卒

業
。
72
年
同
大
学
大
学
院

修
士
課
程
修
了
。
同
年
日

建
設
計
入
社
。
99
〜
2
0

1
2
年
日
建
ス
ペ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
。
現

在
、
浦
一
也
デ
ザ
イ
ン
研

究
室
主
宰
。
北
海
道
日
建

設
計
デ
ザ
イ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
。
著
書
に
『
旅
は
ゲ

ス
ト
ル
ー
ム
』（
東
京
書
籍

・
光
文
社
）、『
測
っ
て
描
く

旅
』（
彰
国
社
）、『
旅
は
ゲ

ス
ト
ル
ー
ム
Ⅱ
』（
光
文
社
）

が
あ
る
。
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写真／秋山亮二
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現代
住宅
併走

1
／
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
様
式

の
特
徴
は
、
軒
の
出
を
少

な
く
し
た
四
角
な
全
体
と
、

小
さ
な
窓
、
そ
し
て
白
っ

ぽ
い
仕
上
げ
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
乾
燥
地
帯
に
生
ま

れ
た
建
築
様
式
の
特
徴
を

示
す
。
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2
／
階
段
ま
わ
り
の
デ

ィ
テ
ー
ル
は
内
藤
多
仲

の
自
邸
と
同
一
。

3
／
主
室
。
木
子
の
工

芸
的
デ
ザ
イ
ン
が
充
満

す
る
イ
ン
テ
リ
ア
。

4
／
階
段
下
の
噴
水
。

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
は
水
場

を
好
む
。
5
／
階
段
室
。

手
す
り
の
大
理
石
の
曲

が
り
は
み
ご
と
な
職
人

技
。

6
／
写
真
4
の
噴
水
の

裏
側
の
部
屋
は
洗
面
所
。

7
／
車
寄
せ
。
ス
パ
ニ

ッ
シ
ュ
ら
し
い
白
く
て

ア
ッ
サ
リ
し
た
仕
上
げ
。

8
／
1
階
の
ヴ
ェ
ラ
ン

ダ
。
網
戸
に
注
目
。

國
神
社
と
道
を
隔
て
た
住
宅

地
に
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
い

い
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

の
は
、
1
9
7
4
年
に
建
築
探
偵
団
を

開
始
し
た
と
き
だ
っ
た
。

　
た
ま
に
通
り
か
か
る
と
窓
に
あ
か
り

が
つ
い
て
い
る
か
ら
住
ん
で
い
る
こ
と

は
わ
か
っ
た
も
の
の
、
中
を
見
せ
て
い

た
だ
く
ツ
テ
も
な
い
ま
ま
歳
月
は
流
れ
、

こ
の
た
び
初
め
て
取
材
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
28
の
と
き
に
知
り
、
68
に
し
て

入
る
、
と
い
う
の
は
、
私
の
建
築
探
偵

稼
業
の
な
か
の
〝
最
長
不
入
記
録
〞。

　
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
、
周
囲
の
光

景
は
す
べ
て
変
わ
り
、変
わ
ら
ぬ
は「
旧

山
口
萬
吉
邸
」（
27
）
の
み
。
う
っ
そ
う

と
茂
る
庭
木
の
様
子
も
昔
の
ま
ま
な
の

が
う
れ
し
い
。

　
出
迎
え
て
く
れ
た
建
主
の
山
口
萬
吉

の
孫
に
当
た
ら
れ
る
裕
子
さ
ん
に
さ
っ

そ
く
家
の
来
歴
を
う
か
が
う
。

　
ま
ず
、
山
口
萬
吉
の
こ
と
か
ら
。
山

口
家
は
越
後
は
長
岡
藩
の
武
士
で
あ
っ

靖

た
が
、
山
口
萬
吉
家
（
歴
代
萬
吉
）
の

祖
は
次
男
ゆ
え
、
商
人
と
な
り
、
長
岡

で
唐
物
屋
を
営
ん
で
財
を
な
し
、
江
戸

へ
出
た
。
そ
の
富
の
お
か
げ
で
長
岡
き

っ
て
の
地
主
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
明
治
維
新
後
は
、
百
貨
店
を
開
い
た

り
、
石
油
会
社
や
銀
行
の
設
立
発
起
人

と
な
っ
た
り
し
て
近
代
化
の
波
に
し
っ

か
り
乗
り
、
そ
の
段
階
で
、
こ
の
家
を

建
て
た
祖
父
の
萬
吉
の
代
に
な
る
。
萬

吉
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
入
り
、
家
業

の
か
た
わ
ら
財
界
人
と
し
て
活
躍
し
た

と
聞
く
。

〝
財
界
人
〞
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い

人
物
が
戦
前
に
は
い
て
、
い
ろ
ん
な
企

業
や
組
織
に
頼
ま
れ
て
社
長
を
し
た
り

顧
問
を
し
た
り
、
た
と
え
ば
今
の
原
美

術
館
（
旧
原
邸
）
の
原
邦
造
も
、
江
戸

東
京
博
物
館
に
室
内
実
物
展
示
さ
れ
る

「
山
の
手
の
家
」（
旧
福
本
邸
）の
福
本
貞

喜
も
そ
う
い
う
財
界
人
。

　
そ
の
山
口
萬
吉
は
慶
應
出
身
な
の
に
、

ど
う
し
て
早
稲
田
の
人
脈
に
設
計
を
頼

ん
だ
の
か
。口

邸
の
設
計
に
は
、
内
藤
多

仲
、
木
子
七
郎
、
今
井
兼
次

の
3
人
が
か
か
わ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
内
藤
は
、
戦
前
に
は
耐
震
壁
構
造
の

発
明
者
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
後
は
東
京

タ
ワ
ー
の
設
計
者
と
し
て
あ
ま
り
に
名

高
く
、こ
の
建
物
の
で
き
た
昭
和
2（
1

9
2
7
）
年
に
は
早
稲
田
の
教
授
。
木

子
七
郎
は
東
大
を
出
て「
愛
媛
県
庁
舎
」

（
29
）、「
新
潟
県
庁
舎
本
館
」（
32
）、「
旧

久
松
伯
爵
本
邸
」（
22
）
な
ど
の
大
作
・

名
作
を
手
が
け
た
知
る
人
ぞ
知
る
建
築

家
。
今
井
は
、
戦
後
、
早
稲
田
の
教
授

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
当
時
は
助
手
で
、

表
現
主
義
の
名
作
「
早
稲
田
大
学
図
書

館
」（
25
）
を
仕
上
げ
た
直
後
。

　
こ
の
仕
事
の
要
の
位
置
に
立
つ
内
藤

と
山
口
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
祖
父
は
、
学
生
時
代
か
ら
内
藤
先
生

の
ゼ
ミ
に
出
て
い
た
」

　
と
い
う
の
が
山
口
家
の
伝
え
で
あ
る
。

マ
サ
カ
と
思
う
伝
え
だ
が
、
こ
ん
な
思

い
も
よ
ら
ぬ
話
が
捏
造
さ
れ
る
わ
け
が

な
く
、
本
当
に
ち
が
い
な
い
。

　
内
藤
の
サ
イ
ン
が
残
る
設
計
図
を
見

る
と
、
い
か
に
も
〝
構
造
的
〞
な
の
に

驚
く
。

　
た
と
え
ば
、
平
面
は
長
方
形
に
納
ま

り
、
壁
位
置
が
き
れ
い
に
通
り
、
耐
震

上
こ
れ
く
ら
い
い
い
平
面
は
な
い
。

　
も
っ
と
注
目
す
べ
き
は
構
造
形
式
で
、

壁
構
造
。

　
震
災
復
興
期
だ
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
は
当
然
だ
が
、
当
時
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
は
ビ
ル
は
む
ろ
ん
住
宅

も
ラ
ー
メ
ン
構
造
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

壁
構
造
の
住
宅
が
出
現
す
る
の
は
戦
後

の
こ
と
。

〝
ラ
ー
メ
ン
〞
で
は
な
く
〝
壁
〞
に
し

た
の
に
は
内
藤
の
強
い
想
い
が
あ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
震
災
復
興
に
あ
た
り

〝
ラ
ー
メ
ン
〞で
行
く
か
〝
壁
〞
に
す
る

か
、
正
確
に
い
う
と
、
ラ
ー
メ
ン
の
柱

・
梁
と
そ
の
接
合
部
を
強
化
す
る
方
向

山
現
代

住
宅

併
走

Kigo Shichiro × Fujimori Terunobu

で
行
く
か
、
ラ
ー
メ
ン
の
中
に
耐
震
壁

を
付
加
す
る
か
で
内
田
祥
三
と
内
藤
多

仲
の
あ
い
だ
に
対
立
が
あ
り
、
ビ
ル
の

仮
想
設
計
に
よ
っ
て
内
藤
が
勝
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。

　
内
藤
の
厚
い
壁
へ
の
想
い
は
熱
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
耐
震
壁
だ
け
で
は
止
ま

ら
ず
、
す
べ
て
壁
に
よ
る
構
造
を
、
ビ

ル
は
無
理
と
し
て
も
住
宅
で
試
み
た
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ラ
ー
メ
ン

で
な
く
壁
に
す
る
と
コ
ス
ト
は
倍
増
す

る
か
ら
、
め
っ
た
な
人
に
は
頼
め
な
い
。

　
こ
ん
な
推
測
を
す
る
の
は
、
こ
の
時

期
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
構
造
の
住

宅
な
ん
て
の
を
内
藤
が
実
行
し
た
の
は
、

自
分
の
家
（
26
年
）
と
山
口
邸
の
ふ
た

つ
だ
か
ら
だ
。
ふ
た
り
の
仲
は
深
か
っ

た
。

藤
邸
は
、
構
造
内
藤
、
デ
ザ

イ
ン
木
子
、
助
手
今
井
で
や

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
関
係

を
そ
の
ま
ま
山
口
邸
に
移
し
た
の
だ
ろ

う
。

　
と
す
る
と
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
デ
ザ

イ
ン
は
木
子
の
手
に
な
る
と
み
ら
れ
、

傍
証
も
あ
り
、
木
子
は
こ
の
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
を
手
が
け
て

い
る
。
た
と
え
ば
愛
媛
県
庁
と
か
芦
屋

と
東
京
の
新
田
邸
と
か
。

　
ア
メ
リ
カ
の
旧
ス
ペ
イ
ン
領
に
源
を

も
つ
こ
の
歴
史
的
ス
タ
イ
ル
は
、
19
世

紀
に
入
り
ア
メ
リ
カ
の
西
部
と
南
部
で

一
世
を
風
靡
し
た
後
す
ぐ
太
平
洋
を
越

え
て
日
本
に
上
陸
し
、
結
局
、
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
２
カ
所
で
し
か
広
ま
ら
な

か
っ
た
と
い
う
少
し
変
わ
っ
た
歴
史
を

も
つ
。日
本
に
は
大
正
11（
1
9
2
2
）

年
に
上
陸
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
広

ま
る
か
ら
、
木
子
は
様
式
の
流
行
に
敏

感
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
県
庁
と

住
宅
を
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
や
る
と
い
う

の
も
見
上
げ
た
も
の
。

　
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
と
い
う
歴
史
的
様
式

は
、
意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
20
世
紀

モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
一
番
近
い
ス
タ
イ
ル
だ

っ
た
。
全
体
の
形
は
、
四
角
形
を
基
本

と
し
、
デ
コ
デ
コ
飾
り
立
て
ず
ア
ッ
サ

リ
仕
上
げ
る
し
、
外
壁
の
仕
上
げ
も
白

っ
ぽ
い
。
木
子
が
こ
の
こ
と
を
自
覚
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
武

田
五
一
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
モ
ダ
ン
な

性
格
を
語
っ
て
も
い
る
し
、
試
し
て
も

い
る
。

　
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
以
来
の
歴
史
的

ス
タ
イ
ル
を
範
と
す
る
歴
史
主
義
の
デ

ザ
イ
ン
の
な
か
で
は
、
最
後
に
、
モ
ダ

ニ
ズ
ム
誕
生
直
前
に
登
場
す
る
の
が
ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
な
の
で
あ
る
。

　
壁
面
を
ア
ッ
サ
リ
と
よ
り
無
装
飾
に

仕
上
げ
る
の
が
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
本
旨

と
す
る
と
、
木
子
は
、
歴
史
主
義
と
長

年
月
修
練
し
た
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
力
を

ど
こ
に
注
い
だ
の
か
。
そ
れ
が
、
壁
面

か
ら
は
ひ
と
ま
ず
離
れ
た
家
具
や
電
灯

な
ど
の
、
工
芸
的
領
分
だ
っ
た
。
山
口

邸
は
、
工
芸
的
領
分
こ
そ
見
所
に
ち
が

い
な
い
。

2

4
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萬
吉
の
こ
と
か
ら
。
山

口
家
は
越
後
は
長
岡
藩
の
武
士
で
あ
っ

靖

た
が
、
山
口
萬
吉
家
（
歴
代
萬
吉
）
の

祖
は
次
男
ゆ
え
、
商
人
と
な
り
、
長
岡

で
唐
物
屋
を
営
ん
で
財
を
な
し
、
江
戸

へ
出
た
。
そ
の
富
の
お
か
げ
で
長
岡
き

っ
て
の
地
主
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
明
治
維
新
後
は
、
百
貨
店
を
開
い
た

り
、
石
油
会
社
や
銀
行
の
設
立
発
起
人

と
な
っ
た
り
し
て
近
代
化
の
波
に
し
っ

か
り
乗
り
、
そ
の
段
階
で
、
こ
の
家
を

建
て
た
祖
父
の
萬
吉
の
代
に
な
る
。
萬

吉
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
入
り
、
家
業

の
か
た
わ
ら
財
界
人
と
し
て
活
躍
し
た

と
聞
く
。

〝
財
界
人
〞
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い

人
物
が
戦
前
に
は
い
て
、
い
ろ
ん
な
企

業
や
組
織
に
頼
ま
れ
て
社
長
を
し
た
り

顧
問
を
し
た
り
、
た
と
え
ば
今
の
原
美

術
館
（
旧
原
邸
）
の
原
邦
造
も
、
江
戸

東
京
博
物
館
に
室
内
実
物
展
示
さ
れ
る

「
山
の
手
の
家
」（
旧
福
本
邸
）の
福
本
貞

喜
も
そ
う
い
う
財
界
人
。

　
そ
の
山
口
萬
吉
は
慶
應
出
身
な
の
に
、

ど
う
し
て
早
稲
田
の
人
脈
に
設
計
を
頼

ん
だ
の
か
。口

邸
の
設
計
に
は
、
内
藤
多

仲
、
木
子
七
郎
、
今
井
兼
次

の
3
人
が
か
か
わ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
内
藤
は
、
戦
前
に
は
耐
震
壁
構
造
の

発
明
者
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
後
は
東
京

タ
ワ
ー
の
設
計
者
と
し
て
あ
ま
り
に
名

高
く
、こ
の
建
物
の
で
き
た
昭
和
2（
1

9
2
7
）
年
に
は
早
稲
田
の
教
授
。
木

子
七
郎
は
東
大
を
出
て「
愛
媛
県
庁
舎
」

（
29
）、「
新
潟
県
庁
舎
本
館
」（
32
）、「
旧

久
松
伯
爵
本
邸
」（
22
）
な
ど
の
大
作
・

名
作
を
手
が
け
た
知
る
人
ぞ
知
る
建
築

家
。
今
井
は
、
戦
後
、
早
稲
田
の
教
授

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
当
時
は
助
手
で
、

表
現
主
義
の
名
作
「
早
稲
田
大
学
図
書

館
」（
25
）
を
仕
上
げ
た
直
後
。

　
こ
の
仕
事
の
要
の
位
置
に
立
つ
内
藤

と
山
口
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
祖
父
は
、
学
生
時
代
か
ら
内
藤
先
生

の
ゼ
ミ
に
出
て
い
た
」

　
と
い
う
の
が
山
口
家
の
伝
え
で
あ
る
。

マ
サ
カ
と
思
う
伝
え
だ
が
、
こ
ん
な
思

い
も
よ
ら
ぬ
話
が
捏
造
さ
れ
る
わ
け
が

な
く
、
本
当
に
ち
が
い
な
い
。

　
内
藤
の
サ
イ
ン
が
残
る
設
計
図
を
見

る
と
、
い
か
に
も
〝
構
造
的
〞
な
の
に

驚
く
。

　
た
と
え
ば
、
平
面
は
長
方
形
に
納
ま

り
、
壁
位
置
が
き
れ
い
に
通
り
、
耐
震

上
こ
れ
く
ら
い
い
い
平
面
は
な
い
。

　
も
っ
と
注
目
す
べ
き
は
構
造
形
式
で
、

壁
構
造
。

　
震
災
復
興
期
だ
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
は
当
然
だ
が
、
当
時
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
は
ビ
ル
は
む
ろ
ん
住
宅

も
ラ
ー
メ
ン
構
造
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

壁
構
造
の
住
宅
が
出
現
す
る
の
は
戦
後

の
こ
と
。

〝
ラ
ー
メ
ン
〞
で
は
な
く
〝
壁
〞
に
し

た
の
に
は
内
藤
の
強
い
想
い
が
あ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
震
災
復
興
に
あ
た
り

〝
ラ
ー
メ
ン
〞で
行
く
か
〝
壁
〞
に
す
る

か
、
正
確
に
い
う
と
、
ラ
ー
メ
ン
の
柱

・
梁
と
そ
の
接
合
部
を
強
化
す
る
方
向

山
現
代

住
宅

併
走

Kigo Shichiro × Fujimori Terunobu

で
行
く
か
、
ラ
ー
メ
ン
の
中
に
耐
震
壁

を
付
加
す
る
か
で
内
田
祥
三
と
内
藤
多

仲
の
あ
い
だ
に
対
立
が
あ
り
、
ビ
ル
の

仮
想
設
計
に
よ
っ
て
内
藤
が
勝
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。

　
内
藤
の
厚
い
壁
へ
の
想
い
は
熱
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
耐
震
壁
だ
け
で
は
止
ま

ら
ず
、
す
べ
て
壁
に
よ
る
構
造
を
、
ビ

ル
は
無
理
と
し
て
も
住
宅
で
試
み
た
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ラ
ー
メ
ン

で
な
く
壁
に
す
る
と
コ
ス
ト
は
倍
増
す

る
か
ら
、
め
っ
た
な
人
に
は
頼
め
な
い
。

　
こ
ん
な
推
測
を
す
る
の
は
、
こ
の
時

期
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
構
造
の
住

宅
な
ん
て
の
を
内
藤
が
実
行
し
た
の
は
、

自
分
の
家
（
26
年
）
と
山
口
邸
の
ふ
た

つ
だ
か
ら
だ
。
ふ
た
り
の
仲
は
深
か
っ

た
。

藤
邸
は
、
構
造
内
藤
、
デ
ザ

イ
ン
木
子
、
助
手
今
井
で
や

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
関
係

を
そ
の
ま
ま
山
口
邸
に
移
し
た
の
だ
ろ

う
。

　
と
す
る
と
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
デ
ザ

イ
ン
は
木
子
の
手
に
な
る
と
み
ら
れ
、

傍
証
も
あ
り
、
木
子
は
こ
の
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
を
手
が
け
て

い
る
。
た
と
え
ば
愛
媛
県
庁
と
か
芦
屋

と
東
京
の
新
田
邸
と
か
。

　
ア
メ
リ
カ
の
旧
ス
ペ
イ
ン
領
に
源
を

も
つ
こ
の
歴
史
的
ス
タ
イ
ル
は
、
19
世

紀
に
入
り
ア
メ
リ
カ
の
西
部
と
南
部
で

一
世
を
風
靡
し
た
後
す
ぐ
太
平
洋
を
越

え
て
日
本
に
上
陸
し
、
結
局
、
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
２
カ
所
で
し
か
広
ま
ら
な

か
っ
た
と
い
う
少
し
変
わ
っ
た
歴
史
を

も
つ
。日
本
に
は
大
正
11（
1
9
2
2
）

年
に
上
陸
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
広

ま
る
か
ら
、
木
子
は
様
式
の
流
行
に
敏

感
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
県
庁
と

住
宅
を
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
や
る
と
い
う

の
も
見
上
げ
た
も
の
。

　
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
と
い
う
歴
史
的
様
式

は
、
意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
20
世
紀

モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
一
番
近
い
ス
タ
イ
ル
だ

っ
た
。
全
体
の
形
は
、
四
角
形
を
基
本

と
し
、
デ
コ
デ
コ
飾
り
立
て
ず
ア
ッ
サ

リ
仕
上
げ
る
し
、
外
壁
の
仕
上
げ
も
白

っ
ぽ
い
。
木
子
が
こ
の
こ
と
を
自
覚
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
武

田
五
一
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
モ
ダ
ン
な

性
格
を
語
っ
て
も
い
る
し
、
試
し
て
も

い
る
。

　
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
以
来
の
歴
史
的

ス
タ
イ
ル
を
範
と
す
る
歴
史
主
義
の
デ

ザ
イ
ン
の
な
か
で
は
、
最
後
に
、
モ
ダ

ニ
ズ
ム
誕
生
直
前
に
登
場
す
る
の
が
ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
な
の
で
あ
る
。

　
壁
面
を
ア
ッ
サ
リ
と
よ
り
無
装
飾
に

仕
上
げ
る
の
が
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
本
旨

と
す
る
と
、
木
子
は
、
歴
史
主
義
と
長

年
月
修
練
し
た
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
力
を

ど
こ
に
注
い
だ
の
か
。
そ
れ
が
、
壁
面

か
ら
は
ひ
と
ま
ず
離
れ
た
家
具
や
電
灯

な
ど
の
、
工
芸
的
領
分
だ
っ
た
。
山
口

邸
は
、
工
芸
的
領
分
こ
そ
見
所
に
ち
が

い
な
い
。
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木子七郎

旧山口萬吉邸

K
igo Shichiro

建築概要

所在地 東京都千代田区
主要用途 専用住宅
設計 木子七郎
構造設計 内藤多仲
敷地面積 約296坪＊

建築面積 約83坪＊

延床面積 約256坪＊

階数 地下1階、地上3階
構造 鉄筋コンクリート造
竣工 昭和2（1927）年

1884（明治17）年、宮内省内匠寮
技師木子清敬（きよよし）の四男
として東京に生まれる。兄は赤坂
離宮など明治の宮廷建築に参画し
た木子幸三郎。1911年、東京帝国
大学卒業後、大林組入社。13（大正
２）年、大阪に事務所開設。関西を
中心に多くの公共建築やビルや邸
宅を手がけるが、バックには妻の
実家の新田家が控えていた。新田
家は、四国松山の出で、大阪を本
拠に全国展開した。戦後は、熱海
で仕事をし、55年没。

Fujim
ori Terunobu

藤森照信
建築史家。建築家。東京大学名誉
教授。専門は日本近現代建築史、
自然建築デザイン。おもな受賞＝

『明治の東京計画』（岩波書店）で毎
日出版文化賞、『建築探偵の冒険 東
京篇』（筑摩書房）で日本デザイン
文化賞・サントリー学芸賞、建築
作品「赤瀬川原平邸（ニラ・ハウ
ス）」（1997）で日本芸術大賞、「熊本
県立農業大学校学生寮」（2000）で
日本建築学会作品賞など。

写
真
提
供
：
ニッ
タ（
株
）

＊「建築申請建築物ノ概要」より。

平面図

國
神
社
と
道
を
隔
て
た
住
宅

地
に
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
い

い
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

の
は
、
1
9
7
4
年
に
建
築
探
偵
団
を

開
始
し
た
と
き
だ
っ
た
。

　
た
ま
に
通
り
か
か
る
と
窓
に
あ
か
り

が
つ
い
て
い
る
か
ら
住
ん
で
い
る
こ
と

は
わ
か
っ
た
も
の
の
、
中
を
見
せ
て
い

た
だ
く
ツ
テ
も
な
い
ま
ま
歳
月
は
流
れ
、

こ
の
た
び
初
め
て
取
材
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
28
の
と
き
に
知
り
、
68
に
し
て

入
る
、
と
い
う
の
は
、
私
の
建
築
探
偵

稼
業
の
な
か
の
〝
最
長
不
入
記
録
〞。

　
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
、
周
囲
の
光

景
は
す
べ
て
変
わ
り
、変
わ
ら
ぬ
は「
旧

山
口
萬
吉
邸
」（
27
）
の
み
。
う
っ
そ
う

と
茂
る
庭
木
の
様
子
も
昔
の
ま
ま
な
の

が
う
れ
し
い
。

　
出
迎
え
て
く
れ
た
建
主
の
山
口
萬
吉

の
孫
に
当
た
ら
れ
る
裕
子
さ
ん
に
さ
っ

そ
く
家
の
来
歴
を
う
か
が
う
。

　
ま
ず
、
山
口
萬
吉
の
こ
と
か
ら
。
山

口
家
は
越
後
は
長
岡
藩
の
武
士
で
あ
っ

た
が
、
山
口
萬
吉
家
（
歴
代
萬
吉
）
の

祖
は
次
男
ゆ
え
、
商
人
と
な
り
、
長
岡

で
唐
物
屋
を
営
ん
で
財
を
な
し
、
江
戸

へ
出
た
。
そ
の
富
の
お
か
げ
で
長
岡
き

っ
て
の
地
主
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
明
治
維
新
後
は
、
百
貨
店
を
開
い
た

り
、
石
油
会
社
や
銀
行
の
設
立
発
起
人

と
な
っ
た
り
し
て
近
代
化
の
波
に
し
っ

か
り
乗
り
、
そ
の
段
階
で
、
こ
の
家
を

建
て
た
祖
父
の
萬
吉
の
代
に
な
る
。
萬

吉
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
入
り
、
家
業

の
か
た
わ
ら
財
界
人
と
し
て
活
躍
し
た

と
聞
く
。

〝
財
界
人
〞
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い

人
物
が
戦
前
に
は
い
て
、
い
ろ
ん
な
企

業
や
組
織
に
頼
ま
れ
て
社
長
を
し
た
り

顧
問
を
し
た
り
、
た
と
え
ば
今
の
原
美

術
館
（
旧
原
邸
）
の
原
邦
造
も
、
江
戸

東
京
博
物
館
に
室
内
実
物
展
示
さ
れ
る

「
山
の
手
の
家
」（
旧
福
本
邸
）の
福
本
貞

喜
も
そ
う
い
う
財
界
人
。

　
そ
の
山
口
萬
吉
は
慶
應
出
身
な
の
に
、

ど
う
し
て
早
稲
田
の
人
脈
に
設
計
を
頼

ん
だ
の
か
。口

邸
の
設
計
に
は
、
内
藤
多

仲
、
木
子
七
郎
、
今
井
兼
次

の
3
人
が
か
か
わ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
内
藤
は
、
戦
前
に
は
耐
震
壁
構
造
の

発
明
者
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
後
は
東
京

タ
ワ
ー
の
設
計
者
と
し
て
あ
ま
り
に
名

高
く
、こ
の
建
物
の
で
き
た
昭
和
2（
1

9
2
7
）
年
に
は
早
稲
田
の
教
授
。
木

子
七
郎
は
東
大
を
出
て「
愛
媛
県
庁
舎
」

（
29
）、「
新
潟
県
庁
舎
本
館
」（
32
）、「
旧

久
松
伯
爵
本
邸
」（
22
）
な
ど
の
大
作
・

名
作
を
手
が
け
た
知
る
人
ぞ
知
る
建
築

家
。
今
井
は
、
戦
後
、
早
稲
田
の
教
授

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
当
時
は
助
手
で
、

表
現
主
義
の
名
作
「
早
稲
田
大
学
図
書

館
」（
25
）
を
仕
上
げ
た
直
後
。

　
こ
の
仕
事
の
要
の
位
置
に
立
つ
内
藤

と
山
口
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
祖
父
は
、
学
生
時
代
か
ら
内
藤
先
生

の
ゼ
ミ
に
出
て
い
た
」

　
と
い
う
の
が
山
口
家
の
伝
え
で
あ
る
。

マ
サ
カ
と
思
う
伝
え
だ
が
、
こ
ん
な
思

い
も
よ
ら
ぬ
話
が
捏
造
さ
れ
る
わ
け
が

な
く
、
本
当
に
ち
が
い
な
い
。

　
内
藤
の
サ
イ
ン
が
残
る
設
計
図
を
見

る
と
、
い
か
に
も
〝
構
造
的
〞
な
の
に

驚
く
。

　
た
と
え
ば
、
平
面
は
長
方
形
に
納
ま

り
、
壁
位
置
が
き
れ
い
に
通
り
、
耐
震

上
こ
れ
く
ら
い
い
い
平
面
は
な
い
。

　
も
っ
と
注
目
す
べ
き
は
構
造
形
式
で
、

壁
構
造
。

　
震
災
復
興
期
だ
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
は
当
然
だ
が
、
当
時
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
は
ビ
ル
は
む
ろ
ん
住
宅

も
ラ
ー
メ
ン
構
造
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

壁
構
造
の
住
宅
が
出
現
す
る
の
は
戦
後

の
こ
と
。

〝
ラ
ー
メ
ン
〞
で
は
な
く
〝
壁
〞
に
し

た
の
に
は
内
藤
の
強
い
想
い
が
あ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
震
災
復
興
に
あ
た
り

〝
ラ
ー
メ
ン
〞で
行
く
か
〝
壁
〞
に
す
る

か
、
正
確
に
い
う
と
、
ラ
ー
メ
ン
の
柱

・
梁
と
そ
の
接
合
部
を
強
化
す
る
方
向

で
行
く
か
、
ラ
ー
メ
ン
の
中
に
耐
震
壁

を
付
加
す
る
か
で
内
田
祥
三
と
内
藤
多

仲
の
あ
い
だ
に
対
立
が
あ
り
、
ビ
ル
の

仮
想
設
計
に
よ
っ
て
内
藤
が
勝
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。

　
内
藤
の
厚
い
壁
へ
の
想
い
は
熱
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
耐
震
壁
だ
け
で
は
止
ま

ら
ず
、
す
べ
て
壁
に
よ
る
構
造
を
、
ビ

ル
は
無
理
と
し
て
も
住
宅
で
試
み
た
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ラ
ー
メ
ン

で
な
く
壁
に
す
る
と
コ
ス
ト
は
倍
増
す

る
か
ら
、
め
っ
た
な
人
に
は
頼
め
な
い
。

　
こ
ん
な
推
測
を
す
る
の
は
、
こ
の
時

期
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
構
造
の
住

宅
な
ん
て
の
を
内
藤
が
実
行
し
た
の
は
、

自
分
の
家
（
26
年
）
と
山
口
邸
の
ふ
た

つ
だ
か
ら
だ
。
ふ
た
り
の
仲
は
深
か
っ

た
。

藤
邸
は
、
構
造
内
藤
、
デ
ザ

イ
ン
木
子
、
助
手
今
井
で
や

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
関
係

を
そ
の
ま
ま
山
口
邸
に
移
し
た
の
だ
ろ

う
。

　
と
す
る
と
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
デ
ザ

イ
ン
は
木
子
の
手
に
な
る
と
み
ら
れ
、

傍
証
も
あ
り
、
木
子
は
こ
の
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
を
手
が
け
て

い
る
。
た
と
え
ば
愛
媛
県
庁
と
か
芦
屋

と
東
京
の
新
田
邸
と
か
。

　
ア
メ
リ
カ
の
旧
ス
ペ
イ
ン
領
に
源
を

も
つ
こ
の
歴
史
的
ス
タ
イ
ル
は
、
19
世

紀
に
入
り
ア
メ
リ
カ
の
西
部
と
南
部
で

一
世
を
風
靡
し
た
後
す
ぐ
太
平
洋
を
越

え
て
日
本
に
上
陸
し
、
結
局
、
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
２
カ
所
で
し
か
広
ま
ら
な

か
っ
た
と
い
う
少
し
変
わ
っ
た
歴
史
を

も
つ
。日
本
に
は
大
正
11（
1
9
2
2
）

年
に
上
陸
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
広

ま
る
か
ら
、
木
子
は
様
式
の
流
行
に
敏

感
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
県
庁
と

住
宅
を
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
や
る
と
い
う

の
も
見
上
げ
た
も
の
。

　
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
と
い
う
歴
史
的
様
式

は
、
意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
20
世
紀

モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
一
番
近
い
ス
タ
イ
ル
だ

っ
た
。
全
体
の
形
は
、
四
角
形
を
基
本

と
し
、
デ
コ
デ
コ
飾
り
立
て
ず
ア
ッ
サ

リ
仕
上
げ
る
し
、
外
壁
の
仕
上
げ
も
白

っ
ぽ
い
。
木
子
が
こ
の
こ
と
を
自
覚
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
武

田
五
一
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
モ
ダ
ン
な

性
格
を
語
っ
て
も
い
る
し
、
試
し
て
も

い
る
。

　
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
以
来
の
歴
史
的

ス
タ
イ
ル
を
範
と
す
る
歴
史
主
義
の
デ

ザ
イ
ン
の
な
か
で
は
、
最
後
に
、
モ
ダ

ニ
ズ
ム
誕
生
直
前
に
登
場
す
る
の
が
ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
な
の
で
あ
る
。

　
壁
面
を
ア
ッ
サ
リ
と
よ
り
無
装
飾
に

仕
上
げ
る
の
が
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
本
旨

と
す
る
と
、
木
子
は
、
歴
史
主
義
と
長

年
月
修
練
し
た
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
力
を

ど
こ
に
注
い
だ
の
か
。
そ
れ
が
、
壁
面

か
ら
は
ひ
と
ま
ず
離
れ
た
家
具
や
電
灯

な
ど
の
、
工
芸
的
領
分
だ
っ
た
。
山
口

邸
は
、
工
芸
的
領
分
こ
そ
見
所
に
ち
が

い
な
い
。

10
／
全
面
的
に
地
下
室

と
す
る
の
は
、
耐
震
化

だ
ろ
う
。

11
／
屋
上
に
も
部
屋
が

あ
り
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど

が
で
き
る
。

12
／
都
心
に
奇
跡
的
に

残
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
と

木
々
の
姿
。

内
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木子七郎

旧山口萬吉邸

K
igo Shichiro

建築概要

所在地 東京都千代田区
主要用途 専用住宅
設計 木子七郎
構造設計 内藤多仲
敷地面積 約296坪＊

建築面積 約83坪＊

延床面積 約256坪＊

階数 地下1階、地上3階
構造 鉄筋コンクリート造
竣工 昭和2（1927）年

1884（明治17）年、宮内省内匠寮
技師木子清敬（きよよし）の四男
として東京に生まれる。兄は赤坂
離宮など明治の宮廷建築に参画し
た木子幸三郎。1911年、東京帝国
大学卒業後、大林組入社。13（大正
２）年、大阪に事務所開設。関西を
中心に多くの公共建築やビルや邸
宅を手がけるが、バックには妻の
実家の新田家が控えていた。新田
家は、四国松山の出で、大阪を本
拠に全国展開した。戦後は、熱海
で仕事をし、55年没。

Fujim
ori Terunobu

藤森照信
建築史家。建築家。東京大学名誉
教授。専門は日本近現代建築史、
自然建築デザイン。おもな受賞＝

『明治の東京計画』（岩波書店）で毎
日出版文化賞、『建築探偵の冒険 東
京篇』（筑摩書房）で日本デザイン
文化賞・サントリー学芸賞、建築
作品「赤瀬川原平邸（ニラ・ハウ
ス）」（1997）で日本芸術大賞、「熊本
県立農業大学校学生寮」（2000）で
日本建築学会作品賞など。

写
真
提
供
：
ニッ
タ（
株
）

＊「建築申請建築物ノ概要」より。

平面図

國
神
社
と
道
を
隔
て
た
住
宅

地
に
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
い

い
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

の
は
、
1
9
7
4
年
に
建
築
探
偵
団
を

開
始
し
た
と
き
だ
っ
た
。

　
た
ま
に
通
り
か
か
る
と
窓
に
あ
か
り

が
つ
い
て
い
る
か
ら
住
ん
で
い
る
こ
と

は
わ
か
っ
た
も
の
の
、
中
を
見
せ
て
い

た
だ
く
ツ
テ
も
な
い
ま
ま
歳
月
は
流
れ
、

こ
の
た
び
初
め
て
取
材
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
28
の
と
き
に
知
り
、
68
に
し
て

入
る
、
と
い
う
の
は
、
私
の
建
築
探
偵

稼
業
の
な
か
の
〝
最
長
不
入
記
録
〞。

　
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
、
周
囲
の
光

景
は
す
べ
て
変
わ
り
、変
わ
ら
ぬ
は「
旧

山
口
萬
吉
邸
」（
27
）
の
み
。
う
っ
そ
う

と
茂
る
庭
木
の
様
子
も
昔
の
ま
ま
な
の

が
う
れ
し
い
。

　
出
迎
え
て
く
れ
た
建
主
の
山
口
萬
吉

の
孫
に
当
た
ら
れ
る
裕
子
さ
ん
に
さ
っ

そ
く
家
の
来
歴
を
う
か
が
う
。

　
ま
ず
、
山
口
萬
吉
の
こ
と
か
ら
。
山

口
家
は
越
後
は
長
岡
藩
の
武
士
で
あ
っ

た
が
、
山
口
萬
吉
家
（
歴
代
萬
吉
）
の

祖
は
次
男
ゆ
え
、
商
人
と
な
り
、
長
岡

で
唐
物
屋
を
営
ん
で
財
を
な
し
、
江
戸

へ
出
た
。
そ
の
富
の
お
か
げ
で
長
岡
き

っ
て
の
地
主
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
明
治
維
新
後
は
、
百
貨
店
を
開
い
た

り
、
石
油
会
社
や
銀
行
の
設
立
発
起
人

と
な
っ
た
り
し
て
近
代
化
の
波
に
し
っ

か
り
乗
り
、
そ
の
段
階
で
、
こ
の
家
を

建
て
た
祖
父
の
萬
吉
の
代
に
な
る
。
萬

吉
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
入
り
、
家
業

の
か
た
わ
ら
財
界
人
と
し
て
活
躍
し
た

と
聞
く
。

〝
財
界
人
〞
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い

人
物
が
戦
前
に
は
い
て
、
い
ろ
ん
な
企

業
や
組
織
に
頼
ま
れ
て
社
長
を
し
た
り

顧
問
を
し
た
り
、
た
と
え
ば
今
の
原
美

術
館
（
旧
原
邸
）
の
原
邦
造
も
、
江
戸

東
京
博
物
館
に
室
内
実
物
展
示
さ
れ
る

「
山
の
手
の
家
」（
旧
福
本
邸
）の
福
本
貞

喜
も
そ
う
い
う
財
界
人
。

　
そ
の
山
口
萬
吉
は
慶
應
出
身
な
の
に
、

ど
う
し
て
早
稲
田
の
人
脈
に
設
計
を
頼

ん
だ
の
か
。口

邸
の
設
計
に
は
、
内
藤
多

仲
、
木
子
七
郎
、
今
井
兼
次

の
3
人
が
か
か
わ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
内
藤
は
、
戦
前
に
は
耐
震
壁
構
造
の

発
明
者
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
後
は
東
京

タ
ワ
ー
の
設
計
者
と
し
て
あ
ま
り
に
名

高
く
、こ
の
建
物
の
で
き
た
昭
和
2（
1

9
2
7
）
年
に
は
早
稲
田
の
教
授
。
木

子
七
郎
は
東
大
を
出
て「
愛
媛
県
庁
舎
」

（
29
）、「
新
潟
県
庁
舎
本
館
」（
32
）、「
旧

久
松
伯
爵
本
邸
」（
22
）
な
ど
の
大
作
・

名
作
を
手
が
け
た
知
る
人
ぞ
知
る
建
築

家
。
今
井
は
、
戦
後
、
早
稲
田
の
教
授

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
当
時
は
助
手
で
、

表
現
主
義
の
名
作
「
早
稲
田
大
学
図
書

館
」（
25
）
を
仕
上
げ
た
直
後
。

　
こ
の
仕
事
の
要
の
位
置
に
立
つ
内
藤

と
山
口
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
祖
父
は
、
学
生
時
代
か
ら
内
藤
先
生

の
ゼ
ミ
に
出
て
い
た
」

　
と
い
う
の
が
山
口
家
の
伝
え
で
あ
る
。

マ
サ
カ
と
思
う
伝
え
だ
が
、
こ
ん
な
思

い
も
よ
ら
ぬ
話
が
捏
造
さ
れ
る
わ
け
が

な
く
、
本
当
に
ち
が
い
な
い
。

　
内
藤
の
サ
イ
ン
が
残
る
設
計
図
を
見

る
と
、
い
か
に
も
〝
構
造
的
〞
な
の
に

驚
く
。

　
た
と
え
ば
、
平
面
は
長
方
形
に
納
ま

り
、
壁
位
置
が
き
れ
い
に
通
り
、
耐
震

上
こ
れ
く
ら
い
い
い
平
面
は
な
い
。

　
も
っ
と
注
目
す
べ
き
は
構
造
形
式
で
、

壁
構
造
。

　
震
災
復
興
期
だ
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
は
当
然
だ
が
、
当
時
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
は
ビ
ル
は
む
ろ
ん
住
宅

も
ラ
ー
メ
ン
構
造
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

壁
構
造
の
住
宅
が
出
現
す
る
の
は
戦
後

の
こ
と
。

〝
ラ
ー
メ
ン
〞
で
は
な
く
〝
壁
〞
に
し

た
の
に
は
内
藤
の
強
い
想
い
が
あ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
震
災
復
興
に
あ
た
り

〝
ラ
ー
メ
ン
〞で
行
く
か
〝
壁
〞
に
す
る

か
、
正
確
に
い
う
と
、
ラ
ー
メ
ン
の
柱

・
梁
と
そ
の
接
合
部
を
強
化
す
る
方
向

で
行
く
か
、
ラ
ー
メ
ン
の
中
に
耐
震
壁

を
付
加
す
る
か
で
内
田
祥
三
と
内
藤
多

仲
の
あ
い
だ
に
対
立
が
あ
り
、
ビ
ル
の

仮
想
設
計
に
よ
っ
て
内
藤
が
勝
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。

　
内
藤
の
厚
い
壁
へ
の
想
い
は
熱
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
耐
震
壁
だ
け
で
は
止
ま

ら
ず
、
す
べ
て
壁
に
よ
る
構
造
を
、
ビ

ル
は
無
理
と
し
て
も
住
宅
で
試
み
た
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ラ
ー
メ
ン

で
な
く
壁
に
す
る
と
コ
ス
ト
は
倍
増
す

る
か
ら
、
め
っ
た
な
人
に
は
頼
め
な
い
。

　
こ
ん
な
推
測
を
す
る
の
は
、
こ
の
時

期
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
構
造
の
住

宅
な
ん
て
の
を
内
藤
が
実
行
し
た
の
は
、

自
分
の
家
（
26
年
）
と
山
口
邸
の
ふ
た

つ
だ
か
ら
だ
。
ふ
た
り
の
仲
は
深
か
っ

た
。

藤
邸
は
、
構
造
内
藤
、
デ
ザ

イ
ン
木
子
、
助
手
今
井
で
や

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
関
係

を
そ
の
ま
ま
山
口
邸
に
移
し
た
の
だ
ろ

う
。

　
と
す
る
と
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
デ
ザ

イ
ン
は
木
子
の
手
に
な
る
と
み
ら
れ
、

傍
証
も
あ
り
、
木
子
は
こ
の
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
を
手
が
け
て

い
る
。
た
と
え
ば
愛
媛
県
庁
と
か
芦
屋

と
東
京
の
新
田
邸
と
か
。

　
ア
メ
リ
カ
の
旧
ス
ペ
イ
ン
領
に
源
を

も
つ
こ
の
歴
史
的
ス
タ
イ
ル
は
、
19
世

紀
に
入
り
ア
メ
リ
カ
の
西
部
と
南
部
で

一
世
を
風
靡
し
た
後
す
ぐ
太
平
洋
を
越

え
て
日
本
に
上
陸
し
、
結
局
、
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
２
カ
所
で
し
か
広
ま
ら
な

か
っ
た
と
い
う
少
し
変
わ
っ
た
歴
史
を

も
つ
。日
本
に
は
大
正
11（
1
9
2
2
）

年
に
上
陸
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
広

ま
る
か
ら
、
木
子
は
様
式
の
流
行
に
敏

感
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
県
庁
と

住
宅
を
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
や
る
と
い
う

の
も
見
上
げ
た
も
の
。

　
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
と
い
う
歴
史
的
様
式

は
、
意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
20
世
紀

モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
一
番
近
い
ス
タ
イ
ル
だ

っ
た
。
全
体
の
形
は
、
四
角
形
を
基
本

と
し
、
デ
コ
デ
コ
飾
り
立
て
ず
ア
ッ
サ

リ
仕
上
げ
る
し
、
外
壁
の
仕
上
げ
も
白

っ
ぽ
い
。
木
子
が
こ
の
こ
と
を
自
覚
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
武

田
五
一
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
モ
ダ
ン
な

性
格
を
語
っ
て
も
い
る
し
、
試
し
て
も

い
る
。

　
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
以
来
の
歴
史
的

ス
タ
イ
ル
を
範
と
す
る
歴
史
主
義
の
デ

ザ
イ
ン
の
な
か
で
は
、
最
後
に
、
モ
ダ

ニ
ズ
ム
誕
生
直
前
に
登
場
す
る
の
が
ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
な
の
で
あ
る
。

　
壁
面
を
ア
ッ
サ
リ
と
よ
り
無
装
飾
に

仕
上
げ
る
の
が
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
本
旨

と
す
る
と
、
木
子
は
、
歴
史
主
義
と
長

年
月
修
練
し
た
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
力
を

ど
こ
に
注
い
だ
の
か
。
そ
れ
が
、
壁
面

か
ら
は
ひ
と
ま
ず
離
れ
た
家
具
や
電
灯

な
ど
の
、
工
芸
的
領
分
だ
っ
た
。
山
口

邸
は
、
工
芸
的
領
分
こ
そ
見
所
に
ち
が

い
な
い
。

10
／
全
面
的
に
地
下
室

と
す
る
の
は
、
耐
震
化

だ
ろ
う
。

11
／
屋
上
に
も
部
屋
が

あ
り
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど

が
で
き
る
。

12
／
都
心
に
奇
跡
的
に

残
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
と

木
々
の
姿
。

内

101112

現
代

住
宅

併
走

Kigo Shichiro × Fujimori Terunobu

９
／
庭
か
ら
見
る
。
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iwaki

今、住宅会社の動きから目が離せない。
活動領域はさまざまだが、

それぞれの土地柄、会社の性格、
そして会社をリードする人物の性格、
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（株）イワキ65Volume地 域 に 生 き る 会 社
Housing Company

　
異
色
の
経
歴
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
工
務
店
や
ビ
ル
ダ
ー
の
創
業
社

長
の
大
多
数
は
、
独
立
前
、
住
宅
産

業
に
な
ん
ら
か
の
形
で
か
か
わ
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
イ
ワ
キ
社
長
の
河

内
正
晴
さ
ん
の
前
職
は
住
宅
と
は
無

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
独
立
後
、

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
協
力
会
社

と
し
て
職
人
の
手
配
な
ど
を
頼
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
。
職
人
が
集

ま
ら
ず
、
河
内
さ
ん
自
ら
バ
ッ
ク
ホ

ー
を
駆
っ
て
、
土
工
事
を
こ
な
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
時
代
の
ツ
テ
で
、
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
と
直
接
取
引
を
す
る
な
ど
、
少
し

ず
つ
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
が
、

億
単
位
の
不
渡
り
を
つ
か
ま
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
不
安
定
な
経
営
体
制
を

痛
感
し
て
、
直
接
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

と
向
き
あ
う
住
宅
メ
ー
カ
ー
を
目
指

す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
お
よ
そ
12

年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
の
際
、
河
内
さ
ん
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
た
の
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
層
。

親
世
代
と
は
明
ら
か
に
価
値
観
が
異

な
る
若
者
た
ち
が
30
代
か
ら
40
代
と

な
る
今
後
10
年
、
約
1
5
0
万
棟
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
分
析
に
基
づ

く
も
の
だ
。
河
内
さ
ん
が
そ
こ
で
開

発
し
た
「
F
A
R
M
」
は
、「
若
い
奥

縁
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
。
そ
れ
も
20
年

の
長
き
に
わ
た
る
。

　
河
内
さ
ん
が
家
づ
く
り
に
か
か
わ

さ
ん
が
家
の
中
に
入
っ
て
、『
か
わ
い

い
！
』
と
言
っ
て
く
れ
る
」
デ
ザ
イ

ン
性
に
加
え
、
間
取
り
や
動
線
計
画

も
「
奥
さ
ま
目
線
」
を
徹
底
。
初
め

て
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
つ
く
っ
た
と
き
、

同
業
者
か
ら
は
「
総
ス
カ
ン
」
だ
っ

た
そ
う
だ
が
、
オ
ー
プ
ン
し
て
1
週

間
ほ
ど
で
購
入
者
が
決
ま
り
、
周
囲

を
驚
か
せ
た
。
以
来
、
マ
イ
ナ
ー
チ

ェ
ン
ジ
は
あ
る
も
の
の
「
内
部
空
間

は
、
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と

い
う
か
ら
、
発
売
当
初
か
ら
、
完
成

形
を
提
供
し
て
い
る
、
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
イ
ワ
キ
の
家
の
よ
り
大
き

な
特
徴
は
、
河
内
さ
ん
が
語
る
か
わ

い
い
デ
ザ
イ
ン
性
や
女
性
目
線
の
つ

く
り
方
よ
り
、
む
し
ろ
す
ぐ
れ
た
機

能
性
に
あ
る
。

「
99
％
以
上
、
デ
ザ
イ
ン
で
選
ば
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉

と
は
裏
腹
に
、
機
能
性
、
つ
ま
り
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
語
る
河
内
さ

ら
し
、
い
か
に
研
究
を
続
け
て
い
る

か
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
た
だ
、
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
や
Q
値
、

C
値
な
ど
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
謳
う
が
、
そ
の
ほ
か
は
と
く

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

河
内
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
の
顔
に
、

『
め
ん
ど
く
さ
い
』と
書
い
て
あ
る
か

ら
」
と
笑
う
。
つ
ま
り
、
性
能
が
い

い
こ
と
は
イ
ワ
キ
の
家
に
と
っ
て
、

前
提
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。「
2
、
3
年

住
ん
で
み
て
、
静
か
で
休
ま
る
空
間

だ
な
と
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん

で
す
よ
」
と
の
言
葉
は
、
技
術
的
な

詳
細
は
一
般
の
人
の
暮
ら
し
に
は
関

係
な
い
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も

ら
う
の
は
あ
た
り
ま
え
、
と
語
っ
て

い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

　
派
手
な
広
告
宣
伝
を
し
な
く
て
も
、

こ
こ
数
年
、
年
間
80
棟
前
後
で
受
注

は
堅
調
。
住
ん
で
み
て
、
そ
の
よ
さ

が
わ
か
る
イ
ワ
キ
の
家
が
、
じ
わ
じ

わ
と
人
気
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

ん
の
口
調
は
熱
い
。
開
口
部
は
す
べ

て
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
、
断
熱
は
外
張

り
断
熱
も
し
く
は
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
充
塡
断
熱
、
つ
ね
に

湿
度
を
45
〜
60
％
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
換
気
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
内
部
環

境
へ
の
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
は
、
間

違
い
な
く
イ
ワ
キ
の
家
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
だ
。
い
わ
ゆ
る
Q
値
（
熱

損
失
係
数
）
や
C
値
（
隙
間
相
当
面

積
）
は
、
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
を
は

る
か
に
上
ま
わ
り
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
大
手
メ
ー
カ
ー
と
も
互
角
以
上

の
レ
ベ
ル
。
河
内
さ
ん
も
「
住
ん
で

か
ら
、『
や
っ
ぱ
り
イ
ワ
キ
の
家
は
暖

か
い
』
と
す
べ
て
の
お
客
さ
ん
か
ら

言
わ
れ
ま
す
」
と
胸
を
張
る
。
こ
れ

ら
の
基
本
性
能
に
加
え
て
、
無
垢
材

に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
の
ピ
ネ
ン
や

人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
電
磁

波
、
あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
な

ど
、
河
内
さ
ん
は
メ
モ
や
資
料
を
見

る
こ
と
も
な
く
細
か
な
数
値
と
と
も

に
語
り
つ
づ
け
、
室
内
環
境
に
つ
い

て
、
常
日
頃
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡

団
塊
ジ
ュニ
ア
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

「
や
っ
ぱ
り
イ
ワ
キ
の
家
は

暖
か
い
」の
評
価

こうち・まさはる
河内正晴

5657



取
材
・
文
／
市
川
幹
朗

　写
真
／
山
下
恒
徳

住
み
は
じ
め
て
よ
さ
の
わ
か
る
家

代
表
取
締
役

さ
ん

河
内
正
晴

（株）イワキ

広島県広島市西区井口4-3-1

082-278-5770
 
河内正晴

1986年

34名

新築・建て替え、増改築・改装・
水まわり・外装・内装、外構、
建築企画・コンサルティング、
不動産

20億2,000万円（2014年5月期）

www.iwakinoie.com

・キッチン
シンク（CERA）
いものホーローシンクCEL518
・バスルーム
浴槽／ラフィア
シャワー用湯水混合（CERA）
・トイレ
1F：ウォシュレット
一体型便器NJ1
手洗器（CERA）
2F：ウォシュレット一体型便器ZJ
・洗面所
1F：洗面器（CERA）
2F：洗面器L710C＋水栓金具

（CERA）

●本社所在地

●電話

●代表取締役

●会社設立

●従業員数

●事業内容

●売上高

●URL

●TOTO使用機器

Data

左上／モデルハウスアプローチ
にて。左／右から、リビングダ
イニング、２階子ども室、浴室、
洗面室。かわいさの一方で、若
い世代向けのスタイリッシュさ
も併せもつ。左ページ上／モデ
ルハウス外観。

写真はいずれも広島市佐伯区・
こころモデルハウス。右／上か
ら、キッチン、１階トイレ、２
階トイレ。白を基調としながら
木でアクセントをつける。アン
ティーク調の水栓なども「かわ
いい」デザインの一要素。

1946年山口県生まれ。大手鉄鋼メーカ
ーを経て、86年岩城鋼業設立。94年社
名をイワキに変更。社名「イワキ→岩
城」は、出身地の歴史ある「岩城山」
より命名。趣味はゴルフ。

iwaki

今、住宅会社の動きから目が離せない。
活動領域はさまざまだが、

それぞれの土地柄、会社の性格、
そして会社をリードする人物の性格、

マーケティング戦略……。
これは、その個性的な活動で

地域に生きる会社のドキュメント。

（株）イワキ65Volume地 域 に 生 き る 会 社
Housing Company

　
異
色
の
経
歴
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
工
務
店
や
ビ
ル
ダ
ー
の
創
業
社

長
の
大
多
数
は
、
独
立
前
、
住
宅
産

業
に
な
ん
ら
か
の
形
で
か
か
わ
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
イ
ワ
キ
社
長
の
河

内
正
晴
さ
ん
の
前
職
は
住
宅
と
は
無

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
独
立
後
、

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
協
力
会
社

と
し
て
職
人
の
手
配
な
ど
を
頼
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
。
職
人
が
集

ま
ら
ず
、
河
内
さ
ん
自
ら
バ
ッ
ク
ホ

ー
を
駆
っ
て
、
土
工
事
を
こ
な
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
時
代
の
ツ
テ
で
、
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
と
直
接
取
引
を
す
る
な
ど
、
少
し

ず
つ
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
が
、

億
単
位
の
不
渡
り
を
つ
か
ま
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
不
安
定
な
経
営
体
制
を

痛
感
し
て
、
直
接
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

と
向
き
あ
う
住
宅
メ
ー
カ
ー
を
目
指

す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
お
よ
そ
12

年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
の
際
、
河
内
さ
ん
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
た
の
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
層
。

親
世
代
と
は
明
ら
か
に
価
値
観
が
異

な
る
若
者
た
ち
が
30
代
か
ら
40
代
と

な
る
今
後
10
年
、
約
1
5
0
万
棟
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
分
析
に
基
づ

く
も
の
だ
。
河
内
さ
ん
が
そ
こ
で
開

発
し
た
「
F
A
R
M
」
は
、「
若
い
奥

縁
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
。
そ
れ
も
20
年

の
長
き
に
わ
た
る
。

　
河
内
さ
ん
が
家
づ
く
り
に
か
か
わ

さ
ん
が
家
の
中
に
入
っ
て
、『
か
わ
い

い
！
』
と
言
っ
て
く
れ
る
」
デ
ザ
イ

ン
性
に
加
え
、
間
取
り
や
動
線
計
画

も
「
奥
さ
ま
目
線
」
を
徹
底
。
初
め

て
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
つ
く
っ
た
と
き
、

同
業
者
か
ら
は
「
総
ス
カ
ン
」
だ
っ

た
そ
う
だ
が
、
オ
ー
プ
ン
し
て
1
週

間
ほ
ど
で
購
入
者
が
決
ま
り
、
周
囲

を
驚
か
せ
た
。
以
来
、
マ
イ
ナ
ー
チ

ェ
ン
ジ
は
あ
る
も
の
の
「
内
部
空
間

は
、
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と

い
う
か
ら
、
発
売
当
初
か
ら
、
完
成

形
を
提
供
し
て
い
る
、
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
イ
ワ
キ
の
家
の
よ
り
大
き

な
特
徴
は
、
河
内
さ
ん
が
語
る
か
わ

い
い
デ
ザ
イ
ン
性
や
女
性
目
線
の
つ

く
り
方
よ
り
、
む
し
ろ
す
ぐ
れ
た
機

能
性
に
あ
る
。

「
99
％
以
上
、
デ
ザ
イ
ン
で
選
ば
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉

と
は
裏
腹
に
、
機
能
性
、
つ
ま
り
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
語
る
河
内
さ

ら
し
、
い
か
に
研
究
を
続
け
て
い
る

か
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
た
だ
、
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
や
Q
値
、

C
値
な
ど
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
謳
う
が
、
そ
の
ほ
か
は
と
く

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

河
内
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
の
顔
に
、

『
め
ん
ど
く
さ
い
』と
書
い
て
あ
る
か

ら
」
と
笑
う
。
つ
ま
り
、
性
能
が
い

い
こ
と
は
イ
ワ
キ
の
家
に
と
っ
て
、

前
提
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。「
2
、
3
年

住
ん
で
み
て
、
静
か
で
休
ま
る
空
間

だ
な
と
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん

で
す
よ
」
と
の
言
葉
は
、
技
術
的
な

詳
細
は
一
般
の
人
の
暮
ら
し
に
は
関

係
な
い
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も

ら
う
の
は
あ
た
り
ま
え
、
と
語
っ
て

い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

　
派
手
な
広
告
宣
伝
を
し
な
く
て
も
、

こ
こ
数
年
、
年
間
80
棟
前
後
で
受
注

は
堅
調
。
住
ん
で
み
て
、
そ
の
よ
さ

が
わ
か
る
イ
ワ
キ
の
家
が
、
じ
わ
じ

わ
と
人
気
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

ん
の
口
調
は
熱
い
。
開
口
部
は
す
べ

て
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
、
断
熱
は
外
張

り
断
熱
も
し
く
は
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
充
塡
断
熱
、
つ
ね
に

湿
度
を
45
〜
60
％
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
換
気
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
内
部
環

境
へ
の
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
は
、
間

違
い
な
く
イ
ワ
キ
の
家
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
だ
。
い
わ
ゆ
る
Q
値
（
熱

損
失
係
数
）
や
C
値
（
隙
間
相
当
面

積
）
は
、
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
を
は

る
か
に
上
ま
わ
り
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
大
手
メ
ー
カ
ー
と
も
互
角
以
上

の
レ
ベ
ル
。
河
内
さ
ん
も
「
住
ん
で

か
ら
、『
や
っ
ぱ
り
イ
ワ
キ
の
家
は
暖

か
い
』
と
す
べ
て
の
お
客
さ
ん
か
ら

言
わ
れ
ま
す
」
と
胸
を
張
る
。
こ
れ

ら
の
基
本
性
能
に
加
え
て
、
無
垢
材

に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
の
ピ
ネ
ン
や

人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
電
磁

波
、
あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
な

ど
、
河
内
さ
ん
は
メ
モ
や
資
料
を
見

る
こ
と
も
な
く
細
か
な
数
値
と
と
も

に
語
り
つ
づ
け
、
室
内
環
境
に
つ
い

て
、
常
日
頃
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡

団
塊
ジ
ュニ
ア
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

「
や
っ
ぱ
り
イ
ワ
キ
の
家
は

暖
か
い
」の
評
価

こうち・まさはる
河内正晴
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聞き手・まとめ／村上浩平　写真／山内秀鬼

「
ネ
オ
レ
ス
ト
A
H
／
R
H
タ
イ
プ
」

新
商
品
開
発
物
語

N
ew

 P
roduct Story / Interview

 w
ith O

zeki Shigenobu

NEOREST

NEOREST
RHタイプ

AHタイプ

O
zeki Shigenobu

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

T
O
T
O（
株
）

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
開
発
第
二
部

商
品
開
発
第
四
グ
ル
ー
プ
所
属
。

臭
気
判
定
士
。

尾
関
重
宣

“きれい”をとことんきわめたい。
「きれい除菌水」で、トイレの清潔をひとつ上の次元に高めた、

ＴＯＴＯウォシュレットチームが、次に挑んだのは
“いつものニオイ”でした。扉を開けたときにモワッとくる

トイレ独特のニオイ。室内の空気のニオイ成分を捕集して脱臭し、
フィルターを「きれい除菌水」で洗い流すようにしました。その名も「においきれい」。
ノズルと便器の汚れ、そしてトイレにこもる“いつものニオイ”まできれいにして、

終日クリーンに保つ、きれいサイクルの完成です。
今回はウォシュレットチームきってのニオイの専門家、尾関重宣が、

質問に答えながら「ネオレストＡＨ／ＲＨタイプ」を
ご紹介していきます

（鼻をつまんで読んでくださいね……）。

そ
の
う
え
、

ニ
オ
イ
ま
で

き
れ
い
に
し
ま
す

「
に
お
い
き
れ
い
」で
、き
れ
い
サ
イ
ク
ル
が
進
化
。
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。
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「においきれい」の仕組み

power

1

「きれい除菌水」は、
水道水からつくられ、
使用後は水に
戻ります

「きれい除菌水」の仕組み

「きれい除菌水」の力

ノズルきれい
ノズルの
内側も外側も
洗浄・除菌

便器きれい
目に見えない
便器の汚れを
分解・除菌

水道水

水道水を
電気分解する

時間がたつと
水に戻る

次亜塩素酸を含む水

きれい除菌水

塩化物
イオン

「きれい除菌水」＊1は水道水＊2に
含まれる塩化物イオンを電気分
解してつくられる、除菌成分（次
亜塩素酸）を含む水です。薬品
や洗剤を使わず、水道水からつ
くられます。時間がたつと水＊3
に戻る＊4ので、環境にやさしい
のが特長です。

トイレの１日の使用時間を学習し、
よく使用する約１時間前から作動
＊10。気になるニオイ成分を除菌水
フィルターに捕集して脱臭し、使
用が少ない時間に１日１回、きれ
い除菌水で洗浄・除菌します。

トイレを使うたびに、便器やノ
ズルを除菌したり、気になるニ
オイを抑え、ネオレストがトイ
レのきれいを自動でサポート。
トイレ空間の快適が長続きしま
す。

トイレのきれいが
自動で
長もちします

＊１／試験機関：（財）北里環境科学センター／試験方法：電解水の除菌効力試験／除菌方法
：電解した水道水と菌液を混合し除菌効果を確認／試験結果：99％以上（実使用での実証結
果ではありません）／効果効能：「きれい除菌水」は、汚れを抑制するもので清掃不要になる
ものではありません。使用・環境条件（水質・便器形状など）によっては、効果が異なりま
す。＊２／水道水（水道法で定められた水）です。＊３／水道法の水質基準に合致した水で
す。＊４／試験機関：（財）日本食品分析センター＊５／試験機関：（財）日本食品分析センタ
ー（ノズル表面全体および通水路、便器ボウル面便器洗浄部）、（財）北里環境科学センター（除
菌水フィルター）／試験方法：除菌効果試験／除菌方法：電解した水道水により洗浄／対象
部分：ノズル表面全体および通水路、便器ボウル面の便器洗浄部、除菌水フィルター／試験
結果：99％以上（実使用での実証結果ではありません）＊６／試験機関：（財）日本食品分析
センター、（株）東レリサーチセンター＊７／試験機関：（財）日本食品分析センター

＊８／おもな成分（アンモニア・トリメチルアミン）＊９／試験機関：（株）東レリサーチセンター／試験方法：１㎥試験空間
で臭気の除去率を測定／脱臭方法：においきれいを作動／対象臭気：アンモニア・トリメチルアミン／試験結果：30分間で45
％以上除去（ＴＯＴＯ（株）の試験方法を基に、１水準で実施した結果。実使用での実証結果ではありません）＊10／オート運
転（初期設定）の操作です。入室のタイミングや使用パターンによっては作動しないことがあります。＊11／試験機関：（財）
北里環境科学センター／試験方法：除菌水フィルターの除菌効果試験／除菌方法：電解した水道水により洗浄／対象部分：除
菌水フィルター／試験結果：99％以上（実使用での実証結果ではありません）＊12／集じん機能はありません。すべてのニオ
イ（タバコ臭・建材臭など）を除去することはできません。ニオイの感じ方は個人差・体調・環境条件によって異なることが
あります。使用・環境条件（トイレ空間の大きさ・温度・湿度・水質など）によって効果が異なります。発生している臭気（強
度）を低減する機能です。ニオイが完全になくなる機能ではありません。「においきれい」は「切」で設定し、出荷しています。

＊５ ＊6 ＊7

除菌 分解 漂白 洗剤や薬品を
使用しません

トイレに入ったときの
気になるニオイ  を
自動で捕集し
脱臭  します

「きれい除菌水」ができる流れ

除菌水フィルター

きれいな空気
捕集

ニオイ成分

アンモニア

ニオイ成分を除菌水フィルターで捕集

トリメチルアミン

除菌水フィルターきれい除菌水

洗浄
除菌

使用しない時間帯にフィルターを洗浄・除菌
水

においきれい
ニオイを捕集した
除菌水フィルターを
洗浄・除菌

NEW

2

3

便器きれい においきれい

※作動中は光ります。

便器の汚れを
分解・除菌

ニオイ成分を
除菌水フィルターに捕集

さらに
「便器きれい」との
ダブルの効果で、
トイレ空間の
気になるニオイを
長く抑えます　

power

power

ネオレスト
AH2W/RH2W

脱臭された
きれいな
空気

ニオイ成分を
含んだ
空気

「きれい除菌水」を保持する除菌水フィルター

臭気強度

5
4
3
2
1
0

強烈なニオイ
強いニオイ
らくに感知できるニオイ
なんのニオイであるかがわかる弱いニオイ
やっと感知できるニオイ
無臭

ニオイの内容

初期
0.5

約10カ月使用後の臭気強度を比較

臭気強度の目安なんの
ニオイか
わかる

なんの
ニオイか
わからない

きれい機能あり きれい機能なし

Point 1Point 3

Point 2

便器きれい
＋においきれい

「
き
れ
い
除
菌
水
」と
は

「
に
お
い
き
れ
い
」と
は

開
発
の
苦
労

「
き
れ
い
除
菌
水
」
は
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ト
イ
レ
の

最
大
の
ス
ト
レ
ス
は
汚
れ
と
ニ
オ
イ
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
「
ト
ル
ネ
ー
ド
洗
浄
」
や

「
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
脱
臭
」な
ど
の
機
能
で
瞬
間
的
な
ス
ト
レ
ス
は
解
消
し
て
い
た
の
で

す
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
ノ
ズ
ル
や
便
器
ボ
ウ
ル
面
の
継
続

的
な
汚
れ
も
元
か
ら
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
利
用
し
て
、
空
間
に
こ
も
っ

た
継
続
臭
を
ト
イ
レ
自
身
が
抑
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
す
べ
て
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
た
ん
で
す
。
い
わ
ば
24
時
間
ト
イ
レ
が
自
動
で
ク
リ
ー
ン
を

保
つ
「
き
れ
い
サ
イ
ク
ル
」
の
完
成
、
か
つ
て
な
い
快
適
さ
が
実
現
し
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

―
―「
に
お
い
き
れ
い
」と
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
機
能
な
ん
で
す
か
。

　
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭
や
施
設
の
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
学
習
し
て
、
よ
く
使
用
す

る
時
間
帯
の
1
時
間
く
ら
い
前
か
ら
作
動
を
開
始
し
ま
す
。「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
し

み
込
ま
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
に
、
室
内
の
お
も
な
ニ
オ
イ
物
質
で
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
や

ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
を
捕
集
し
は
じ
め
る
。
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
フ
ァ

ン
が
ま
わ
っ
て
捕
集
を
続
け
、
1
日
1
回
使
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
に
フ
ィ
ル
タ
ー

―
―
そ
も
そ
も
ト
イ
レ
の
ニ
オ
イ
と
い
う
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　
ニ
オ
イ
の
本
体
は
、
排
泄
物
が
菌
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
て
発
生
す
る
、
気
体
に
な

っ
た
物
質
で
す
。
気
体
の
粒
々
が
鼻
の
受
容
器
で
電
気
信
号
に
変
わ
り
、
脳
に
伝
わ

っ
て
「
こ
れ
は
○
○
の
ニ
オ
イ
だ
」
と
判
断
す
る
ん
で
す
。

　
今
回
の
開
発
で
は
、
そ
の
ニ
オ
イ
を
分
析
し
て
い
っ
た
ん
で
す
が
、
ト
イ
レ
の
ニ

オ
イ
に
は
瞬
間
的
な
排
便
臭
の
ほ
か
に
、
継
続
的
な
も
の
、
つ
ま
り
ト
イ
レ
に
こ
も

っ
た
〝
い
つ
も
の
ニ
オ
イ
〞
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
壁
と
か
床
、
あ
る
い

は
便
器
の
奥
な
ど
に
残
っ
た
尿
、
そ
れ
を
菌
が
分
解
す
る
こ
と
で
で
き
た
ニ
オ
イ
物

質
が
、
時
間
を
経
て
積
み
重
な
っ
て
に
お
う
ん
で
す
。
ニ
オ
イ
物
質
の
ひ
と
つ
は
、

み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
、
も
う
ひ
と
つ
は
今
回
の
研
究
で
わ
か
っ
た
ト

リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
と
い
う
物
質
で
す
。
こ
の
い
つ
も
の
ニ
オ
イ
、「
継
続
臭
」
と
名
づ

け
た
ん
で
す
が
、
掃
除
し
て
も
と
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
「
き
れ
い
除
菌
水
」

で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」と
い
う
の
は
、
ノ
ズ
ル
や
便
器
を
洗
浄
す
る
も
の
で
す
ね
。

　
水
道
水
に
含
ま
れ
る
塩
化
物
イ
オ
ン
を
電
気
分
解
し
て
、
除
菌
成
分
（
次
亜
塩
素

酸
）
を
含
む
水
に
変
化
さ
せ
た
の
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
で
す
。

―
―「
に
お
い
き
れ
い
」を
開
発
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
じ
つ
は
、
ひ
と
つ
前
の
モ
デ
ル
、
2
0
1
2
年
に
発
売
し
た
ネ
オ
レ
ス
ト
を
使
っ

て
い
る
お
客
さ
ま
か
ら
う
か
が
っ
た
話
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
お
客
さ

ま
は
人
一
倍
き
れ
い
好
き
で
、
ト
イ
レ
は
毎
日
掃
除
す
る
。
毎
日
掃
除
し
て
い
る
か

ら
き
れ
い
な
は
ず
な
の
に
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
の
付
い
た
ト
イ
レ
に
し
た
ら
「
何
か

ニ
オ
イ
が
違
う
」
と
。
し
つ
こ
い
ニ
オ
イ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
お
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
ね
。
気
持
ち
を
入
れ
て
洗
っ
て
い
る
方
が
そ
こ
ま
で
言
う
か
ら
に
は
、
何

か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
開
発
は
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
た
の
で
す
か
。

　
最
初
は
、
ミ
ス
ト
状
に
し
た
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
空
気
中
に
ス
プ
レ
ー
の
よ
う

に
ま
く
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
で
も
ニ
オ
イ
成
分
は
空
中
に
分
散
し
て
い
る
の
で
、

を
「
き
れ
い
除
菌
水
」
で
洗
浄
し
除
菌
す
る
と
い
う
機
能
で
す
。

―
―
ど
の
く
ら
い
の
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ニ
オ
イ
の
強
さ
は
「
臭
気
強
度
」
で
表
さ
れ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
ほ
と
ん
ど
の
空
間
は
「
臭
気
強
度
1
」
程
度
で
す
。「
臭
気
強
度
0
」
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
、
別
に
く
さ

く
は
な
い
け
れ
ど
、
何
か
わ
か
ら
な
い
程
度
の
家
の
ニ
オ
イ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
の
程
度
の
ニ
オ
イ
が
「
臭
気
強
度
1
」
な
ん
で
す
。

　
ト
イ
レ
を
使
用
後
、
何
も
対
策
を
施
さ
な
い
場
合
、
通
常
は「
臭
気
強
度
2
・
5
」

く
ら
い
で
す
。こ
れ
は
ど
の
く
ら
い
の
ニ
オ
イ
か
、み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
よ
ね（
笑
）。

で
も
、「
便
器
き
れ
い
」
で
ニ
オ
イ
の
も
と
と
な
る
汚
れ
の
発
生
を
抑
制
し
、「
に
お
い

き
れ
い
」
で
空
間
の
ニ
オ
イ
成
分
を
捕
集
す
れ
ば
、「
臭
気
強
度
1
」
程
度
に
保
つ
こ

と
が
可
能
な
ん
で
す
。
も
と
も
と
の
臭
気
や
汚
れ
方
、
家
族
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
も

違
っ
て
き
ま
す
が
、
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
臭
気
判
定
士
は
、
そ
も
そ
も
工
場
の
排
水
や
排
煙
な
ど
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ニ

オ
イ
の
測
定
を
す
る
た
め
の
国
家
資
格
で
す
。
け
っ
こ
う
難
し
く
て
合
格
率
は
3
、

4
割
く
ら
い
。
筆
記
試
験
と
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ス
ト
の
よ
う
な
嗅
覚
検
査
が
あ
り
ま

す
。

―
―
ニ
オ
イ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
う
の
は
大
変
そ
う
で
す
ね
。

　
鼻
が
利
く
よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
吸
っ
て
い
た
タ

バ
コ
は
キ
ッ
パ
リ
や
め
ま
し
た
。
臭
気
を
測
定
す
る
と
き
に
は
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
ニ

オ
イ
の
き
つ
い
も
の
を
食
べ
な
い
な
ど
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
敏
感
な
人
の
な
か
に
は
、
そ
う
で
な
い
人
の
1
万
分
の
1
く
ら
い
の
薄
い
濃
度
で

も
ニ
オ
イ
を
感
じ
る
人
が
い
ま
す
。
茅
ケ
崎
の
総
合
研
究
所
に
は
「
ニ
オ
イ
博
士
」

と
呼
ば
れ
る
大
家
が
い
て
…
…（
笑
）。「
に
お
い
き
れ
い
」
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
方
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
敏
感
な
鼻
を
お
も
ち
で
、
機
器
に

対
す
る
造
詣
も
深
い
。
通
常
ニ
オ
イ
は
混
合
臭
、
つ
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
物
質
が
混
ざ

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
機
械
が
分
離
し
た
個
々
の
物
質
を
、
博
士
は
自
分
の
鼻
で

嗅
い
で
ニ
オ
イ
の
主
成
分
を
探
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
私
も
判
定
士
の
資
格
を
も

っ
て
い
る
の
に
、
と
て
も
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
部
署
を
ま
た
い
で
タ
ッ
グ
を
組
め

た
お
か
げ
で
、
全
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
連
携
し
、
今
回
の
開
発
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
―
新
し
い
ネ
オ
レ
ス
ト
は
デ
ザ
イ
ン
も
す
っ
き
り
し
ま
し
た
ね
。

　
製
品
ト
ー
タ
ル
と
し
て
、「
き
れ
い
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
ま
ず
は
凹
凸
を
な
く
し
て

掃
除
を
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
ま
た
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
高
さ
を

抑
え
て
フ
ォ
ル
ム
に
は
一
体
感
を
も
た
せ
、
空
間
を
広
く
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

そ
れ
と
接
触
さ
せ
る
た
め
に
は
大
量
の
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
ま
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
実
際
に
装
置
で
や
っ
て
み
る
と
効
果
は
出
た
の
で
す
が
、
水
浸
し
に
な
っ
て

し
ま
っ
て（
笑
）。

　
そ
こ
で
、「
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
脱
臭
」
と
同
様
に
、
フ
ァ
ン
で
空
気
を
吸
い
込
み
「
き

れ
い
除
菌
水
」
を
し
み
込
ま
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、

空
間
中
の
ニ
オ
イ
物
質
の
濃
度
が
、
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。

―
―
開
発
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
。

　
開
発
に
は
、
原
理
原
則
の
探
究
と
つ
く
り
込
み
、
ふ
た
つ
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

探
究
の
ほ
う
で
は
、
ま
ず
ニ
オ
イ
を
と
る
と
き
に
何
が
主
成
分
か
を
探
す
の
で
す
が
、

そ
れ
が
大
変
。
私
の
自
宅
も
含
め
て
10
カ
月
、
10
軒
程
度
の
社
員
の
家
で
調
べ
た
の

で
す
が
、
ニ
オ
イ
の
成
分
を
ま
ず
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
に
あ

ま
り
掃
除
を
し
な
い
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。

―
―
10
カ
月
も
で
す
か
？

　
私
自
身
の
家
で
も
、
掃
除
し
な
い
の
で
汚
く
な
る
。
家
内
に
「
掃
除
し
た
い
ん
だ

け
ど
！
」
と
怒
ら
れ
て
…
…（
笑
）。
し
か
も
装
置
を
使
っ
て
測
定
す
る
と
き
に
は
、

1
時
間
く
ら
い
ニ
オ
イ
の
成
分
を
濃
縮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、

人
間
の
鼻
の
ほ
う
が
装
置
よ
り
感
度
が
い
い
ん
で
す
。
な
の
で
、
当
然
室
内
の
ニ
オ

イ
は
ひ
と
き
わ
で
…
…（
笑
）。

―
―
つ
く
り
込
み
の
段
階
で
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
今
回
は
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
小
さ

く
な
っ
て
従
来
の
機
能
を
詰
め
込
む
だ
け
で
も
難
し
い
の
に
、
新
機
能
を
追
加
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ル
タ
ー
の
面
積
も
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と
て

も
大
変
で
し
た
。

―
―
尾
関
さ
ん
は
「
臭
気
判
定
士
」
の
資
格
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
ど

ん
な
資
格
で
す
か
。

担
当
し
ま
し
た
。
水
道
水
は
、
地
区
に
よ
っ
て
水
質
が
異
な
る
も
の
な
の
で
す
が
、

サ
ン
プ
ル
の
数
も
多
く
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

い
出
す
と
、
今
回
の
新
機
能
「
に
お
い
き
れ
い
」
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
に
も
、
と

て
も
感
慨
深
く
、
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」の
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
す
ご
い
の
は
、
水
道
水
を
材
料
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
水

道
水
さ
え
あ
れ
ば
い
い
。
水
ま
わ
り
な
ら
ど
こ
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
展
開
し
て
い
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
今
度
は
何
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
す
る
か
、
思
案
中
な
の
で
す
が
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
…
…
お
話
し
で
き
ま
せ
ん

（
笑
）。

―
―
と
こ
ろ
で
、
尾
関
さ
ん
が
T
O
T
O
に
就
職
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
。

　
も
の
づ
く
り
が
し
た
く
て
大
学
は
工
学
部
に
行
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
が
愛
知
県
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
級
生
は
ク
ル
マ
関
係
へ
の
就
職
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、

私
は
も
っ
と
生
活
に
密
着
し
た
も
の
が
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ク
ル
マ
に
の

ら
な
い
日
は
あ
る
け
れ
ど
、
便
器
を
使
わ
な
い
日
は
な
い
。
そ
こ
で
ト
イ
レ
の
会
社

に
行
こ
う
と
思
っ
て
T
O
T
O
に
決
め
ま
し
た
…
…
と
、
確
か
面
接
で
は
答
え
た
は

ず
で
す（
笑
）。

―
―
入
社
後
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
研
究
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。「
機
能
水
」
を
研
究
す
る
と
こ
ろ
で
、
や
が
て

そ
こ
で
「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
開
発
さ
れ
た
ん
で
す
。
8
年
く
ら
い
い
た
ん
で
す
が
、

研
究
所
で
最
後
に
手
が
け
た
仕
事
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
機
能
の
最
初
で
あ
る
「
ノ

ズ
ル
き
れ
い
」
の
基
礎
的
な
研
究
で
す
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
浴
室
乾
燥
機
の
開
発
部

署
に
い
て
、
2
年
前
か
ら
現
在
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
開
発
セ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し

た
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」と
は
も
と
も
と
ご
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
研
究
所
時
代
に
、
全
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
水
道
水
の
サ
ン
プ
ル
の
分
析
・
調
査
を
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「においきれい」の仕組み

power

1

「きれい除菌水」は、
水道水からつくられ、
使用後は水に
戻ります

「きれい除菌水」の仕組み

「きれい除菌水」の力

ノズルきれい
ノズルの
内側も外側も
洗浄・除菌

便器きれい
目に見えない
便器の汚れを
分解・除菌

水道水

水道水を
電気分解する

時間がたつと
水に戻る

次亜塩素酸を含む水

きれい除菌水

塩化物
イオン

「きれい除菌水」＊1は水道水＊2に
含まれる塩化物イオンを電気分
解してつくられる、除菌成分（次
亜塩素酸）を含む水です。薬品
や洗剤を使わず、水道水からつ
くられます。時間がたつと水＊3
に戻る＊4ので、環境にやさしい
のが特長です。

トイレの１日の使用時間を学習し、
よく使用する約１時間前から作動
＊10。気になるニオイ成分を除菌水
フィルターに捕集して脱臭し、使
用が少ない時間に１日１回、きれ
い除菌水で洗浄・除菌します。

トイレを使うたびに、便器やノ
ズルを除菌したり、気になるニ
オイを抑え、ネオレストがトイ
レのきれいを自動でサポート。
トイレ空間の快適が長続きしま
す。

トイレのきれいが
自動で
長もちします

＊１／試験機関：（財）北里環境科学センター／試験方法：電解水の除菌効力試験／除菌方法
：電解した水道水と菌液を混合し除菌効果を確認／試験結果：99％以上（実使用での実証結
果ではありません）／効果効能：「きれい除菌水」は、汚れを抑制するもので清掃不要になる
ものではありません。使用・環境条件（水質・便器形状など）によっては、効果が異なりま
す。＊２／水道水（水道法で定められた水）です。＊３／水道法の水質基準に合致した水で
す。＊４／試験機関：（財）日本食品分析センター＊５／試験機関：（財）日本食品分析センタ
ー（ノズル表面全体および通水路、便器ボウル面便器洗浄部）、（財）北里環境科学センター（除
菌水フィルター）／試験方法：除菌効果試験／除菌方法：電解した水道水により洗浄／対象
部分：ノズル表面全体および通水路、便器ボウル面の便器洗浄部、除菌水フィルター／試験
結果：99％以上（実使用での実証結果ではありません）＊６／試験機関：（財）日本食品分析
センター、（株）東レリサーチセンター＊７／試験機関：（財）日本食品分析センター

＊８／おもな成分（アンモニア・トリメチルアミン）＊９／試験機関：（株）東レリサーチセンター／試験方法：１㎥試験空間
で臭気の除去率を測定／脱臭方法：においきれいを作動／対象臭気：アンモニア・トリメチルアミン／試験結果：30分間で45
％以上除去（ＴＯＴＯ（株）の試験方法を基に、１水準で実施した結果。実使用での実証結果ではありません）＊10／オート運
転（初期設定）の操作です。入室のタイミングや使用パターンによっては作動しないことがあります。＊11／試験機関：（財）
北里環境科学センター／試験方法：除菌水フィルターの除菌効果試験／除菌方法：電解した水道水により洗浄／対象部分：除
菌水フィルター／試験結果：99％以上（実使用での実証結果ではありません）＊12／集じん機能はありません。すべてのニオ
イ（タバコ臭・建材臭など）を除去することはできません。ニオイの感じ方は個人差・体調・環境条件によって異なることが
あります。使用・環境条件（トイレ空間の大きさ・温度・湿度・水質など）によって効果が異なります。発生している臭気（強
度）を低減する機能です。ニオイが完全になくなる機能ではありません。「においきれい」は「切」で設定し、出荷しています。

＊５ ＊6 ＊7

除菌 分解 漂白 洗剤や薬品を
使用しません

トイレに入ったときの
気になるニオイ  を
自動で捕集し
脱臭  します

「きれい除菌水」ができる流れ

除菌水フィルター

きれいな空気
捕集

ニオイ成分

アンモニア

ニオイ成分を除菌水フィルターで捕集

トリメチルアミン

除菌水フィルターきれい除菌水

洗浄
除菌

使用しない時間帯にフィルターを洗浄・除菌
水

においきれい
ニオイを捕集した
除菌水フィルターを
洗浄・除菌

NEW

2

3

便器きれい においきれい

※作動中は光ります。

便器の汚れを
分解・除菌

ニオイ成分を
除菌水フィルターに捕集

さらに
「便器きれい」との
ダブルの効果で、
トイレ空間の
気になるニオイを
長く抑えます　

power

power

ネオレスト
AH2W/RH2W

脱臭された
きれいな
空気

ニオイ成分を
含んだ
空気

「きれい除菌水」を保持する除菌水フィルター

臭気強度

5
4
3
2
1
0

強烈なニオイ
強いニオイ
らくに感知できるニオイ
なんのニオイであるかがわかる弱いニオイ
やっと感知できるニオイ
無臭

ニオイの内容

初期
0.5

約10カ月使用後の臭気強度を比較

臭気強度の目安なんの
ニオイか
わかる

なんの
ニオイか
わからない

きれい機能あり きれい機能なし

Point 1Point 3

Point 2

便器きれい
＋においきれい

「
き
れ
い
除
菌
水
」と
は

「
に
お
い
き
れ
い
」と
は

開
発
の
苦
労

「
き
れ
い
除
菌
水
」
は
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ト
イ
レ
の

最
大
の
ス
ト
レ
ス
は
汚
れ
と
ニ
オ
イ
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
「
ト
ル
ネ
ー
ド
洗
浄
」
や

「
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
脱
臭
」な
ど
の
機
能
で
瞬
間
的
な
ス
ト
レ
ス
は
解
消
し
て
い
た
の
で

す
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
ノ
ズ
ル
や
便
器
ボ
ウ
ル
面
の
継
続

的
な
汚
れ
も
元
か
ら
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
利
用
し
て
、
空
間
に
こ
も
っ

た
継
続
臭
を
ト
イ
レ
自
身
が
抑
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
す
べ
て
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
た
ん
で
す
。
い
わ
ば
24
時
間
ト
イ
レ
が
自
動
で
ク
リ
ー
ン
を

保
つ
「
き
れ
い
サ
イ
ク
ル
」
の
完
成
、
か
つ
て
な
い
快
適
さ
が
実
現
し
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

―
―「
に
お
い
き
れ
い
」と
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
機
能
な
ん
で
す
か
。

　
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭
や
施
設
の
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
学
習
し
て
、
よ
く
使
用
す

る
時
間
帯
の
1
時
間
く
ら
い
前
か
ら
作
動
を
開
始
し
ま
す
。「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
し

み
込
ま
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
に
、
室
内
の
お
も
な
ニ
オ
イ
物
質
で
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
や

ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
を
捕
集
し
は
じ
め
る
。
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
フ
ァ

ン
が
ま
わ
っ
て
捕
集
を
続
け
、
1
日
1
回
使
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
に
フ
ィ
ル
タ
ー

―
―
そ
も
そ
も
ト
イ
レ
の
ニ
オ
イ
と
い
う
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　
ニ
オ
イ
の
本
体
は
、
排
泄
物
が
菌
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
て
発
生
す
る
、
気
体
に
な

っ
た
物
質
で
す
。
気
体
の
粒
々
が
鼻
の
受
容
器
で
電
気
信
号
に
変
わ
り
、
脳
に
伝
わ

っ
て
「
こ
れ
は
○
○
の
ニ
オ
イ
だ
」
と
判
断
す
る
ん
で
す
。

　
今
回
の
開
発
で
は
、
そ
の
ニ
オ
イ
を
分
析
し
て
い
っ
た
ん
で
す
が
、
ト
イ
レ
の
ニ

オ
イ
に
は
瞬
間
的
な
排
便
臭
の
ほ
か
に
、
継
続
的
な
も
の
、
つ
ま
り
ト
イ
レ
に
こ
も

っ
た
〝
い
つ
も
の
ニ
オ
イ
〞
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
壁
と
か
床
、
あ
る
い

は
便
器
の
奥
な
ど
に
残
っ
た
尿
、
そ
れ
を
菌
が
分
解
す
る
こ
と
で
で
き
た
ニ
オ
イ
物

質
が
、
時
間
を
経
て
積
み
重
な
っ
て
に
お
う
ん
で
す
。
ニ
オ
イ
物
質
の
ひ
と
つ
は
、

み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
、
も
う
ひ
と
つ
は
今
回
の
研
究
で
わ
か
っ
た
ト

リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
と
い
う
物
質
で
す
。
こ
の
い
つ
も
の
ニ
オ
イ
、「
継
続
臭
」
と
名
づ

け
た
ん
で
す
が
、
掃
除
し
て
も
と
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
「
き
れ
い
除
菌
水
」

で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」と
い
う
の
は
、
ノ
ズ
ル
や
便
器
を
洗
浄
す
る
も
の
で
す
ね
。

　
水
道
水
に
含
ま
れ
る
塩
化
物
イ
オ
ン
を
電
気
分
解
し
て
、
除
菌
成
分
（
次
亜
塩
素

酸
）
を
含
む
水
に
変
化
さ
せ
た
の
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
で
す
。

―
―「
に
お
い
き
れ
い
」を
開
発
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
じ
つ
は
、
ひ
と
つ
前
の
モ
デ
ル
、
2
0
1
2
年
に
発
売
し
た
ネ
オ
レ
ス
ト
を
使
っ

て
い
る
お
客
さ
ま
か
ら
う
か
が
っ
た
話
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
お
客
さ

ま
は
人
一
倍
き
れ
い
好
き
で
、
ト
イ
レ
は
毎
日
掃
除
す
る
。
毎
日
掃
除
し
て
い
る
か

ら
き
れ
い
な
は
ず
な
の
に
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
の
付
い
た
ト
イ
レ
に
し
た
ら
「
何
か

ニ
オ
イ
が
違
う
」
と
。
し
つ
こ
い
ニ
オ
イ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
お
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
ね
。
気
持
ち
を
入
れ
て
洗
っ
て
い
る
方
が
そ
こ
ま
で
言
う
か
ら
に
は
、
何

か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
開
発
は
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
た
の
で
す
か
。

　
最
初
は
、
ミ
ス
ト
状
に
し
た
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
空
気
中
に
ス
プ
レ
ー
の
よ
う

に
ま
く
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
で
も
ニ
オ
イ
成
分
は
空
中
に
分
散
し
て
い
る
の
で
、

を
「
き
れ
い
除
菌
水
」
で
洗
浄
し
除
菌
す
る
と
い
う
機
能
で
す
。

―
―
ど
の
く
ら
い
の
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ニ
オ
イ
の
強
さ
は
「
臭
気
強
度
」
で
表
さ
れ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
ほ
と
ん
ど
の
空
間
は
「
臭
気
強
度
1
」
程
度
で
す
。「
臭
気
強
度
0
」
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
、
別
に
く
さ

く
は
な
い
け
れ
ど
、
何
か
わ
か
ら
な
い
程
度
の
家
の
ニ
オ
イ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
の
程
度
の
ニ
オ
イ
が
「
臭
気
強
度
1
」
な
ん
で
す
。

　
ト
イ
レ
を
使
用
後
、
何
も
対
策
を
施
さ
な
い
場
合
、
通
常
は「
臭
気
強
度
2
・
5
」

く
ら
い
で
す
。こ
れ
は
ど
の
く
ら
い
の
ニ
オ
イ
か
、み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
よ
ね（
笑
）。

で
も
、「
便
器
き
れ
い
」
で
ニ
オ
イ
の
も
と
と
な
る
汚
れ
の
発
生
を
抑
制
し
、「
に
お
い

き
れ
い
」
で
空
間
の
ニ
オ
イ
成
分
を
捕
集
す
れ
ば
、「
臭
気
強
度
1
」
程
度
に
保
つ
こ

と
が
可
能
な
ん
で
す
。
も
と
も
と
の
臭
気
や
汚
れ
方
、
家
族
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
も

違
っ
て
き
ま
す
が
、
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
臭
気
判
定
士
は
、
そ
も
そ
も
工
場
の
排
水
や
排
煙
な
ど
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ニ

オ
イ
の
測
定
を
す
る
た
め
の
国
家
資
格
で
す
。
け
っ
こ
う
難
し
く
て
合
格
率
は
3
、

4
割
く
ら
い
。
筆
記
試
験
と
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ス
ト
の
よ
う
な
嗅
覚
検
査
が
あ
り
ま

す
。

―
―
ニ
オ
イ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
う
の
は
大
変
そ
う
で
す
ね
。

　
鼻
が
利
く
よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
吸
っ
て
い
た
タ

バ
コ
は
キ
ッ
パ
リ
や
め
ま
し
た
。
臭
気
を
測
定
す
る
と
き
に
は
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
ニ

オ
イ
の
き
つ
い
も
の
を
食
べ
な
い
な
ど
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
敏
感
な
人
の
な
か
に
は
、
そ
う
で
な
い
人
の
1
万
分
の
1
く
ら
い
の
薄
い
濃
度
で

も
ニ
オ
イ
を
感
じ
る
人
が
い
ま
す
。
茅
ケ
崎
の
総
合
研
究
所
に
は
「
ニ
オ
イ
博
士
」

と
呼
ば
れ
る
大
家
が
い
て
…
…（
笑
）。「
に
お
い
き
れ
い
」
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
方
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
敏
感
な
鼻
を
お
も
ち
で
、
機
器
に

対
す
る
造
詣
も
深
い
。
通
常
ニ
オ
イ
は
混
合
臭
、
つ
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
物
質
が
混
ざ

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
機
械
が
分
離
し
た
個
々
の
物
質
を
、
博
士
は
自
分
の
鼻
で

嗅
い
で
ニ
オ
イ
の
主
成
分
を
探
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
私
も
判
定
士
の
資
格
を
も

っ
て
い
る
の
に
、
と
て
も
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
部
署
を
ま
た
い
で
タ
ッ
グ
を
組
め

た
お
か
げ
で
、
全
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
連
携
し
、
今
回
の
開
発
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
―
新
し
い
ネ
オ
レ
ス
ト
は
デ
ザ
イ
ン
も
す
っ
き
り
し
ま
し
た
ね
。

　
製
品
ト
ー
タ
ル
と
し
て
、「
き
れ
い
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
ま
ず
は
凹
凸
を
な
く
し
て

掃
除
を
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
ま
た
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
高
さ
を

抑
え
て
フ
ォ
ル
ム
に
は
一
体
感
を
も
た
せ
、
空
間
を
広
く
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

そ
れ
と
接
触
さ
せ
る
た
め
に
は
大
量
の
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
ま
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
実
際
に
装
置
で
や
っ
て
み
る
と
効
果
は
出
た
の
で
す
が
、
水
浸
し
に
な
っ
て

し
ま
っ
て（
笑
）。

　
そ
こ
で
、「
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
脱
臭
」
と
同
様
に
、
フ
ァ
ン
で
空
気
を
吸
い
込
み
「
き

れ
い
除
菌
水
」
を
し
み
込
ま
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、

空
間
中
の
ニ
オ
イ
物
質
の
濃
度
が
、
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。

―
―
開
発
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
。

　
開
発
に
は
、
原
理
原
則
の
探
究
と
つ
く
り
込
み
、
ふ
た
つ
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

探
究
の
ほ
う
で
は
、
ま
ず
ニ
オ
イ
を
と
る
と
き
に
何
が
主
成
分
か
を
探
す
の
で
す
が
、

そ
れ
が
大
変
。
私
の
自
宅
も
含
め
て
10
カ
月
、
10
軒
程
度
の
社
員
の
家
で
調
べ
た
の

で
す
が
、
ニ
オ
イ
の
成
分
を
ま
ず
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
に
あ

ま
り
掃
除
を
し
な
い
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。

―
―
10
カ
月
も
で
す
か
？

　
私
自
身
の
家
で
も
、
掃
除
し
な
い
の
で
汚
く
な
る
。
家
内
に
「
掃
除
し
た
い
ん
だ

け
ど
！
」
と
怒
ら
れ
て
…
…（
笑
）。
し
か
も
装
置
を
使
っ
て
測
定
す
る
と
き
に
は
、

1
時
間
く
ら
い
ニ
オ
イ
の
成
分
を
濃
縮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、

人
間
の
鼻
の
ほ
う
が
装
置
よ
り
感
度
が
い
い
ん
で
す
。
な
の
で
、
当
然
室
内
の
ニ
オ

イ
は
ひ
と
き
わ
で
…
…（
笑
）。

―
―
つ
く
り
込
み
の
段
階
で
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
今
回
は
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
小
さ

く
な
っ
て
従
来
の
機
能
を
詰
め
込
む
だ
け
で
も
難
し
い
の
に
、
新
機
能
を
追
加
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ル
タ
ー
の
面
積
も
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と
て

も
大
変
で
し
た
。

―
―
尾
関
さ
ん
は
「
臭
気
判
定
士
」
の
資
格
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
ど

ん
な
資
格
で
す
か
。

担
当
し
ま
し
た
。
水
道
水
は
、
地
区
に
よ
っ
て
水
質
が
異
な
る
も
の
な
の
で
す
が
、

サ
ン
プ
ル
の
数
も
多
く
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

い
出
す
と
、
今
回
の
新
機
能
「
に
お
い
き
れ
い
」
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
に
も
、
と

て
も
感
慨
深
く
、
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」の
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
す
ご
い
の
は
、
水
道
水
を
材
料
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
水

道
水
さ
え
あ
れ
ば
い
い
。
水
ま
わ
り
な
ら
ど
こ
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
展
開
し
て
い
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
今
度
は
何
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
す
る
か
、
思
案
中
な
の
で
す
が
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
…
…
お
話
し
で
き
ま
せ
ん

（
笑
）。

―
―
と
こ
ろ
で
、
尾
関
さ
ん
が
T
O
T
O
に
就
職
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
。

　
も
の
づ
く
り
が
し
た
く
て
大
学
は
工
学
部
に
行
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
が
愛
知
県
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
級
生
は
ク
ル
マ
関
係
へ
の
就
職
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、

私
は
も
っ
と
生
活
に
密
着
し
た
も
の
が
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ク
ル
マ
に
の

ら
な
い
日
は
あ
る
け
れ
ど
、
便
器
を
使
わ
な
い
日
は
な
い
。
そ
こ
で
ト
イ
レ
の
会
社

に
行
こ
う
と
思
っ
て
T
O
T
O
に
決
め
ま
し
た
…
…
と
、
確
か
面
接
で
は
答
え
た
は

ず
で
す（
笑
）。

―
―
入
社
後
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
研
究
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。「
機
能
水
」
を
研
究
す
る
と
こ
ろ
で
、
や
が
て

そ
こ
で
「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
開
発
さ
れ
た
ん
で
す
。
8
年
く
ら
い
い
た
ん
で
す
が
、

研
究
所
で
最
後
に
手
が
け
た
仕
事
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
機
能
の
最
初
で
あ
る
「
ノ

ズ
ル
き
れ
い
」
の
基
礎
的
な
研
究
で
す
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
浴
室
乾
燥
機
の
開
発
部

署
に
い
て
、
2
年
前
か
ら
現
在
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
開
発
セ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し

た
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」と
は
も
と
も
と
ご
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
研
究
所
時
代
に
、
全
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
水
道
水
の
サ
ン
プ
ル
の
分
析
・
調
査
を

New Product Story / Interview with Ozeki Shigenobu

＊12

＊8

＊9

2.5

約10カ月後

1.0

※イメージです。



6263

Actual Example

「
き
れ
い
除
菌
水
」
は
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ト
イ
レ
の

最
大
の
ス
ト
レ
ス
は
汚
れ
と
ニ
オ
イ
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
「
ト
ル
ネ
ー
ド
洗
浄
」
や

「
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
脱
臭
」な
ど
の
機
能
で
瞬
間
的
な
ス
ト
レ
ス
は
解
消
し
て
い
た
の
で

す
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
ノ
ズ
ル
や
便
器
ボ
ウ
ル
面
の
継
続

的
な
汚
れ
も
元
か
ら
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
利
用
し
て
、
空
間
に
こ
も
っ

た
継
続
臭
を
ト
イ
レ
自
身
が
抑
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
す
べ
て
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
た
ん
で
す
。
い
わ
ば
24
時
間
ト
イ
レ
が
自
動
で
ク
リ
ー
ン
を

保
つ
「
き
れ
い
サ
イ
ク
ル
」
の
完
成
、
か
つ
て
な
い
快
適
さ
が
実
現
し
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

―
―「
に
お
い
き
れ
い
」と
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
機
能
な
ん
で
す
か
。

　
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭
や
施
設
の
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
学
習
し
て
、
よ
く
使
用
す

る
時
間
帯
の
1
時
間
く
ら
い
前
か
ら
作
動
を
開
始
し
ま
す
。「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
し

み
込
ま
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
に
、
室
内
の
お
も
な
ニ
オ
イ
物
質
で
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
や

ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
を
捕
集
し
は
じ
め
る
。
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
フ
ァ

ン
が
ま
わ
っ
て
捕
集
を
続
け
、
1
日
1
回
使
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
に
フ
ィ
ル
タ
ー

―
―
そ
も
そ
も
ト
イ
レ
の
ニ
オ
イ
と
い
う
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　
ニ
オ
イ
の
本
体
は
、
排
泄
物
が
菌
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
て
発
生
す
る
、
気
体
に
な

っ
た
物
質
で
す
。
気
体
の
粒
々
が
鼻
の
受
容
器
で
電
気
信
号
に
変
わ
り
、
脳
に
伝
わ

っ
て
「
こ
れ
は
○
○
の
ニ
オ
イ
だ
」
と
判
断
す
る
ん
で
す
。

　
今
回
の
開
発
で
は
、
そ
の
ニ
オ
イ
を
分
析
し
て
い
っ
た
ん
で
す
が
、
ト
イ
レ
の
ニ

オ
イ
に
は
瞬
間
的
な
排
便
臭
の
ほ
か
に
、
継
続
的
な
も
の
、
つ
ま
り
ト
イ
レ
に
こ
も

っ
た
〝
い
つ
も
の
ニ
オ
イ
〞
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
壁
と
か
床
、
あ
る
い

は
便
器
の
奥
な
ど
に
残
っ
た
尿
、
そ
れ
を
菌
が
分
解
す
る
こ
と
で
で
き
た
ニ
オ
イ
物

質
が
、
時
間
を
経
て
積
み
重
な
っ
て
に
お
う
ん
で
す
。
ニ
オ
イ
物
質
の
ひ
と
つ
は
、

み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
、
も
う
ひ
と
つ
は
今
回
の
研
究
で
わ
か
っ
た
ト

リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
と
い
う
物
質
で
す
。
こ
の
い
つ
も
の
ニ
オ
イ
、「
継
続
臭
」
と
名
づ

け
た
ん
で
す
が
、
掃
除
し
て
も
と
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
「
き
れ
い
除
菌
水
」

で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」と
い
う
の
は
、
ノ
ズ
ル
や
便
器
を
洗
浄
す
る
も
の
で
す
ね
。

　
水
道
水
に
含
ま
れ
る
塩
化
物
イ
オ
ン
を
電
気
分
解
し
て
、
除
菌
成
分
（
次
亜
塩
素

酸
）
を
含
む
水
に
変
化
さ
せ
た
の
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
で
す
。

―
―「
に
お
い
き
れ
い
」を
開
発
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
じ
つ
は
、
ひ
と
つ
前
の
モ
デ
ル
、
2
0
1
2
年
に
発
売
し
た
ネ
オ
レ
ス
ト
を
使
っ

て
い
る
お
客
さ
ま
か
ら
う
か
が
っ
た
話
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
お
客
さ

ま
は
人
一
倍
き
れ
い
好
き
で
、
ト
イ
レ
は
毎
日
掃
除
す
る
。
毎
日
掃
除
し
て
い
る
か

ら
き
れ
い
な
は
ず
な
の
に
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
の
付
い
た
ト
イ
レ
に
し
た
ら
「
何
か

ニ
オ
イ
が
違
う
」
と
。
し
つ
こ
い
ニ
オ
イ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
お
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
ね
。
気
持
ち
を
入
れ
て
洗
っ
て
い
る
方
が
そ
こ
ま
で
言
う
か
ら
に
は
、
何

か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
開
発
は
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
た
の
で
す
か
。

　
最
初
は
、
ミ
ス
ト
状
に
し
た
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
空
気
中
に
ス
プ
レ
ー
の
よ
う

に
ま
く
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
で
も
ニ
オ
イ
成
分
は
空
中
に
分
散
し
て
い
る
の
で
、

を
「
き
れ
い
除
菌
水
」
で
洗
浄
し
除
菌
す
る
と
い
う
機
能
で
す
。

―
―
ど
の
く
ら
い
の
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ニ
オ
イ
の
強
さ
は
「
臭
気
強
度
」
で
表
さ
れ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
ほ
と
ん
ど
の
空
間
は
「
臭
気
強
度
1
」
程
度
で
す
。「
臭
気
強
度
0
」
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
、
別
に
く
さ

く
は
な
い
け
れ
ど
、
何
か
わ
か
ら
な
い
程
度
の
家
の
ニ
オ
イ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
の
程
度
の
ニ
オ
イ
が
「
臭
気
強
度
1
」
な
ん
で
す
。

　
ト
イ
レ
を
使
用
後
、
何
も
対
策
を
施
さ
な
い
場
合
、
通
常
は「
臭
気
強
度
2
・
5
」

く
ら
い
で
す
。こ
れ
は
ど
の
く
ら
い
の
ニ
オ
イ
か
、み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
よ
ね（
笑
）。

で
も
、「
便
器
き
れ
い
」
で
ニ
オ
イ
の
も
と
と
な
る
汚
れ
の
発
生
を
抑
制
し
、「
に
お
い

き
れ
い
」
で
空
間
の
ニ
オ
イ
成
分
を
捕
集
す
れ
ば
、「
臭
気
強
度
1
」
程
度
に
保
つ
こ

と
が
可
能
な
ん
で
す
。
も
と
も
と
の
臭
気
や
汚
れ
方
、
家
族
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
も

違
っ
て
き
ま
す
が
、
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
ね
。

Hotel 
CLASKAの
ゲストルームで
採用されました。

写真上／洗面コーナーと一
体のトイレスペース（ネオ
レスト：CES9897W#NW1）。
下／中央の障子の引き戸の
奥がバスルーム。

新
し
い
ネ
オ
レ
ス
ト

　
臭
気
判
定
士
は
、
そ
も
そ
も
工
場
の
排
水
や
排
煙
な
ど
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ニ

オ
イ
の
測
定
を
す
る
た
め
の
国
家
資
格
で
す
。
け
っ
こ
う
難
し
く
て
合
格
率
は
3
、

4
割
く
ら
い
。
筆
記
試
験
と
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ス
ト
の
よ
う
な
嗅
覚
検
査
が
あ
り
ま

す
。

―
―
ニ
オ
イ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
う
の
は
大
変
そ
う
で
す
ね
。

　
鼻
が
利
く
よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
吸
っ
て
い
た
タ

バ
コ
は
キ
ッ
パ
リ
や
め
ま
し
た
。
臭
気
を
測
定
す
る
と
き
に
は
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
ニ

オ
イ
の
き
つ
い
も
の
を
食
べ
な
い
な
ど
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
敏
感
な
人
の
な
か
に
は
、
そ
う
で
な
い
人
の
1
万
分
の
1
く
ら
い
の
薄
い
濃
度
で

も
ニ
オ
イ
を
感
じ
る
人
が
い
ま
す
。
茅
ケ
崎
の
総
合
研
究
所
に
は
「
ニ
オ
イ
博
士
」

と
呼
ば
れ
る
大
家
が
い
て
…
…（
笑
）。「
に
お
い
き
れ
い
」
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
方
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
敏
感
な
鼻
を
お
も
ち
で
、
機
器
に

対
す
る
造
詣
も
深
い
。
通
常
ニ
オ
イ
は
混
合
臭
、
つ
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
物
質
が
混
ざ

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
機
械
が
分
離
し
た
個
々
の
物
質
を
、
博
士
は
自
分
の
鼻
で

嗅
い
で
ニ
オ
イ
の
主
成
分
を
探
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
私
も
判
定
士
の
資
格
を
も

っ
て
い
る
の
に
、
と
て
も
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
部
署
を
ま
た
い
で
タ
ッ
グ
を
組
め

た
お
か
げ
で
、
全
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
連
携
し
、
今
回
の
開
発
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
―
新
し
い
ネ
オ
レ
ス
ト
は
デ
ザ
イ
ン
も
す
っ
き
り
し
ま
し
た
ね
。

　
製
品
ト
ー
タ
ル
と
し
て
、「
き
れ
い
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
ま
ず
は
凹
凸
を
な
く
し
て

掃
除
を
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
ま
た
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
高
さ
を

抑
え
て
フ
ォ
ル
ム
に
は
一
体
感
を
も
た
せ
、
空
間
を
広
く
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

そ
れ
と
接
触
さ
せ
る
た
め
に
は
大
量
の
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
ま
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
実
際
に
装
置
で
や
っ
て
み
る
と
効
果
は
出
た
の
で
す
が
、
水
浸
し
に
な
っ
て

し
ま
っ
て（
笑
）。

　
そ
こ
で
、「
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
脱
臭
」
と
同
様
に
、
フ
ァ
ン
で
空
気
を
吸
い
込
み
「
き

れ
い
除
菌
水
」
を
し
み
込
ま
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、

空
間
中
の
ニ
オ
イ
物
質
の
濃
度
が
、
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。

―
―
開
発
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
。

　
開
発
に
は
、
原
理
原
則
の
探
究
と
つ
く
り
込
み
、
ふ
た
つ
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

探
究
の
ほ
う
で
は
、
ま
ず
ニ
オ
イ
を
と
る
と
き
に
何
が
主
成
分
か
を
探
す
の
で
す
が
、

そ
れ
が
大
変
。
私
の
自
宅
も
含
め
て
10
カ
月
、
10
軒
程
度
の
社
員
の
家
で
調
べ
た
の

で
す
が
、
ニ
オ
イ
の
成
分
を
ま
ず
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
に
あ

ま
り
掃
除
を
し
な
い
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。

―
―
10
カ
月
も
で
す
か
？

　
私
自
身
の
家
で
も
、
掃
除
し
な
い
の
で
汚
く
な
る
。
家
内
に
「
掃
除
し
た
い
ん
だ

け
ど
！
」
と
怒
ら
れ
て
…
…（
笑
）。
し
か
も
装
置
を
使
っ
て
測
定
す
る
と
き
に
は
、

1
時
間
く
ら
い
ニ
オ
イ
の
成
分
を
濃
縮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、

人
間
の
鼻
の
ほ
う
が
装
置
よ
り
感
度
が
い
い
ん
で
す
。
な
の
で
、
当
然
室
内
の
ニ
オ

イ
は
ひ
と
き
わ
で
…
…（
笑
）。

―
―
つ
く
り
込
み
の
段
階
で
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
今
回
は
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
小
さ

く
な
っ
て
従
来
の
機
能
を
詰
め
込
む
だ
け
で
も
難
し
い
の
に
、
新
機
能
を
追
加
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ル
タ
ー
の
面
積
も
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と
て

も
大
変
で
し
た
。

―
―
尾
関
さ
ん
は
「
臭
気
判
定
士
」
の
資
格
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
ど

ん
な
資
格
で
す
か
。

担
当
し
ま
し
た
。
水
道
水
は
、
地
区
に
よ
っ
て
水
質
が
異
な
る
も
の
な
の
で
す
が
、

サ
ン
プ
ル
の
数
も
多
く
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

い
出
す
と
、
今
回
の
新
機
能
「
に
お
い
き
れ
い
」
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
に
も
、
と

て
も
感
慨
深
く
、
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」の
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
す
ご
い
の
は
、
水
道
水
を
材
料
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
水

道
水
さ
え
あ
れ
ば
い
い
。
水
ま
わ
り
な
ら
ど
こ
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
展
開
し
て
い
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
今
度
は
何
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
す
る
か
、
思
案
中
な
の
で
す
が
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
…
…
お
話
し
で
き
ま
せ
ん

（
笑
）。

―
―
と
こ
ろ
で
、
尾
関
さ
ん
が
T
O
T
O
に
就
職
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
。

　
も
の
づ
く
り
が
し
た
く
て
大
学
は
工
学
部
に
行
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
が
愛
知
県
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
級
生
は
ク
ル
マ
関
係
へ
の
就
職
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、

私
は
も
っ
と
生
活
に
密
着
し
た
も
の
が
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ク
ル
マ
に
の

ら
な
い
日
は
あ
る
け
れ
ど
、
便
器
を
使
わ
な
い
日
は
な
い
。
そ
こ
で
ト
イ
レ
の
会
社

に
行
こ
う
と
思
っ
て
T
O
T
O
に
決
め
ま
し
た
…
…
と
、
確
か
面
接
で
は
答
え
た
は

ず
で
す（
笑
）。

―
―
入
社
後
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
研
究
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。「
機
能
水
」
を
研
究
す
る
と
こ
ろ
で
、
や
が
て

そ
こ
で
「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
開
発
さ
れ
た
ん
で
す
。
8
年
く
ら
い
い
た
ん
で
す
が
、

研
究
所
で
最
後
に
手
が
け
た
仕
事
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
機
能
の
最
初
で
あ
る
「
ノ

ズ
ル
き
れ
い
」
の
基
礎
的
な
研
究
で
す
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
浴
室
乾
燥
機
の
開
発
部

署
に
い
て
、
2
年
前
か
ら
現
在
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
開
発
セ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し

た
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」と
は
も
と
も
と
ご
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
研
究
所
時
代
に
、
全
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
水
道
水
の
サ
ン
プ
ル
の
分
析
・
調
査
を

＊においきれい機能付は
AH2W/RH2Wのみ。
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Actual Example

「
き
れ
い
除
菌
水
」
は
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ト
イ
レ
の

最
大
の
ス
ト
レ
ス
は
汚
れ
と
ニ
オ
イ
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
「
ト
ル
ネ
ー
ド
洗
浄
」
や

「
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
脱
臭
」な
ど
の
機
能
で
瞬
間
的
な
ス
ト
レ
ス
は
解
消
し
て
い
た
の
で

す
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
ノ
ズ
ル
や
便
器
ボ
ウ
ル
面
の
継
続

的
な
汚
れ
も
元
か
ら
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
利
用
し
て
、
空
間
に
こ
も
っ

た
継
続
臭
を
ト
イ
レ
自
身
が
抑
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
す
べ
て
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
た
ん
で
す
。
い
わ
ば
24
時
間
ト
イ
レ
が
自
動
で
ク
リ
ー
ン
を

保
つ
「
き
れ
い
サ
イ
ク
ル
」
の
完
成
、
か
つ
て
な
い
快
適
さ
が
実
現
し
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

―
―「
に
お
い
き
れ
い
」と
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
機
能
な
ん
で
す
か
。

　
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭
や
施
設
の
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
学
習
し
て
、
よ
く
使
用
す

る
時
間
帯
の
1
時
間
く
ら
い
前
か
ら
作
動
を
開
始
し
ま
す
。「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
し

み
込
ま
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
に
、
室
内
の
お
も
な
ニ
オ
イ
物
質
で
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
や

ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
を
捕
集
し
は
じ
め
る
。
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
フ
ァ

ン
が
ま
わ
っ
て
捕
集
を
続
け
、
1
日
1
回
使
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
に
フ
ィ
ル
タ
ー

―
―
そ
も
そ
も
ト
イ
レ
の
ニ
オ
イ
と
い
う
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　
ニ
オ
イ
の
本
体
は
、
排
泄
物
が
菌
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
て
発
生
す
る
、
気
体
に
な

っ
た
物
質
で
す
。
気
体
の
粒
々
が
鼻
の
受
容
器
で
電
気
信
号
に
変
わ
り
、
脳
に
伝
わ

っ
て
「
こ
れ
は
○
○
の
ニ
オ
イ
だ
」
と
判
断
す
る
ん
で
す
。

　
今
回
の
開
発
で
は
、
そ
の
ニ
オ
イ
を
分
析
し
て
い
っ
た
ん
で
す
が
、
ト
イ
レ
の
ニ

オ
イ
に
は
瞬
間
的
な
排
便
臭
の
ほ
か
に
、
継
続
的
な
も
の
、
つ
ま
り
ト
イ
レ
に
こ
も

っ
た
〝
い
つ
も
の
ニ
オ
イ
〞
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
壁
と
か
床
、
あ
る
い

は
便
器
の
奥
な
ど
に
残
っ
た
尿
、
そ
れ
を
菌
が
分
解
す
る
こ
と
で
で
き
た
ニ
オ
イ
物

質
が
、
時
間
を
経
て
積
み
重
な
っ
て
に
お
う
ん
で
す
。
ニ
オ
イ
物
質
の
ひ
と
つ
は
、

み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
、
も
う
ひ
と
つ
は
今
回
の
研
究
で
わ
か
っ
た
ト

リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
と
い
う
物
質
で
す
。
こ
の
い
つ
も
の
ニ
オ
イ
、「
継
続
臭
」
と
名
づ

け
た
ん
で
す
が
、
掃
除
し
て
も
と
れ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
「
き
れ
い
除
菌
水
」

で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」と
い
う
の
は
、
ノ
ズ
ル
や
便
器
を
洗
浄
す
る
も
の
で
す
ね
。

　
水
道
水
に
含
ま
れ
る
塩
化
物
イ
オ
ン
を
電
気
分
解
し
て
、
除
菌
成
分
（
次
亜
塩
素

酸
）
を
含
む
水
に
変
化
さ
せ
た
の
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
で
す
。

―
―「
に
お
い
き
れ
い
」を
開
発
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
じ
つ
は
、
ひ
と
つ
前
の
モ
デ
ル
、
2
0
1
2
年
に
発
売
し
た
ネ
オ
レ
ス
ト
を
使
っ

て
い
る
お
客
さ
ま
か
ら
う
か
が
っ
た
話
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
お
客
さ

ま
は
人
一
倍
き
れ
い
好
き
で
、
ト
イ
レ
は
毎
日
掃
除
す
る
。
毎
日
掃
除
し
て
い
る
か

ら
き
れ
い
な
は
ず
な
の
に
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
の
付
い
た
ト
イ
レ
に
し
た
ら
「
何
か

ニ
オ
イ
が
違
う
」
と
。
し
つ
こ
い
ニ
オ
イ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
お
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
ね
。
気
持
ち
を
入
れ
て
洗
っ
て
い
る
方
が
そ
こ
ま
で
言
う
か
ら
に
は
、
何

か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
開
発
は
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
た
の
で
す
か
。

　
最
初
は
、
ミ
ス
ト
状
に
し
た
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
空
気
中
に
ス
プ
レ
ー
の
よ
う

に
ま
く
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
で
も
ニ
オ
イ
成
分
は
空
中
に
分
散
し
て
い
る
の
で
、

を
「
き
れ
い
除
菌
水
」
で
洗
浄
し
除
菌
す
る
と
い
う
機
能
で
す
。

―
―
ど
の
く
ら
い
の
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ニ
オ
イ
の
強
さ
は
「
臭
気
強
度
」
で
表
さ
れ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
ほ
と
ん
ど
の
空
間
は
「
臭
気
強
度
1
」
程
度
で
す
。「
臭
気
強
度
0
」
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
、
別
に
く
さ

く
は
な
い
け
れ
ど
、
何
か
わ
か
ら
な
い
程
度
の
家
の
ニ
オ
イ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
の
程
度
の
ニ
オ
イ
が
「
臭
気
強
度
1
」
な
ん
で
す
。

　
ト
イ
レ
を
使
用
後
、
何
も
対
策
を
施
さ
な
い
場
合
、
通
常
は「
臭
気
強
度
2
・
5
」

く
ら
い
で
す
。こ
れ
は
ど
の
く
ら
い
の
ニ
オ
イ
か
、み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
よ
ね（
笑
）。

で
も
、「
便
器
き
れ
い
」
で
ニ
オ
イ
の
も
と
と
な
る
汚
れ
の
発
生
を
抑
制
し
、「
に
お
い

き
れ
い
」
で
空
間
の
ニ
オ
イ
成
分
を
捕
集
す
れ
ば
、「
臭
気
強
度
1
」
程
度
に
保
つ
こ

と
が
可
能
な
ん
で
す
。
も
と
も
と
の
臭
気
や
汚
れ
方
、
家
族
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
も

違
っ
て
き
ま
す
が
、
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
ね
。

Hotel 
CLASKAの
ゲストルームで
採用されました。

写真上／洗面コーナーと一
体のトイレスペース（ネオ
レスト：CES9897W#NW1）。
下／中央の障子の引き戸の
奥がバスルーム。

新
し
い
ネ
オ
レ
ス
ト

　
臭
気
判
定
士
は
、
そ
も
そ
も
工
場
の
排
水
や
排
煙
な
ど
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ニ

オ
イ
の
測
定
を
す
る
た
め
の
国
家
資
格
で
す
。
け
っ
こ
う
難
し
く
て
合
格
率
は
3
、

4
割
く
ら
い
。
筆
記
試
験
と
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ス
ト
の
よ
う
な
嗅
覚
検
査
が
あ
り
ま

す
。

―
―
ニ
オ
イ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
う
の
は
大
変
そ
う
で
す
ね
。

　
鼻
が
利
く
よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
吸
っ
て
い
た
タ

バ
コ
は
キ
ッ
パ
リ
や
め
ま
し
た
。
臭
気
を
測
定
す
る
と
き
に
は
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
ニ

オ
イ
の
き
つ
い
も
の
を
食
べ
な
い
な
ど
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
敏
感
な
人
の
な
か
に
は
、
そ
う
で
な
い
人
の
1
万
分
の
1
く
ら
い
の
薄
い
濃
度
で

も
ニ
オ
イ
を
感
じ
る
人
が
い
ま
す
。
茅
ケ
崎
の
総
合
研
究
所
に
は
「
ニ
オ
イ
博
士
」

と
呼
ば
れ
る
大
家
が
い
て
…
…（
笑
）。「
に
お
い
き
れ
い
」
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
方
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
敏
感
な
鼻
を
お
も
ち
で
、
機
器
に

対
す
る
造
詣
も
深
い
。
通
常
ニ
オ
イ
は
混
合
臭
、
つ
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
物
質
が
混
ざ

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
機
械
が
分
離
し
た
個
々
の
物
質
を
、
博
士
は
自
分
の
鼻
で

嗅
い
で
ニ
オ
イ
の
主
成
分
を
探
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
私
も
判
定
士
の
資
格
を
も

っ
て
い
る
の
に
、
と
て
も
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
部
署
を
ま
た
い
で
タ
ッ
グ
を
組
め

た
お
か
げ
で
、
全
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
連
携
し
、
今
回
の
開
発
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
―
新
し
い
ネ
オ
レ
ス
ト
は
デ
ザ
イ
ン
も
す
っ
き
り
し
ま
し
た
ね
。

　
製
品
ト
ー
タ
ル
と
し
て
、「
き
れ
い
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
ま
ず
は
凹
凸
を
な
く
し
て

掃
除
を
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
ま
た
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
高
さ
を

抑
え
て
フ
ォ
ル
ム
に
は
一
体
感
を
も
た
せ
、
空
間
を
広
く
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

そ
れ
と
接
触
さ
せ
る
た
め
に
は
大
量
の
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
ま
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
実
際
に
装
置
で
や
っ
て
み
る
と
効
果
は
出
た
の
で
す
が
、
水
浸
し
に
な
っ
て

し
ま
っ
て（
笑
）。

　
そ
こ
で
、「
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
脱
臭
」
と
同
様
に
、
フ
ァ
ン
で
空
気
を
吸
い
込
み
「
き

れ
い
除
菌
水
」
を
し
み
込
ま
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、

空
間
中
の
ニ
オ
イ
物
質
の
濃
度
が
、
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。

―
―
開
発
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
。

　
開
発
に
は
、
原
理
原
則
の
探
究
と
つ
く
り
込
み
、
ふ
た
つ
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

探
究
の
ほ
う
で
は
、
ま
ず
ニ
オ
イ
を
と
る
と
き
に
何
が
主
成
分
か
を
探
す
の
で
す
が
、

そ
れ
が
大
変
。
私
の
自
宅
も
含
め
て
10
カ
月
、
10
軒
程
度
の
社
員
の
家
で
調
べ
た
の

で
す
が
、
ニ
オ
イ
の
成
分
を
ま
ず
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
に
あ

ま
り
掃
除
を
し
な
い
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。

―
―
10
カ
月
も
で
す
か
？

　
私
自
身
の
家
で
も
、
掃
除
し
な
い
の
で
汚
く
な
る
。
家
内
に
「
掃
除
し
た
い
ん
だ

け
ど
！
」
と
怒
ら
れ
て
…
…（
笑
）。
し
か
も
装
置
を
使
っ
て
測
定
す
る
と
き
に
は
、

1
時
間
く
ら
い
ニ
オ
イ
の
成
分
を
濃
縮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、

人
間
の
鼻
の
ほ
う
が
装
置
よ
り
感
度
が
い
い
ん
で
す
。
な
の
で
、
当
然
室
内
の
ニ
オ

イ
は
ひ
と
き
わ
で
…
…（
笑
）。

―
―
つ
く
り
込
み
の
段
階
で
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
今
回
は
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
小
さ

く
な
っ
て
従
来
の
機
能
を
詰
め
込
む
だ
け
で
も
難
し
い
の
に
、
新
機
能
を
追
加
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ル
タ
ー
の
面
積
も
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と
て

も
大
変
で
し
た
。

―
―
尾
関
さ
ん
は
「
臭
気
判
定
士
」
の
資
格
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
ど

ん
な
資
格
で
す
か
。

担
当
し
ま
し
た
。
水
道
水
は
、
地
区
に
よ
っ
て
水
質
が
異
な
る
も
の
な
の
で
す
が
、

サ
ン
プ
ル
の
数
も
多
く
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

い
出
す
と
、
今
回
の
新
機
能
「
に
お
い
き
れ
い
」
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
に
も
、
と

て
も
感
慨
深
く
、
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」の
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
す
ご
い
の
は
、
水
道
水
を
材
料
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
水

道
水
さ
え
あ
れ
ば
い
い
。
水
ま
わ
り
な
ら
ど
こ
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
展
開
し
て
い
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
今
度
は
何
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
す
る
か
、
思
案
中
な
の
で
す
が
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
…
…
お
話
し
で
き
ま
せ
ん

（
笑
）。

―
―
と
こ
ろ
で
、
尾
関
さ
ん
が
T
O
T
O
に
就
職
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
。

　
も
の
づ
く
り
が
し
た
く
て
大
学
は
工
学
部
に
行
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
が
愛
知
県
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
級
生
は
ク
ル
マ
関
係
へ
の
就
職
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、

私
は
も
っ
と
生
活
に
密
着
し
た
も
の
が
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ク
ル
マ
に
の

ら
な
い
日
は
あ
る
け
れ
ど
、
便
器
を
使
わ
な
い
日
は
な
い
。
そ
こ
で
ト
イ
レ
の
会
社

に
行
こ
う
と
思
っ
て
T
O
T
O
に
決
め
ま
し
た
…
…
と
、
確
か
面
接
で
は
答
え
た
は

ず
で
す（
笑
）。

―
―
入
社
後
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
研
究
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。「
機
能
水
」
を
研
究
す
る
と
こ
ろ
で
、
や
が
て

そ
こ
で
「
き
れ
い
除
菌
水
」
が
開
発
さ
れ
た
ん
で
す
。
8
年
く
ら
い
い
た
ん
で
す
が
、

研
究
所
で
最
後
に
手
が
け
た
仕
事
が
、「
き
れ
い
除
菌
水
」
機
能
の
最
初
で
あ
る
「
ノ

ズ
ル
き
れ
い
」
の
基
礎
的
な
研
究
で
す
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
浴
室
乾
燥
機
の
開
発
部

署
に
い
て
、
2
年
前
か
ら
現
在
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
開
発
セ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し

た
。

―
―「
き
れ
い
除
菌
水
」と
は
も
と
も
と
ご
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
研
究
所
時
代
に
、
全
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
水
道
水
の
サ
ン
プ
ル
の
分
析
・
調
査
を

＊においきれい機能付は
AH2W/RH2Wのみ。

AH2W/AH1
NEOREST

RH2W/RH1
NEOREST

URL：http：//claska.com

「ネオレストＡＨ／ＲＨタイプ」
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New Product Story / Interview with Ozeki Shigenobu
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学
専
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修
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後
、
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陶
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O
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入
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。
機
能
水
の
研
究
開
発
、
三
乾
王
の
開
発
に
従

事
。
13
年
よ
り
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職
。
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
研
究
開

発
に
従
事
。

Ozeki Shigenobu

03-6836-2222FAX TEL 0570-01-1010

お問い合わせ 商品の技術的なご質問は、
技術相談室ナビダイヤルまで
お問い合わせください。

カタログのご請求 くわしくは「ネオレストカタログ」をご覧ください。
カタログをご希望の方は、本誌に同封の「TOTO通
信2015年春号アンケート用紙」にご記入のうえ、フ
ァクスにてお申し込みください。

URL : www.toto.co.jp/products/toilet/neorest

AH2W/RH2W
においきれい機能付
CES9897/9877系
379,000 円～

Room 607“itanoma”

所在地：東京都目黒区
中央町1-3-18
電話：03（3719）8121Hotel CLASKA

写真／川辺明伸

AH1/RH1
CES9787/9767系
334,000 円～



国立新美術館

赤坂郵便局

草月会館

東京
ミッドタウン

乃木神社

外苑前駅 青山通り
外苑前駅

永田町駅

赤坂通り

赤坂見附駅

赤坂駅

外苑東通り

3番出口

外
堀
通
り

六本木駅

青山一丁目駅

乃木坂駅

次回
予告

2015年7月10日（金）～
9月12日（土）

アクセス ●東京メトロ千代田線
「乃木坂」駅下車
3番出口徒歩1分
●都営地下鉄大江戸線

「六本木」駅下車
7番出口徒歩6分
●東京メトロ日比谷線

「六本木」駅下車
4a出口徒歩7分
●東京メトロ銀座線・
半蔵門線、
都営地下鉄大江戸線

「青山一丁目」駅下車
4番出口徒歩7分

所在地 東京都港区
 南青山1－24－3
 TOTO乃木坂ビル3F
電話 03（3402）1010
ファクス 03（3423）4085
開館時間 11：00～18：00
休館日 月曜日・祝日、
 および展示替え期間
入場料 無料

TOTO
ギャラリー・間

7月10日（金）
建築会館ホール
※事前申し込み制
詳細は5月中旬、
TOTOギャラリー・間
ウェブサイトにアップします。

www.toto.co.jp/gallerma/

講演会

会期

黄聲遠（ホァン・シェンユェン）
氏率いるフィールドオフィス・ア
ーキテクツ（田中央工作群）。1994
年の設立以来、台湾北東部の宜蘭

（イーラン）県に拠点を構え、地元
に密着し建築設計から都市開発ま
でを一貫して行う姿勢が国内外で
高く評価されています。展覧会で
は大型模型や映像などを通してそ
の活動を紹介し、また黄氏の講演
会も開催します。どうぞご期待く
ださい。

Next Exhibition
at

TOTO
GALLERY・MA

青山霊園

フィールドオフィス・
アーキテクツ展

FUTURES 
OF 

THE 
FUTURE

Sou Fujimoto

P
hoto：

D
avid V

intiner

TOTOギャラリー・間で展覧会をします

藤本壮介（ふじもと・そうすけ）／1971年北海道生まれ。94年東京大学工学部建築学科卒業、2000年藤本
壮介建築設計事務所設立。おもな作品に「Serpentine Gallery Pavilion 2013」（イギリス、ロンドン、13年）、

「House NA」（東京都、11年）、「武蔵野美術大学美術館・図書館」（東京都、10年）、「House N」（大分県、
08年）。Liget Budapest House of Hungarian Music国際設計競技（ハンガリー、ブダペスト）一等（14年）、
Wall Street Journal Architecture Innovator 2014（14年）、モンペリエ国際設計競技最優秀賞（14年）、
第13回ベネチア・ビエンナーレ国際建築展日本館の展示で金獅子賞（12年）、王立英国建築家協会（RIBA）
インターナショナル・フェローシップ（12年）、台湾タワー国際設計競技（台湾）一等（11年）、ベトン・ハラ ウォー
ターフロントセンター国際設計競技（セルビア）一等（11年）、JIA日本建築大賞（08年）など受賞多数。

「武蔵野美術大学美術館・図書館」「Serpentine Gallery Pavilion 2013」など
国内のみならず世界にその活動を広げている
建築家・藤本壮介氏による展覧会を開催します。
会場では現在進行中のプロジェクトを含む数多くの模型を通して、
氏の創作の過程を紹介するとともに、氏、そして
藤本壮介建築設計事務所の現在とこれからの活動を探ります。

会期／2015年4月17日（金）～6月13日（土）

未
来
の
種

と
し
て
の

建
築

　
建
築
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、「
未
来

の
種
」
を
ま
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
ぼ
く
た
ち
が
設
計
す
る
建
築
は
、
敷
地

の
条
件
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
望
、
地
域

社
会
の
文
化
的
歴
史
的
な
背
景
な
ど
に
耳

を
澄
ま
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
と
対
話
を

す
る
な
か
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
て
現
実
の
場
所
を
つ
く
り
出
す
も
の
で

す
。
そ
れ
は
、
現
実
社
会
の
潜
在
的
な
可

能
性
に
形
を
与
え
る
作
業
だ
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
可
能
性
が
顕
在

化
す
る
こ
と
を
未
来
と
呼
ぶ
と
す
る
な
ら
、

そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
小
さ
な
建
築
的
な

提
案
は
「
未
来
の
種
」
な
の
で
す
。

　
そ
れ
は
、
未
来
を
予
想
す
る
こ
と
と
は

違
い
ま
す
。
ま
た
、
未
来
を
決
め
つ
け
る

こ
と
と
も
違
い
ま
す
。
完
成
さ
れ
た
未
来

図
で
は
な
く
、
む
し
ろ
未
来
の
無
数
の
断

片
と
で
も
い
う
べ
き
、
可
能
性
と
予
感
の

「
種
」を
ま
い
て
い
く
こ
と
。

　
大
学
生
時
代
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
や

ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
と
い

っ
た
偉
大
な
建
築
家
の
作
品
は
、
ぼ
く
に

建
築
の
喜
び
と
大
き
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
や

は
り
未
来
に
向
け
て
ま
か
れ
た
無
数
の
種

か
ら
、
小
さ
な
可
能
性
が
芽
吹
い
た
瞬
間

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
過
去
の
代
表
作
や

現
在
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な

く
、
未
来
に
向
け
た
ぼ
く
自
身
の
現
在
進

行
形
の
試
行
錯
誤
を
展
示
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
見
た
こ
と
の
な
い
奇
妙
な
建
築

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
建
築
に
な
り
き

れ
て
い
な
い
、
予
感
の
予
感
の
よ
う
な
も

の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
建
築

の
最
も
本
質
的
な
問
い
か
け
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
未
来
に
、
ぼ
く
た
ち
は
ど
ん

な
場
所
に
、
ど
ん
な
社
会
に
、
ど
の
よ
う

に
住
む
の
だ
ろ
う
か
？
　「
身
体
と
空
間
」

「
内
部
と
外
部
」「
自
然
と
人
工
」「
個
と
共

同
体
の
関
係
」
と
は
？
　
最
も
原
初
的
な

問
い
こ
そ
が
、
未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
す
。 

　
未
来
へ
と
投
げ
か
け
ら
れ
た
種
が
、
ま

た
新
し
い
未
来
を
つ
く
り
出
す
。
そ
の
想

い
を
込
め
て
、展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
を「
未

来
の
未
来
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
開

か
れ
た
未
来
の
種
か
ら
、
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
未
来
の
未
来
を
想
像

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
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武蔵野美術大学美術館・図書館

東京都／2010年ブダペスト（ハンガリー）／計画案

「Liget Budapest's House of 
Hungarian Music 国際設計競技」案

計画案

Souk Mirage/Particles of Light

モンペリエ（フランス）／進行中

L'Arbre Blanc

ロンドン（イギリス）／2013年

Serpentine Gallery Pavilion 2013

2015年4月28日（火）17：30開場、18：30開演、20：30終演（予定）
イイノホール（東京都千代田区内幸町2－1－1飯野ビルディング4F）
500人／参加無料
ウェブサイトより事前にお申し込みください。
2015年2月27日（金）～4月12日（日）
抽選のうえ、4月21日（火）までに結果をご連絡いたします。

日時
会場
定員
参加方法
申し込み期間

講演会情報

藤本壮介講演会
未来の未来

未来の未来 藤本壮介展
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詳細は5月中旬、
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ウェブサイトにアップします。
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講演会

会期

黄聲遠（ホァン・シェンユェン）
氏率いるフィールドオフィス・ア
ーキテクツ（田中央工作群）。1994
年の設立以来、台湾北東部の宜蘭

（イーラン）県に拠点を構え、地元
に密着し建築設計から都市開発ま
でを一貫して行う姿勢が国内外で
高く評価されています。展覧会で
は大型模型や映像などを通してそ
の活動を紹介し、また黄氏の講演
会も開催します。どうぞご期待く
ださい。
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TOTOギャラリー・間で展覧会をします

藤本壮介（ふじもと・そうすけ）／1971年北海道生まれ。94年東京大学工学部建築学科卒業、2000年藤本
壮介建築設計事務所設立。おもな作品に「Serpentine Gallery Pavilion 2013」（イギリス、ロンドン、13年）、

「House NA」（東京都、11年）、「武蔵野美術大学美術館・図書館」（東京都、10年）、「House N」（大分県、
08年）。Liget Budapest House of Hungarian Music国際設計競技（ハンガリー、ブダペスト）一等（14年）、
Wall Street Journal Architecture Innovator 2014（14年）、モンペリエ国際設計競技最優秀賞（14年）、
第13回ベネチア・ビエンナーレ国際建築展日本館の展示で金獅子賞（12年）、王立英国建築家協会（RIBA）
インターナショナル・フェローシップ（12年）、台湾タワー国際設計競技（台湾）一等（11年）、ベトン・ハラ ウォー
ターフロントセンター国際設計競技（セルビア）一等（11年）、JIA日本建築大賞（08年）など受賞多数。

「武蔵野美術大学美術館・図書館」「Serpentine Gallery Pavilion 2013」など
国内のみならず世界にその活動を広げている
建築家・藤本壮介氏による展覧会を開催します。
会場では現在進行中のプロジェクトを含む数多くの模型を通して、
氏の創作の過程を紹介するとともに、氏、そして
藤本壮介建築設計事務所の現在とこれからの活動を探ります。

会期／2015年4月17日（金）～6月13日（土）
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の
最
も
本
質
的
な
問
い
か
け
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
未
来
に
、
ぼ
く
た
ち
は
ど
ん

な
場
所
に
、
ど
ん
な
社
会
に
、
ど
の
よ
う

に
住
む
の
だ
ろ
う
か
？
　「
身
体
と
空
間
」

「
内
部
と
外
部
」「
自
然
と
人
工
」「
個
と
共

同
体
の
関
係
」
と
は
？
　
最
も
原
初
的
な

問
い
こ
そ
が
、
未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
す
。 

　
未
来
へ
と
投
げ
か
け
ら
れ
た
種
が
、
ま

た
新
し
い
未
来
を
つ
く
り
出
す
。
そ
の
想

い
を
込
め
て
、展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
を「
未

来
の
未
来
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
開

か
れ
た
未
来
の
種
か
ら
、
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
未
来
の
未
来
を
想
像

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

文
／
藤
本
壮
介

P
hoto：

A
no D

aichi

P
hoto：

Iw
an B
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Im

age：
Sou Fujim

oto A
rchitects

Im
age：

Sou Fujim
oto A

rchitects

Im
age：

SFA
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L
A

+
O

X
O

+R
SI

武蔵野美術大学美術館・図書館

東京都／2010年ブダペスト（ハンガリー）／計画案

「Liget Budapest's House of 
Hungarian Music 国際設計競技」案

計画案

Souk Mirage/Particles of Light

モンペリエ（フランス）／進行中

L'Arbre Blanc

ロンドン（イギリス）／2013年

Serpentine Gallery Pavilion 2013

2015年4月28日（火）17：30開場、18：30開演、20：30終演（予定）
イイノホール（東京都千代田区内幸町2－1－1飯野ビルディング4F）
500人／参加無料
ウェブサイトより事前にお申し込みください。
2015年2月27日（金）～4月12日（日）
抽選のうえ、4月21日（火）までに結果をご連絡いたします。

日時
会場
定員
参加方法
申し込み期間

講演会情報

藤本壮介講演会
未来の未来

未来の未来 藤本壮介展
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TOTO Tsushin 2015 Spring

COM-ET（コメット）
リニューアルオープンの
お知らせ

TOTO News 1

TOTOの最新情報

TOTO News

TOTO News 2

TOTO水環境基金
国内外で活動する22団体への
助成を決定

TOTO News 3

建築家・安藤忠雄の作品集第４
弾。国内の小住宅から海外での
大規模プロジェクト、さらに近
年注目を集めるアジアでの作品
を含む、全19作品を収録。美し
いビジュアルや図面、解説文で
構成した作品ページのほか、氏

『安藤忠雄の建築4 New Endeavors』

『建築照明の作法̶̶照明デザインを語る10の思想と27の作法』

『Sou Fujimoto Architecture Works 1995-2015̶̶藤本壮介建築作品集』

TOTO出版のお知らせ

TOTOからのお知らせページです。
イベント、新商品、最新情報など

知っておいていただくと
お役に立つ情報を心がけています。

合わせてご注目ください。

Book

TOTO・DAIKEN・YKK AP
「グリーンリモデルフェア2015」を
開催します

ＴＯＴＯの建築専門家向けホー
ムページ『COM-ET（コメット）』
をリニューアルオープンいたし
ました。装いを新たにした『C
OM-ET』では、ＣＡＤデータや
カタログ請求をはじめとしたサ
ービスのご提供に加え、より便
利な会員用「マイページ」機能
も追加しました。そのほか、設
計者のみなさまに有用なセミナ
ーやイベントを随時ご案内して
おり、ウェブからのお申し込み
も可能です。今後も、みなさま
にご満足いただける情報やサー
ビスのご提供を目指しいっそう
努力してまいりますので、倍旧
のご愛顧を賜りますようお願い
申し上げます。

ＴＯＴＯ・ＤＡＩＫＥＮ・ＹＫ
Ｋ ＡＰのコラボレーションによ
る大規模イベント「グリーンリ
モデルフェア2015」を、４月よ
り各地で開催します。

「ここを楽しく、こころが楽しく
～いまもこれからも備えるリモ
デル～」をテーマとして、住設
機器・内装建材・窓・エクステ
リアのトップメーカー３社が総
力を挙げてご提案します。

セラトレーディングでは、2015
年の新商品を掲載した「ＣＥＲ
Ａ 総合カタログ 2015」を発行
しました。富士山からインスピ
レーションを受けた洗面器「Ｆ
ＵＪＩ」や、美しい弧を描くデ
ザインが特長のキッチン水栓「Ｚ
ＯＥ」など個性あふれるデザイ
ン商品のほか、水まわり空間を
彩るデザイン商品を多数ご用意
しています。カタログのご請求
は、セラトレーディングホーム
ページ、またはファクスにてお
申し込みください。

「第10回ＴＯＴＯ水環境基金」の
募集・選考を実施し、国内19団
体、および海外で活動する３団
体に総額1,430万円の助成を行
うことを決定しました。
水環境の再生・保全に取り組む
市民団体の活動を支援す
るために2005年に設立し
た当基金では、今回を含
め、延べ180団体を助成
しており、ボランティア
参加や情報交換などを通
じて、年々活動の輪が広
がっています。さらに、
海外では、衛生環境改善
などの社会的課題の解決
に取り組むプロジェクト
の支援にも力を注いでい

ます。今回助成するプロジェク
トにおいても、積極的にボラン
ティア参加を募り、地域のみな
さまとともに環境活動に取り組
んでまいります。

●著者／安藤忠雄
●定価／本体4,500円＋税
●体裁／B5判変型（190×250㎜）、
　ソフトカバー、360ページ、和英併記

●著者／面出 薫
●定価／本体1,500円＋税
●体裁／128×188㎜、
　ソフトカバー、232ページ

●著者／藤本壮介
●定価／本体3,800円＋税
●体裁／B5判変型（190×250㎜）、
　ソフトカバー、376ページ、和英併記
●発行日／2015年4月16日（予定）

アクセス／●東京メトロ千代田線「乃木坂」駅下車3番出口徒歩1分 ●都営地下鉄大江戸線「六本
木」駅下車徒歩6分 ●東京メトロ日比谷線「六本木」駅下車徒歩7分 ●東京メトロ銀座線・半蔵門
線・都営地下鉄大江戸線「青山一丁目」駅下車徒歩7分次号『TOTO通信』は2015年7月上旬発行の予定です。

お申し込みはTOTO通信データ管理室まで Tel / 093(513)6234

Information

e-mail / toto_tsushin@jlink-net.com

『TOTO通信』定期購読をご希望の建築家をご紹介ください。

＊法人あての送付となります。

TOTO乃木坂ビル

国立新美術館

赤坂郵便局

草月会館

東京ミッドタウン

根津美術館

乃木神社

赤坂警察署

青山通り

六本木通り

外苑前駅

◀至渋谷

赤坂通り

赤坂見附駅

赤坂駅

外苑東通り青山霊園

3番出口

外
堀
通
り

六本木駅

青山一丁目駅

乃木坂駅

表参道駅

永田町駅

白子川源流・水辺の会に
よる河川清掃活動。

くわしくは→ re-model.jp/

期間

場所

4月29日（水・祝）10：00～17：00
4月30日（木）10：00～17：00

（最終入場16：30）
東京ビッグサイト東1・2ホール

東京会場
期間

場所

5月15日（金）10：00～17：00
5月16日（土）10：00～17：00

（最終入場16：30）
ポートメッセ名古屋第3展示館

名古屋会場
期間

場所

6月5日（金）10：00～17：00
6月6日（土）9：30～17：00

（最終入場16：30）
インテックス大阪1・2号館

大阪会場
期間

場所

7月3日（金）10：00～17：00
7月4日（土）10：00～17：00

（最終入場16：30）
マリンメッセ福岡多目的展示室

福岡会場

のエッセイから2008年以降の７
年間を俯瞰する。また氏が長年
取り組んできた、都市に緑を育
む「アーバンプロジェクト」の
活動の全容も、豊富なテキスト
と写真により一挙に掲載する。
ひとりの建築家としての枠を超

え、ますます意欲的に活動を続
ける安藤氏のさらなる挑戦に触
れられる１冊。

建築家がその設計思想を語る「Ｔ
ＯＴＯ建築叢書」シリーズの第
５弾は、建築照明デザイナーの
面出薫氏。40年近くにわたり照
明デザインに携わってきた面出
氏が、豊富な経験を元に建築照
明の思想と作法を書き下ろす。

第１部の「10の思想」では、数
々の建築家やデザイナーとの協
働や自身の空間体験を元に形成
された氏の照明デザインの思想
が、第２部の「27の作法」では、
これらの思想を踏まえ、氏が実
際に作品のなかで実践してきた

手法が語られる。

大学卒業後のコンペ案から海外
で進行中の最新プロジェクトに
至るまで、氏のキャリアの20年
間、107作品を収録した藤本壮介
作品集の決定版。写真や図面を
中心としたビジュアルとともに
藤本氏自身による作品解説文、
そして作品の魅力を端的に表し
たキャッチフレーズによって紹

介する。氏が手がけた数多くの
作品を時系列で総覧することで、
はじめのコンセプトが場所や規
模を変えてデベロップしていく
様を感じ取ることができる。巻
末には藤本氏が設計を始めた当
初から現在まで、毎年の出来事
や思考を振り返り書き下ろした
エッセイも収録している。

Book 1

Book 2

Book 3

「FUJI」洗面器 SB6003／69,000円（税別）

「ZOE」LEDライト付キッチン水栓
KW0201122／179,000円（税別）※6月発売予定

▼下記会場にて開催します。ぜひお近くの会場に足をお運びいただき、グリーンリモデルをご体感ください。

www.toto.co.jp/publishing

●所在地／東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル
1階・地下1階
●電話／03（3796）6151
●ファクス／03（3402）7185
●営業時間／10 : 00～18 : 00
●定休日／日曜日・祝日・
夏期休暇・年末年始

セラトレーディング

Cera Trading

●所在地／東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル2階
●電話／03（3402）1525
●定休日／月曜日・祝日・

「TOTOギャラリー・間」
休館中の土曜日・日曜日・
夏期休暇・年末年始

Bookshop ＴＯＴＯ

Bookshop TOTO

●所在地／東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル2階
●電話／03（3402）7138
●ファクス／03（3402）7187
全国の書店でお求めください。
直営店Bookshop TOTOでも
お求めになれます。書店遠隔
の方はお問い合わせください。

ＴＯＴＯ出版

TOTO Publishing

同封の「TOTO通信アンケート」に
お答えいただいた方のなかから、
抽選で10名の方にプレゼントいたします。

プレゼント

会場のイメージ

Present
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TOTO Tsushin 2015 Spring

COM-ET（コメット）
リニューアルオープンの
お知らせ

TOTO News 1

TOTOの最新情報

TOTO News

TOTO News 2

TOTO水環境基金
国内外で活動する22団体への
助成を決定

TOTO News 3

建築家・安藤忠雄の作品集第４
弾。国内の小住宅から海外での
大規模プロジェクト、さらに近
年注目を集めるアジアでの作品
を含む、全19作品を収録。美し
いビジュアルや図面、解説文で
構成した作品ページのほか、氏

『安藤忠雄の建築4 New Endeavors』

『建築照明の作法̶̶照明デザインを語る10の思想と27の作法』

『Sou Fujimoto Architecture Works 1995-2015̶̶藤本壮介建築作品集』

TOTO出版のお知らせ

TOTOからのお知らせページです。
イベント、新商品、最新情報など

知っておいていただくと
お役に立つ情報を心がけています。

合わせてご注目ください。

Book

TOTO・DAIKEN・YKK AP
「グリーンリモデルフェア2015」を
開催します

ＴＯＴＯの建築専門家向けホー
ムページ『COM-ET（コメット）』
をリニューアルオープンいたし
ました。装いを新たにした『C
OM-ET』では、ＣＡＤデータや
カタログ請求をはじめとしたサ
ービスのご提供に加え、より便
利な会員用「マイページ」機能
も追加しました。そのほか、設
計者のみなさまに有用なセミナ
ーやイベントを随時ご案内して
おり、ウェブからのお申し込み
も可能です。今後も、みなさま
にご満足いただける情報やサー
ビスのご提供を目指しいっそう
努力してまいりますので、倍旧
のご愛顧を賜りますようお願い
申し上げます。

ＴＯＴＯ・ＤＡＩＫＥＮ・ＹＫ
Ｋ ＡＰのコラボレーションによ
る大規模イベント「グリーンリ
モデルフェア2015」を、４月よ
り各地で開催します。

「ここを楽しく、こころが楽しく
～いまもこれからも備えるリモ
デル～」をテーマとして、住設
機器・内装建材・窓・エクステ
リアのトップメーカー３社が総
力を挙げてご提案します。

セラトレーディングでは、2015
年の新商品を掲載した「ＣＥＲ
Ａ 総合カタログ 2015」を発行
しました。富士山からインスピ
レーションを受けた洗面器「Ｆ
ＵＪＩ」や、美しい弧を描くデ
ザインが特長のキッチン水栓「Ｚ
ＯＥ」など個性あふれるデザイ
ン商品のほか、水まわり空間を
彩るデザイン商品を多数ご用意
しています。カタログのご請求
は、セラトレーディングホーム
ページ、またはファクスにてお
申し込みください。

「第10回ＴＯＴＯ水環境基金」の
募集・選考を実施し、国内19団
体、および海外で活動する３団
体に総額1,430万円の助成を行
うことを決定しました。
水環境の再生・保全に取り組む
市民団体の活動を支援す
るために2005年に設立し
た当基金では、今回を含
め、延べ180団体を助成
しており、ボランティア
参加や情報交換などを通
じて、年々活動の輪が広
がっています。さらに、
海外では、衛生環境改善
などの社会的課題の解決
に取り組むプロジェクト
の支援にも力を注いでい

ます。今回助成するプロジェク
トにおいても、積極的にボラン
ティア参加を募り、地域のみな
さまとともに環境活動に取り組
んでまいります。

●著者／安藤忠雄
●定価／本体4,500円＋税
●体裁／B5判変型（190×250㎜）、
　ソフトカバー、360ページ、和英併記

●著者／面出 薫
●定価／本体1,500円＋税
●体裁／128×188㎜、
　ソフトカバー、232ページ

●著者／藤本壮介
●定価／本体3,800円＋税
●体裁／B5判変型（190×250㎜）、
　ソフトカバー、376ページ、和英併記
●発行日／2015年4月16日（予定）

アクセス／●東京メトロ千代田線「乃木坂」駅下車3番出口徒歩1分 ●都営地下鉄大江戸線「六本
木」駅下車徒歩6分 ●東京メトロ日比谷線「六本木」駅下車徒歩7分 ●東京メトロ銀座線・半蔵門
線・都営地下鉄大江戸線「青山一丁目」駅下車徒歩7分次号『TOTO通信』は2015年7月上旬発行の予定です。

お申し込みはTOTO通信データ管理室まで Tel / 093(513)6234

Information

e-mail / toto_tsushin@jlink-net.com

『TOTO通信』定期購読をご希望の建築家をご紹介ください。

＊法人あての送付となります。

TOTO乃木坂ビル

国立新美術館

赤坂郵便局

草月会館

東京ミッドタウン

根津美術館

乃木神社

赤坂警察署

青山通り

六本木通り

外苑前駅

◀至渋谷

赤坂通り

赤坂見附駅

赤坂駅

外苑東通り青山霊園

3番出口

外
堀
通
り

六本木駅

青山一丁目駅

乃木坂駅

表参道駅

永田町駅

白子川源流・水辺の会に
よる河川清掃活動。

くわしくは→ re-model.jp/

期間

場所

4月29日（水・祝）10：00～17：00
4月30日（木）10：00～17：00

（最終入場16：30）
東京ビッグサイト東1・2ホール

東京会場
期間

場所

5月15日（金）10：00～17：00
5月16日（土）10：00～17：00

（最終入場16：30）
ポートメッセ名古屋第3展示館

名古屋会場
期間

場所

6月5日（金）10：00～17：00
6月6日（土）9：30～17：00

（最終入場16：30）
インテックス大阪1・2号館

大阪会場
期間

場所

7月3日（金）10：00～17：00
7月4日（土）10：00～17：00

（最終入場16：30）
マリンメッセ福岡多目的展示室

福岡会場

のエッセイから2008年以降の７
年間を俯瞰する。また氏が長年
取り組んできた、都市に緑を育
む「アーバンプロジェクト」の
活動の全容も、豊富なテキスト
と写真により一挙に掲載する。
ひとりの建築家としての枠を超

え、ますます意欲的に活動を続
ける安藤氏のさらなる挑戦に触
れられる１冊。

建築家がその設計思想を語る「Ｔ
ＯＴＯ建築叢書」シリーズの第
５弾は、建築照明デザイナーの
面出薫氏。40年近くにわたり照
明デザインに携わってきた面出
氏が、豊富な経験を元に建築照
明の思想と作法を書き下ろす。

第１部の「10の思想」では、数
々の建築家やデザイナーとの協
働や自身の空間体験を元に形成
された氏の照明デザインの思想
が、第２部の「27の作法」では、
これらの思想を踏まえ、氏が実
際に作品のなかで実践してきた

手法が語られる。

大学卒業後のコンペ案から海外
で進行中の最新プロジェクトに
至るまで、氏のキャリアの20年
間、107作品を収録した藤本壮介
作品集の決定版。写真や図面を
中心としたビジュアルとともに
藤本氏自身による作品解説文、
そして作品の魅力を端的に表し
たキャッチフレーズによって紹

介する。氏が手がけた数多くの
作品を時系列で総覧することで、
はじめのコンセプトが場所や規
模を変えてデベロップしていく
様を感じ取ることができる。巻
末には藤本氏が設計を始めた当
初から現在まで、毎年の出来事
や思考を振り返り書き下ろした
エッセイも収録している。

Book 1

Book 2

Book 3

「FUJI」洗面器 SB6003／69,000円（税別）

「ZOE」LEDライト付キッチン水栓
KW0201122／179,000円（税別）※6月発売予定

▼下記会場にて開催します。ぜひお近くの会場に足をお運びいただき、グリーンリモデルをご体感ください。

www.toto.co.jp/publishing

●所在地／東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル
1階・地下1階
●電話／03（3796）6151
●ファクス／03（3402）7185
●営業時間／10 : 00～18 : 00
●定休日／日曜日・祝日・
夏期休暇・年末年始

セラトレーディング

Cera Trading

●所在地／東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル2階
●電話／03（3402）1525
●定休日／月曜日・祝日・

「TOTOギャラリー・間」
休館中の土曜日・日曜日・
夏期休暇・年末年始

Bookshop ＴＯＴＯ

Bookshop TOTO

●所在地／東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル2階
●電話／03（3402）7138
●ファクス／03（3402）7187
全国の書店でお求めください。
直営店Bookshop TOTOでも
お求めになれます。書店遠隔
の方はお問い合わせください。

ＴＯＴＯ出版

TOTO Publishing

同封の「TOTO通信アンケート」に
お答えいただいた方のなかから、
抽選で10名の方にプレゼントいたします。

プレゼント

会場のイメージ
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『TOTO通信』のお届け先などの変更はお客さまNo.（封筒の宛て名ラベル右上に記載）も併せて下記までご連絡ください。
TOTOカタログセンター内　TOTO通信データ管理室　TEL.093（513）6234　FAX.093（571）0999
＊当社ならびに当社グループ会社は、個人情報の保護を社会的責務と考えます。お客さまからお預かりした個人情報は、
関連法令および社内諸規定に基づき慎重かつ適切に取り扱います。詳細はTOTOウェブサイト（www.toto .co . jp/）をご覧ください。


